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Semi-recumbent cycJe心肺運動負荷試験
におりる呼吸循環反応

E皇位自転車工ルゴメータとの比較

秋樗暢温・ 悶辺ー彦・ 杉'"浴・ 鈴木線之・

山本明子・ 横山署長厳・ 村山正憾・ 伊東春樹・・

脳血管陣省M障者に対する運動線訟は，四肢体鮮の逐

~ .. 能の低下が"在し その緯度b患者備々に拠なる
などの現闘からその方法働。プロト 2ール等が飽立さ

れていない小室らu 恥脳血~.. 寄鳳者のうち歩行自

立例を対象にE皇位自伝耳障ヱルゴメータをmぃ 15 
叫u.分の"mゅ負荷民放を行った仇有司捜索トレー
エング念行いその何，m怯を維告している鶴川ら"1;1:， 
歩行非自立例を対般に脅もたれ付き鹿位自停""エルゴ

メ タをmぃ，一足下段悶転訟で12.5waus. 4分間
の胤ーνペル巡動負荷説織を以行し.脳血管障害8者
は健常者に比し微*負債が噂加するとしている 1i 
m綱引'1:.隆也週固めと"低運動の呼吸筒欄動餌の相
違について栃"'し。臥位.. 動隊E皇位進動に比し心摘出
量は興等だが AT，関ak¥10，怯低いとしている 本
研究"，脱出管陣容息者に1mる歩行非自立列にも応
刷可能と噂えられる組問i-recumbentcyde (以下半臥

位エルゴ 背bたれのある梅子型でペルト前積による

縫位保持性が良好なエルゴメータ)(図1)Hlh>.平

臥位エルゴの呼職繍a.胸餓の特徴金矧るため廠自立自伝
箪エルゴメータど比餓検討を行った

S 対@および方~

対象陥健常明性8名でi 平均等鉛26.5:1:2.1雄平

砲身長 110.2士5.5cm，体質R“I士5.6kll.金例に本
筋舟の主旨を官民明」総厳重接加への同窓を得た

方法は半臥位，ルゴと過曾の路位自転耳障エルゴの2

糧費賓の心街首選蹴負荷民蹟..血行し比敏したI)キ臥位

エルゴ渇動負荷鉱llI:: B10DEX社製関m，ι斜 .m

benl cyd~ ~刷、、， 3分間の安.，.， 30 wat凶 C5rpm

のwarmiog-Ullを4分間行った後iO.副随分の

吻叫アンナ酬蝉軍2内榊醐

(，. 21山川剛山世刊6-0
川崎醐術酬

ramp 負荷を位候限界世に施行したの廠位白厳重鉱エ

ルゴ{以下摩位エルゴ)司躍動負荷鉱験 LODE社製エ

ルゴ(s.V.CJa鍋 !-types)を周ぃ20wattsのwann

1011 upを・分間行ヲた後， 20叫'"ノ分のrllmp負荷を
館候限界色区繕行した なお関負荷試験は3刻印刷の

測闘をおさ。すべての負荷鋭緑陰午m.時から午後8
時の聞に緒行した

s 結果
01溜動負荷時.(;舗数叡雌{図"
l~esl 時 wHrm・ng-up時 AT 時。織両辺助負荷附

の心総数陥附昨で務I~a，。をかった

図 1Tbio別01"，"・howo• ..m;_r.umb~nl cycle 
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呼気ガス分析による糊尿病治療の評価

腐山総!II・梅凶尚子・ 大中政治・中屋豊・野村昌弘・・

相館街6左衛，脂質代酬の拠調障を'たす終息である

側際綱コy トロールの....として血111.HbAIeが}聞い

られているが，これらの...震は血舗の総聞を示すゐの

で必ずしも繍代劇状線を示すbのではない
呼吸測【RQ)は，ニ磁化炭務隣凶...臨調階級取.で

除した舗で*められ....よぴ腕買代11を反映し...
賓のみがエネルギー嵐として利伺されると1.0網"

のみで1;1:0.7となる したが令て.阿賀必よu..慣の
代餅網合を知るのに良い桐繍である

Michel t，.1) 11.インスリン強化繊棒によ9合併.. の

発生砿減少するが，体...加が生じること.・8告して

‘、る
また。 ReVUSIIinら"11.息調脅て呼吸砲が禽い例で

は体a震が補加しやすしその後の体.，.化を予習する
銅線となることを保管している今回11.RQ tlI1fI尿病

に幻防る代副興需の"10.よぴインスリシ強化術協の
際の体2・m加の予知に有周かどうかを倹射した

s 対・8よぴ，，，.
対IU1.III術者口名Uよぴ"鳳術1l1t18 ~色で~る
側尿病血者の内'剛志.インスリ r治.. ゅの者 IS名。包

ロB臨検懐中の宥 18名.線治僚の者5名である

禽.時間117:00.12: 00 tし。呼気ガスと由開".
9ωuω13ω 1<附 17ωの肘s岡測定し
た呼...スは，ダグラスバッグをIUいて仰臥位安"
で鱒..した この綴繍した呼気ガス中の鵬耳障.よぴニ

般化際費障の調度から RQ'陪よぴエネルギーII'Iltat-l/I:
めた

...‘大司，.司隣町'幡タ，.
" 問 .7内鱒

仲間醐醐叩1…

! .・，，~よぴ禽鴨
1. ，・常場主3よぴ"挺1..曜における臨側および民Q
の変化{悶 1) 

血繍は.領袖....も含めて穏尿病の各a揮で健常者と
比べ有窓に高り信金示した インスりン治.，揮では日

内，.動はみられるが，鱒'有者と比ぺ食後にlJl:tる血舗

のよ界が週札て"り，かつ高値を示した RQ1;1然治信

"では健術者と有位な燈"'"めらられなかヲたが。や

や低値を示し。"の>1m陣曹が起こっていると思われ
る 暢尿病患者では袷僚の有無にかかbらず。棟利則
が車〈なり RQの備は低〈なると考えら九たが."に

治療"で1.. 血栂コン ~ CI - ~レ"不十分であるK もか

かわらず.RQ 1ま0.9付近の高値を示した また.RQ 

が1.0以上色男鎗高値を示す例もs例(J5%)みられ
た
2 健常滑に匁砂る欄およびインスリシ注入後の呼
般商およびエネルギー消慣の変化{悶2)

繍~鯛抱目.. 撃で陥血繍" トロール"不十分である
にもかかわらず.RQ陪高値告示したことから，健常者

に幻いて高血網~懲をつ〈りさらにインスリ Yを般与

して RQの変化をみた 勉， .に示すように，・・.注

入すると RQ儲の土葬がみられ，イシスリンを俊与す

るζとにより RQ錨ほさらに高値と省り1.0以ょを示

し.寧たイ ンスリン...与するζとにより。da¥倹者

とも RQ低調1窓に高健を示した{図7b】

RQが1.0以上に匂る理由の1っとして，代制が脂
肪合成に向かヲていると考えられる 体内で絡がトり

グリセライドに合成されるとき，下配の2えが成り立つ

9.16 C.H"o.-C..1I，..O.+3 11，0+230. 
'ーから. 1司'Nのトリグリセライドが合成さ仇る時
にお<Nの11需が生成され。 この筋線呼吸から取
り入れる厳粛の.が節約で4きるしたがって.RQの・8

4ま商値となる ζ"式から 貌々U繍尿病抱様におい
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よる体調鹿嶋加1;1;， :t.ネルギ 桝債の減少。録織の減少

によりエネルギー出納がまの方向ヘ向かい '"肪合成

の克道が起こっτ〈るものと考えられた ζのように，
"とインスリンを役与すると RQが高怖を示すこと
から.RQの測定".. 線網息省に"ゆるインスリン過
胸彼与.防ぐのに制効であると考えられた

-・"よぴインス'J;...注入後のRQの度化

てRQが 0.0以ょの飽を示すのは。代2闘が脂肪合成に
傾いていると考えた

また。:1'.，トルギ網賛.，率。鳴を注入すると;t溜が

見ら"内 インスリン注入により 有志畿はみられなか

ったむのの低下傾向がみられた したがって 篇雌終

的観によって体調'Ift加となる唖陶の 1つに前礎エネル

ギーの低下が場えられた つま り インスリ:'-Ihl<<に

B 

関 2
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，42・・a句旬

一6-/..0・..・一 一.ー一・ . .・・干 -・m
/・…....
4島

"'" 繍 繍+イ J スリン

岡， ，・需省に釘"る碕およびイνスリy注入Ilcn%.;f.
ル判Vー淘..の.化

s・a爾
a陳腐鰯'陣地."に盆いてIJRQ U:個術者と""同じ
値.示した イシスリ，.よ""ロ慣による福."で

は1 民QlJ:iE術"より副首偵を摂した。健常鳴に.いて
も インスリン役与により RQl.t高債を示すことなど
により，尉肪膏侠伏期.釈すζとが示唆された。RQは
インスリン".与量の快定〈禽...a動目前法の強化). 
よぴ体... 加の予知に有mと考えられた.

S文献
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dcvelopment of 0齢制ty.M醐鈎他'" 1995 “ 
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心筋梗塞患者における温浴負荷時と

運動負荷時の血行状館の比較

川村喜太郎・小海俸制・反町政巳・上関'"昭・江渡戸修一. il.:JI槍巳
長山殺俊・ 長谷川純・お雌刊!J1M藤岡良範・片備司院・

心筋梗*"者の温総".リハビリテーシaンや臼微

生活上編めて大切生閃胞であり.温裕時の血行動...

杷砲することは鎗慢でbる そこで今回後々陪I 泌総

負荷時と週勘負荷"の血行動蛾.対比検闘するととむ

に 温俗'/IJm.. ，縫の釧栂について検討した

S対象と方溢
柑a院は。 一回 300M以上の平地歩行のリ，、ピリテー
シs::.-t:施行している平均"'.2雌のむ筋慢111143例で

めるこの"例に右納骨下静脈ょ'.lSwan-(ianz 

α<h附併を欄入しハパード裕"をmいた仰臥位での
汲水浴42"C5分聞のa附で.温総中B市働脈僕λEが湯
浴網に比し IOmmHg以上上昇した D̂23例{平均年・11161.7緩)!:， 10 mmHII宋調の8n20例{平幼年働
ω5繊}とに分".温裕負荷前日に施行した臥位自庇

草エルゴ〆ーターによる連続的多段階趨働負硝似般の

血行動僚や巡動耐容" 心..テーテル倹査所見'"

M泌剣守した ..動負荷膨中止は，復傾健司限界としたが
本研究では，閥幹".比徴金より明確にするたのl 金

位仰が縦行し得た 50WJ分までの血行動..，遡動樹

容舵について比叙した統計学的処J!l!lit領定，回帰分

断を"い ρ<0.05をも。て有量と判定した

s繍果
l 遡動向荷闘の血行動聞の比鮫

各m..の変化を還後1に示した
収縮問血圧鉱ヨ時帰血庇心.M散は負荷.有窓に土
停した均九 制団事聞で有志差肱留められなかヲた

"動脈侵入鹿(PCWP)1;1:，選動向"附より."は

'.0主3.9010111111:s鮮の5.'企3.0mmHgに比し栴

閉刷大学副司~fll1I 3 内絢

山 2醐嗣酬"醐醐 1-5-8)

怠に漏<(p<O.Ol)，SOW 3分で11，AnU. 26.9主'.0

mmllgとBMの16.7定9.1mmHgに比し有愈に上易

した(p<O・11
右側.EEt> PCWP 1:問栂'.変日包を示した
心保融【CIII;l， F句岬と，..動負荷中嶋加し 50WJ

分でほA闘は."に比し低値でめった 負荷前舗との

盤.dCII1，A T I;t. 2.30:l:0.571/min/mーと日"の
3∞:tO.73I1min/m'に比し有望聖に自民舗であった句〈
0.01) 

ー岡鈎胤係敏(51)は，溜動負荷中."は変化金示さ

さ首かで3たが。 B酔砿峨加し 50W 3分でl;lA 8曜は

‘1.'土10.2rnl/m'{国..と 8鮮の55.0:1:8. 'l ml/m'/ 
....に比し有.に".であったゆ<0.0封 負測附値

との愛LlSIIJ:.AI揮は2.0:1:8.5mllm' lbeatヒ."
の 10.6企7.qml/m'，ん".に比し有望まに館館でるった
(p<O・u
般家腺は，両信手と，.. 動負荷'1'鳩加したが。負荷前
舗との差....脈は.A'キlま."に比し靭恕に低値で
あった

選動耐容催1;1;， A I容は..2::t:O.9METsと""の

5.5主1.5METsに比し省窓に低舗であった1，<

0.01) 

趨動s食詰r荷a鼠験と岡問納"絡‘行したぺω"臓.，カbテ-<ル倹
2査佳に幻附る左室駆t凶u調率匹lは...静."幻1.'主11.7%とsI昨干
のs日1.'士1“6.5%に比し有怠に《包皐傭でaあbヲた《句，<。011左g雀区a依z製ヨ*依朔疋は.̂'瞬等"1ロ1..コ怠t6.9m
巴"字のl均3.3士1.3mmH庇に比し高い傾拘'毎t示した

2 温硲時の.dPCWP/)1場切にL鼻することを子
測し得る禍慣の続問

調島俗"のsPCWP1:各mll'の岡帰分析の納訓際金

製2に示したsS](p"'O.OO32)， tt，にHp=Oω"】 51
lp=O.0228九MEl's(p=O.02.3)が.d1'C1V1'と.'・"

闘を示し...に， ""51が非常に良い相聞を示した
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むft/ifJ!..宥は楓裕中.出裕後に後心箆発仰，む筋

司直"Aタ事作。ヲ担保苑などを起こすこtがあり，温浴ゅ
の血行働舗を抱錯することほ極めて量要なことであ

る イ棚刷"木0:."1:1::，む筋梗歯息者の温浴に.い

て，心機健低下例"ど夜明に鋤動脈圧，・9動脈侵入庄
が上昇すると縄倍しており.紙‘0:."1:1::.温裕司"'~眼
視入居が温治則に比し 10mmllg以主よ昇する心筋根

裏例"予後が怒し心.".を"，す危検性が員百いと~
sしている が研究においても.温浴中腕働脈狽入圧
が温浴削に比し IOmmllg以よ上昇したA91:1::.10 

mmllg*測の...に比し，心・"が低下しており，予

.. 不良であることが示唆された

温副首.鵬動脈初入庄の上昇を権高する....として。

運動負荷以験にお旬る血行働障から倹射した結集..

51， dCl， 51， METaが.dPCWP1::$Ii備に良い他閣を
示し"に451iI'lI (，省用と考えられた また， "̂ 

•. .ω? 

..，ω2 
0.3111 
0.2795 
O.:U28 

のように運動負荷猷験で回w，分の'"が2.0mll 
m'/恥at，.dCIが2.30l/min/m'.還働耐容能が‘ o

MET，前後の心線終低下例の11'泊、開始には，充分な訟

怠が必'密であると恩bれた

! .歯蛤
心筋....息脅において 泌総中肺動脈襖入圧が 10

mmHg以よよ興す&館例。主連動負荷碍でも肺動脈複

入圧が場明に上昇し， 451， dCl. 51. MIIT，は有倉に
....であヲた これらの銅板..，温調b閣の飾働緑侵入

亙の上昇と良い繍閣を~し.‘裕可否.定のAぃ術"
であることが示唆された

a文献
"小梅優樹ほかむ終息憲容に."る温裕の血行

動舗に及ぼす膨. 白調然物医捻』銘6:49:11-
81 



2)小冊健闘.ほか む陥割国務患者にお"る温硲の血

行動蛾に及ぼす彫・ 恨血的血行働組と組T音量産ド

プラ践による倹肘 }ourmllol白rtJ，'o句砂 1988
18 : 979-987 

3)鈴木幹ニOiI.，まか 心筋使u宥に.ーする温俗の
血行動帽に及ぼす".-liJI酸イッγルピド笥下段

心細'"却 SUF凡 3 【199.お 15 

与による倹肘 日温鉱物~U 19，明日 123

'3< 
"松簡明度，ほか 心筋艇.息者に."る温硲の血

行動舗におよ4ます修' 穣血的血行目的聞と予後k

の対比一.日温"絢医ti1m: 6Ci: 1~5- 154 
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頻拍と左心耳面積の関係

ベーシング負荷績食道心エコー図法による検討

年凶望書三・ 木簡溺久・ 山近史郎・ 戸田原ニ・ 与野完備・ 矢野擁介・

左む"..省〈から，心開制動などに停ぃ''''を形成

し易い..位として知られてきたが，そのメカニズムに

ついては不明省点が多い近隼...食道心エ，-図法

(TIa)の闘健。通告伊に停い..開局なま'"耳の萄像が得
られるようになり1 その形・ゃ.. 飽&血峰e..との刷
遣が鎗じられるように信9て曾た PoUlkら"1.t.1E.v 
Uが綱贋像"に..約有のenlptyinl[のパタ-:'-'ill'l

払盆ゐ廊内の血後形成には。左心耳の健司院や，その

収縮"の降下が捌与していると細管し.MUggeら"It
TEEによる左心3客観健の解舗がむ測網動症例の''''

形成の危d検E宣告知るのに役立つとしている ttll"1:1.. 
&心"内血施遠因佐治.，噴闘により変化することを報修し

た

今回...血銭形成の要閣のーっと轡えられる左心"

容般の変化を野価するために，右心裏ぺーシング負荷

TEEを緒行し.銅剣"の左心耳岡績の変化.繍射し

た

e 鮒..，宮.ぴ方途
対.，地質的陥後SのtJ，'~...tJ位性不箆Jl\ H証明で，

発作盤上，.俊綱相"'~，飢備作性心51!・bが 3 例。
性別は男性S例 女性2例!年111ftZU良から 67制限傘

でI 平均u.2織であった

各症例に臨床心臓電気生理学検査を範行した後，右

心"にペーシング‘樋を倒置し. 78以内の調m岡崎
にTEEt行った慣績は東芝社製SSH-UOAおよび

160 A.鰻食遭IIU寝蝕子は5メガヘルツのbiplar松

PEF -501 58 t5よrJmultiplane : 510 MAを使用し

た心エロー図上左心"が."鮮明に大"繍lliさ
れる凶，..を湿ぴ.左ω"内院をトν スした左心

'1‘・.大隼軍司~lIl!1 3 内"
内田酬醐剛肺IT固7-1)

"上線憾。友"... ，との隔鍵の別点と，僧帽弁舗舛側

細との，.胸点とを路線で組んで決定し，トレースきれ

た織の内側の国"をIt測しずと【個II まずコrトロ
ルの左心耳"'.貨を酔濁した後，右心"ペーシングを行

いながら...分90，110. 13臥 150，180の各ペ シン

グ観度に."る.左ω耳の."隠したa農大砺拘聞と収納し
た..小脳僚とを毘録した また 1心停l'j'の&心認の

鰻大図概，.. 小面"の登を属穴函績で除した舗を左心

"園"変化調障とし その後移についてむ倹射した セ
M白 Wenektbach~監のnプロッタ時に...心拍侮の
左心耳薗視のばらつきが大倉いため.今回の研究では

lNIsよぴ2対'U伝‘"について検討し。

W引に:kebach・8の面積隠すぺて除外した
s 鎗身長
.大左心"翻S院は.腸盤伝噂が1対1の時にはぺ-

$';'グ頗JJ:の僧加に伴い減少し. 2対"忌却に厳じる
隠に...大する傾i匂が見られた{也2Al ・小ま心"
幽積陥全体に。ぺーシング""の槽加に伴い減少傾向

を示すむのが多かゥたl国2Blまた.べ-!I':"-グによ
る左心耳商積変化H僚の変動には各館例聞でばらつきが

見ら九たが〈国3Aれこれを級定する図予を償制する

ため.1対"'"伝噂でのペーシング"のみを取り幽

し，終息，年..性別について倹附したところ。&心

耳函領変化事陥，ペーシング領i度が噌すにつれて胸骨加

するものと，不変また..減少するものとが見らn，前

翁は若年，後者は担当闘の傾向にあヲた{関3B) なお

鍋女聞や，亮作性よ室性微鏑盛と発作性oumJ園動との
聞には， tt':ou!i調積および度化織に明らかな盤鍋."
めなかヲた

S者織
&心"の大きさは.心M'取の附加に停ぃ，.化したが。
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作柄 弘、¥ o 2: I圃直曲・
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•• •• 」ち、 • e 
E臥闘

.ω .・1)110 130 180 '脚【旬叫

B ‘ω1 
. .:1圃置直属

0 0:唱聞置量暢
間

，ω 

咽

.m 

• 70 to 110 1:111 no .. ，旬叫

回2ペーシyグ観aによる1U.寓面相の."
A ・大冒O." ・4蘭償

心臓 Vol.30 SUP凡 3 m陪8) ロ

A 自

衛'"ゐ葛-貯2聞滋
齢制闘を細川うにトトスしその国債を

肘剥した ~・.左s・ a・-帳&の腿"の訓点，.僧帽
舟.舛鈍刷とのJrlIIuH  Hi!I闘で飢んで決定し説。
左"横持崎。省.拠調例【A: ~医大樹II， H : .小凶
繍).LAA 窟ゐn.LA 怠房， PV : oo飢cv
"監

A剛 圃 1:'11_11. 

【私)-.1 0'・1周E但・
剛

•• 
制

副

刷

制

10 100 110 .:10 ，ーー '“ 間

B:1 
~ 回才量調

。ーロ田才~~

間

刷

ωJ・
制

3・8
" ‘1・ •• .“同."ゐ舗ゅの友心耳，.，..化.

"心耳回目R変化繊=[(8;λ面0・・J.循観)f・*
副fllx 10附'%l
"" ぺーシング時の郎頃変化市と年"との関係
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これ1:，v聞の倒防だけでな〈心室の矧動にも大きな
彫・を!!:It.BIJ箆".・比が"わると左心湾の大・きb
変化することが保された とのこと...心別組動等の

上禽位捌舗の臓にも調障にω勉敏のみで憾な，.心，.，
心室の微動般の盤が左""の大4きさに民与するζどを

最唆しており.心初鯛動で左心~内に血盤~形成され
やすいこととも関連している町情性が考えられた g 

た友心耳開制度化車t:，tr.心"のコンプライアンスを
反映するむのと考えられるが，飢a・に仰い I 鋼~防に

幻砂るその，.胞が低下する可能性が策された

今回の研究でU;UHおよび2対""宣伝喝叫につ
いて倹前し， Wtnckebadll!隣室プロック"のグタ

は除外したが む弱網目防専について宵浪するのであれ

ば WcnckcbachIC'!.プロックやa対』以下の房禽伝喝

のと8の静舗も慮"とJI)われる また.d:心耳の容鎗

には。左腕や左盆の大倉さ。志賀槻陪伝ども凋与して

おり ζ札らとの関係も場必ずる必買があるかもしれ

信い今後さらに健例数管制ゃい臨床(I!IJ恵畿を検討

して行〈予定である

s 文献
n Pollick C. et at; Asses脚・~"ばl.dt Atrlal 
Aw伺dllge Functio同 by Trans倒。phageal

""∞ardiography: [mpω山崎 forThromb凶
Ci1fUkJlio" 1991 ; 84 : 223-231 

2)M句官官 A，et al: AS!聡ssmentof Lelt Atri・1
A.湾冊dal!e f，υ岡~tion by (討plancT河島捻鈎

p!lalleal Echoeardiography 加 p"酬 twith 
Nonrheumatic Atrial Fibril1ation; Id伺 tifl臼

tion of a S...bgroup of I'lItients al I附:rea鍵 d

Enboric Risk. J Am CoII Cordiol 19例"
559-601 

3)本崎嘉久。ほか さ足む耳血流へのむ鋪散のn
心房ペーシングによる償制心臓 199略 281.叩，1

" 
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Dipyridamole負荷蜘Tc-tetrofosmin心筋

シンチグラフィによる二次性心筋疾串におりる

心筋微小循環障害検出の試み

肌弁正接・鎗図術・を公業玲・石川..美子・篠鯖仁史・

元山氏子・ 近蔚震 安保泰宏・中野，.. .隆志鈴ー鰯・

重度岡 仁・ 撹海佳彦・ 鳥飼膨陵・・ 大島久三・・

サル"ド シスー"尿病で陥心筋m・.合併する
ことが知られているが，その心筋周車種与の原因に闘して

ほまだ不明な点が多い そこで，心筋陣容の原因とし

て微小微調隊場がどの鶴度関与しているかを倹官守する

ために.dJpyrJdamoJc負荷・'-Tt-tetrofosmin心.1IiJ;.-

ンチグラフ，.行い.dipyrldamo!eにより周間心筋微

小楯測隊省が改脅するか杏かを検討した

5 対a院と方途
対象はサルヨイドーシス2例と金身俊エリテマ砂ー

ヂス(以下SLE)!例でるる

IJ!ffilO飽は目立鍵ガシマカメラ RC-2渇""データ

処理袋虚 RW30ω をm~l. コリメ タ 1;1. LEGPで

ある ・個Tt-tetrofo-留別n310 MBq 1!!:与し. ，時付間後

に..，砂時心筋SPECTを銅像した 4時削後に dipyr

idamoJe 0.142 mg/kg/millを 4分間勝詮後直色

に・"'Tc-tetrofosmJn140 MBq m与し。，時明後に食
術開む筋SPECTt-..したデータ処割前陵

RW30ω をmぃ.~nllfおよび負荷時 8， 、."副像
を作成した これらのBuU.s ey~ 雇像を比絞して。

dipyridamoteにより....心筋微小鋼環徳容が改嘗ず
るか否かを倹射した

S結果

.. ，得"闘"

61餓，"盤
機網...心サルコイドーシスの息者で白平成S与に

完全房箪プロヲタにてぺースメ】.-鎗え込み街を範

行した 平成''''から心不全傾向.認めたためステロ

イド補修を閲鮒し現在プν ドユゾ"~1.5mgl白内

'.帥保健闘!;!;:!1!1I!!1!1J1Ii 11. f'I n 
関 脚四円叶州

"………叫

服申である

""尊心電関ぺスメ.-りズム【DDO)

心エコー図 LVDd/Ds=62/53 mm. IVST! 
PWT=Il!U mm. AOD/LAD=31/48mm. EF-47 

%(A-L滋).mo<lerateMR，心温郎側のIti運動低下.

"めむ""側の中隔に限R耐性の盛の押刻化."めた
.幅Tc-tetrofosmin心筋シンテグラフィ dipy. 

idamoJe 負荷鵬より下腿から側鍵にか砂て火鍋告認

め。附犯のー部に取込みの低下をE認めた 負荷後.側

壁のー備に取るみの故併を総のた

健例2(幽2)

68.. X鐙
現胸匿心サルコイドーシ，の息者で平成3年6ζ

闘サルコイド シスと..断され，平成4年に節サルコ

イドーシスと.. 断された。

"鶴場d電図正常範囲内
心エコーtaI:LVDd!Da=5!!30mm. IVSTI 

PWT-8!6附 11.AOD/LAD=29!30 m凶.EF=6・%
(A-L法J，11運動異常は認めなかヲた
四 Tc-tetrolωml，心筋シンチグラフィ dipyr 

!dam問e負荷削より下偉から側壁にかけて取込みの低
下を隠め負荷後間郎位の取込みは改署した

飽例"悶3)

28.，女役

現純度昭和"年“，."にSLEとa診断され，ステ
ロイド泊仰が開始され，平成3匁より.貧血圧。高館
血腿，w .. 隆隊奮を合併した
12..心電図正常範圏内

・個Tt-tctrofos.mln心筋シンテグラフィ dipyr 
Idamole 負荷前より側鍵に，，~の取込みの低下...

め負荷後閃.. 位の取込み肱改著した。
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(w副)

* p<O.05 
** p<O.01 

111 2 lIu.t山川酬帥 bloodpr閉山吋岡山ω山 Int.tr山岡山富
幽 kEX:po!ak…HR:h即時.8P叩IcblO<X1 pre&IU~ ̂  T : a鴨川"叫..日開山

VO， (mllmln/ICω 
40 

30 

20 

，。

"肱日
舗

o ， '" 
字削
町…

200 (watl) 

.，..，，， 
-・肘。"

図 3Oq&en upl・k.“t_ehmt剛叫阿"1Jn uu 
d・"N“".
【"運動負荷時収舗網開血lEJO飽{図21
半臥位ヱルゴの取結期血圧陪『倒的.warml晦叩

"に盤位>.ルゴに比し高値 (p<O.OS)を示し.ATe.， 

に1;1.. 17~.8ま32 . ~nlmHgでE最低zルゴの 155.9土

20.5mmHgに比し商館 (p<O.OIlを荷示した ・高a駆
動負荷"には高値争示すものの総計学的有定釜'"認め

なかった

(3)酸驚S聴取量動."図3】
ATは半臥俄エルゴ 18.0:%:2.7. .!I!1llエルゴ 19.8土

3.3ml/min/kg (p<O.OS). p峰山 VO.はそれぞれ

27 . 9 :t 7.~ ， 36.1企3 . 3mflmill/kg (p<O.OI)で.いず

れも半臥"エルゴで低僚を示した また.A T JI.7 work 

rdleはそれぞれ77と100wallll. peak work rale 1;1. 

147と200wattsで半臥位エルゴでa底値 (p<O.OIlを
示した

S喝破
高欄ら"は，鍵常者.対象に TSHealth S開，=社

I! Space Cycle SSR をmいて臥位.，ぴ虚位でramp
負荷を行い.A T. peak VO.と還即時ノルアドνナリ
シ頑固憶を測定し.，霊位量動では血管取備作用をもっノ

ルプド νナり~i1 1高値傾向告示し掠漏酌帽の'"輸血

管緊慣が高去りiより多〈の血歳。楕働脇へ毘分M.

その錨来ATが高値を示すと線療している本研究に

.いてむ AT.peak VO. U半臥位が廃位より有意な

低値を示した ζの阪闘として前述した..，.に加え半

臥位エルゴで隊 "もたれのついた梅干.. であり抗'"

"筋の活動が仰えられるが.，霊位コEルゴで陪膏勝保絡

のための銚.カ筋および上厳の筋の指動も加わってい

るため，鮒集約に学臥"エルゴでは..めに動員される

筋..'少なし AT.関ak¥'0. i1Is舗を示し，血医院
高・，.示したと考えられた

以上の結果より...訟は下肢筋の崎別的運動の裏調障

が強〈下肢防トνーニユングの面で利点があると考えら
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図 1・-T'c.tehllf凶 .1，心筋ν，チグラフィ
I);prridamole負荷納より下鍵から側壁にか妙て欠捌を臨め.Aq!l!!の-$に取ゐみの低下を認めた 負荷役，
側a慢のー隠に取込みの政磐を飽めた "醜噂心略国 ペースメ-，・ーリズ.b.<OOω

'!2・『冠 制問加.1，心筋シンチグラフイ
o;pyrldamol~ 負荷前より下箆から側!Iにか砂て取込みの低下を認め，負得後，悶餓位の取込みは磁轡した
12~lIJ心1U!:llI: it:1iUt'!!慨 4
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掴 3 -r~-telrof，伺酬咽シンテグラフィ

防pyr，damOle1¥河削より側監に限度の取込みの偲下を.. め 負荷後同節位の取込みu.. 替しt~. 12M場心
司ILliI: a.官官晦問内

s 考副院
サルコイドーシス刷。 PSS')などの二次性心筋彼勉

では.その心筋限砲に刷新心筋微小繍，陣轡が関与し

ていることがdipyridamole負荷T1心筋シンチグラ

フイを用いた研究で示唆されている Dipyridamole 
陪血管鉱袈藁の つで主に沼動脈の細国防脈領属誌に作用

し，その作fflllJ!<lとはアヂノ y>の代謝主総送が関与
するとされている。

サルコイト シスではしばしばT1む筋シy ヂグ

ラフィで欠f貨を留めるが。これはサルヨイド続開周囲

の活性化さ札たマタロフ7ージおよびマスト細胞から

血管作動物質であるセ包トユンやヒスタミンが道総

し。罷動脈の鰍働環領域に娘紛が働組され。局所血涜

鱒奮がおこるためと考えられている

SLEのようなE原剣でも傘身の小島川および網"
腺において血管炎が郷生し，きらに袋小化，，"腿剖包

単鮪が超ζると考えられ.ミれらの変化は溜岡崎脈にお

いてゐ病理歩的に随寵されている。しかし， o原鋳に
お"る二次健心筋~患の篠医学院検討はほとんどなさ

れていないそこで T1より副像が鮮明な"・T，

tClrofosmin心筋シンナグラフィを捌いて.ザルコイ

ド-1〆̂!I.J:t1 SJ.E息衝の心筋刷所微小循環陣容が
dlpyridamolcにより改修するか奇かを倹制した

対段3例金例において，安静時-Tc-tetrofo酬 '0

む筋SPeCTで'"祝低下悔恨を認めた zの血旅低下
嶋位は.dipyridAmole負荷によりbずかであるが血流

の改善ーが示された とれはdipyridamoleが・倒した

細働脈を鉱獲させて周所心筋微小繍布告改普したため

"与えられた.したがって 三次性心筋線砲のも峨陣

容にはむ陥微小循環陣容が関与していると考えられ

た

5 鎗繍
サルヨイド シス， SLE でI:~"椅・・-Tc-tetrofos

Imn心筋シンタグラフィよ。随所的な銀側興常を坐し

たこの周罰的な縦割拠鍬所見は， dipyridamole負荷

により改脅した Dipy討damoleが綱動婦の鉱張作m
を有するふ!，(から考えると zれらの~"のむ筋陣容に
は心筋微刈ゆ膚環陣容が関与していると脅えられた
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i血mole.Eur / Nucl Med閥均 11: ZOI.2().I 

2) Le GuJudee 0， et 111: Myoca凶凶Sarcoidosis
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運動負荷心電図検査の費用は高いか

川久保清・繍図敏・ 邸町.".

適動負荷心.鴎倹ヨ畿は時綱ゃ入手の痩する歯肉査であ

り.その捌こ保険点数が低い【66.点】とする意見が多
い"米閣のMωicare(高修者医術保険}では 128.3ド

ル~，賓とされてゐ引t蜘軌一般....ではそれより

高い費用が"求されるζとがある しかし，袋@国で

は羽町開自のR!lIについて倹討した鰻告は少ない .. 研究
で11，iI動負荷鉱織にかかわる資mをその方自伝釧に計
算で*め.どのように行うのが焚鮒の留から効車約で

あるか験討するζと告白的kした

， 1;お毎
週動負湾総肢の行われヲ与は.施後や対織によヲて興

なる 病院事でU白比較的小人a障を時聞をか貯τm¥!
にfiう方僚がとられる欄瞥句}盟としたのはトνッ
ドミルを用いて，半日3的聞でa患者3人..医師i人.
a床検査律師t人で行うものとした 納僻Ib>認とし
たのは，その備の人数を伺じ時閣で検査した楊舎とし

た健康憎通篤"..で-lO健康人を斜.に符，.. 合に

".自伝車エルゴメータを・台'"・3て，‘人悶"に行

う~主義で忽鋤 1 人と銭師4人で学園 3時間でU人

倹塗ずる網島合とした(多人鍬盟} この母会には，電極

の'"省略して6倒とした 各担で週あたりのa食後
図書史毎に1人あたりのRmを計..した
資1Jm，貿信.'"倹査にかかる費用.患者叡畿の
負観する賢ffl't聞鱒費用{労働時聞の自民失.積締約'"
Rfflなど}に分。タられるが白今回は."書慣刷の検蛮費用

を計算した 寵鎗Rmのうち.閲定費用は。 鮫備Rm
k・鵬RJ1J'し 倹査霊安周と栂器費用の減価償却.
kからJJtNJt.:.fll:fi禽の広~11， fII'¥!'盟でほ20m'.多

人敏砲ではスペーZえを広''''m・とした ， m' あたり

1111/1*零際宇1II1i1t1.贋司，.雀
【守川臨醐.究開帽 1-3-11

の減価償却."残存価値 10%. 10年間の定額償却方
式で求め，全国公弘立病院鏑院経"分続償却提報告{平成

"事6.，からB年間 13.901門とした年i間関週間と
して，検査室陪他の検査に使わないとしτ.1 ~質問聞あ
たりの貸用会攻めた 織ti.ffl肱現在日本で汎閉され
ている視線の販売価俗(定価}から，5 ~手法額日償却，鱒

存鋪ill0%として求めた繍ヨ隆俊慢は m硲f也では負
倒む篭図解.. 鶴屋1550万阿，.自動血圧齢1150万円，.
トレッドミル1280万阿〉除劇動RII(l50万円} ベッド

15万円}とした後，.陸"緊急の術品である 多人敏
箆の喝舎に" ・人同時食肉".霊園紛折鶴間(811万

門)，自動血E肘“50万円"台。自転車エルゴメータ
14'万円"台.除制働.ぺヲドとした l年閥切趨
聞として。週めた9の楓IIRmt求めた 可否E畏周と
して"人件Fと綱縫o!UtffitJJtめた光熱費専易関
"'''計上しなかった 人件費は，給与丹舗を民間総与

と公窃員鎗与の中間告と，.月間20臼間働畿として総

与日簡を*めた《医師3万円..，佐鼠鎌 16.5001'1】隠

舗および繍査鏡獅低 調動負荷賦厳.... 以外の時.."

他の業務についているとして.後検者B人あたりの.

m.算出した.綱.....篭鍾(1儲 150何}と記録'10'
代とした繍''''では， 12..心電闘を記録するため

にB人あたり10倒の‘鰯を厳増脅し白記録用銀R"'"
4ω"とした(1智弘"。門}多人政型では，省属高..w
として1人あた9・E鑑6側【四肢電磁4舗と胸観測E極
2鋼}横着し.記録綱紙.1111:1:1ω肉色した

s繍集
。〉悶定費用鯛也塑で11. 1年削の検護'!I.m
278.020門. 1遊間5.560円。..費用， ，字 削

2.0~3.0ω 円。 1 週間 40.S(調。円となった多人倣'慢で

1:1:， 1勾'"'の..盤iClRJJI1.112.080阿. ，週間 22.242

阿..閣'lt1ll3.106.800門.，週間62..136門となった
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相加円。

46，4ヲO
- Y '" 9，650 +ー÷ー-

一，.
{半日 3人}

46，420 
-y・5，??5+-T一一，. {半日 6人}

25刷。 ".3ヲa- y・3300+-4--
'4< 
{半日 24人}

20，000 

15.曲。

10，000 ¥~ー
S曲。 、、ーー

。

o 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
固/週

悶 E 週杭・J償却医銅像岨醐"人あたりの費周桐"間関係
舗の上から繍槍(，】虚， ，骨密(b)型。多人殻裂を示す

(2)可，..・m人件拠隠，綱密{叫塑で"，患者1人
あたり 7.750円織密(b)霊でほ患者1人あたり 3.875

"となヲた 多人像S慢では，"者3人めたりaω。門
となった鯛髭品費周は精密盟では， (人あたりL9ω
門&なヲ.多人政援では， 1人あたり E倒掬門とな9

"， 
(31合計費用週あたりの検査団倣【半日を 1回と

して}修の1人あたりの運動負荷鼠酸の鎗脅畑を図1

に示した遡あたり l図から 10回行うとして，精細管

〈叫.. で("人あたり.25.123阿から 11.191門.綿密
(b)!1'lで肱1人あたり 13.512円から 5.'拘阿.多人数

盟では1人あたり 6.516円から 3.352阿であった，保
険点0<'"点は，字国6人，週に9園行う費繍に涯似
してU た。..あたりの回数&使用の辺誠傾向から過に

3-‘図行うのが鋤率的と思われた週‘闘行うとし

て.思考1人あた9の費用の内釈をみると。..園陸(，)製
では。 13.518門{人件費7，750門(51.3%九回，.，.m
3.'犯8阿(28.6%1，割問鮮品賓1.9師。門UU%川，""  
(b)塑でIt.1，709門{人件.3.875PH50.3 %)，闘定
費用(. 9山門125.1%)，納純泊費1.900円(ZU%))， 
多人歓毘では， 3.879阿(人件費2，000内(51.6%)，固
定質閥819何(22.7%) 摘録渇費81'円('2'2，1%))で

あり，いずれの渇舎も人件費が約等分であヲた

S考.
遵動負荷心電図検"妙。病院等で思者を対象にトν
ツドミルを使い鯛曹に行われる喝合t，-J股入金対象

にスタリ ユy グとして参入徹肉時に行う場合があ
る 窓研究では。開者のタイプで1人あたりの倹査に

要する実m.齢算した.."型の1人あたりのuは，
週9回， 1回6人の実胞団微で保険点数である“。点

に近いJtIlH:{t.，た しかし， ζれで"医師や薗床検
査伎町が温働負荷心竃凶倹査にかかり倉りkな"他

の製坊ができな〈なってしaう 実際の全国実....到底
では，トνッドミル倹査は週に平均5.1闘。 1固3.1人
行ヲている現総司，~ヲた吟 トνッドミル検交が検査
にかかる入手や時間の割に保険点散が低いという印象

を裏付砂る鮪男院であった 現状では。運動負荷磁場脆と

してマスター2!持続氏周院を併用ぜざるをえない縮股が

多いことと関係しているものと思われた 週に‘回行

う川崎合にゆp 検ヨ"入るたりの"fflの半分が，人件"
で占~られるが，週動負荷心電図.. 査の安全伎檀僚の

上から医舗の立各会いは必須と思われる 終照，全国

央線網訟で"，大節分のa幅般で，医師.含む衛費聖人数
で倹査を行っていた

健康診断や遍動綱始"与のメデイカルチzッタとして

遍動負荷鼠械を行う場合には.繍密型より 安い費用

で行う必要憶がある このような鍋合に隠，電紙の散

を省略したり， ，人間的に行うヲザ滋などがとられてい

る ζの喝合に" 週1固でも 1人あたりの賓聞は保

険点数より低いが，週あたりの図散とRJsの関係から，
実胞団敏は週3<旨いし4回程度が適切では伝いかと恩

われた



s・a随
週動負荷心憎国検査に伴う費用の計"を行ヲた買時.

1人あたりのRmは半日3人盆いし6人をトνッド
ミルで行う鍋舎は，保険MI!Cをよ回った.mの約半
分は人件"であった。スタリーユングとして行う緬合

には，参入銀岡崎検査法が費用の点から適当と恩われ

た l人あたりの使用と週hたり終結岡敏の関辛から。
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過3-'包内経継するのが効司区別と恩bれた

s 文献
I)岡本心電彰会溜動負荷心情闘の割前'"化に関する小

醤員会 1994IJl報告我が固にお"る逮動負初心

電図倹査の袋怒心電図 1996: 16 : ISS初8
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急性心筋梗饗症回復期運動療法による

運動耐容能改善度と体組成変化に関する検討

脇昌子・ l反省隆志・・ 往路徹・ 高木洋・・ 岡野嘉明・ 安村良男・

相原遮彦・ '"本尚宏・ 猪狩功・ 後藤議ー・ 下村克朗・

S研究背僚と自的
ヨ駆動耐''"'に彫欄する図予として四階骨絡筋複憾の

需要性が...に心不全例において。主主目きれている"

心不全例においては。題動..，舎による..商雌療機取

Jl(l'l:ak VO，Iの柵加陥骨織筋の質的度化と関連し，
大風物のミトコンドリア瞥E置の相加などと有窓に紹闘

すると鰻惨されている・" しかし...国防/Jf鎗がbたら

す体制，.ゃ下厳骨格僚の康的変化について怯充分解鋪

き九て.らず。""廃....警に..，る遮動..勧告による濁

動耐考書隠の変化と体..彼自電化が閥遣するか不明であ

る。ualener8)' X-ray 1I1n岬tiometry(DEXA)磁を聞
いた.. 組成測定陸自主....低利便佐に優h.，近年，臨

床上汎飼されている州

本研究で".調動調健滋による体飽成政化を DEXA

S食にて評価しt ぞれが運動剛容能の改.とどのように
関連するかも a・色心筋..・回復期g滑に総いて般討
する

S 対・と方途
"伎心筋 8医，.盛岡~鋼闘に心服リハピりテーシ， ンに

多加した"人[M/F=に3陶3.平勾"伺"企12.健l平
均念SDJ)を対象とした

.."..法は"盤心筋梗竃鎗盆畿約2週凋よ9開始
定2・3修行または自転車エルゴメーター〈初分}とエア
ロピタス趨動を週自の陪陪海凶行った。退E議後暗原則
週3伺過酷にて伺棚の運動..，訟と，在宅にてほ歩行週

動舎行い3抱月継製した。溜働強'"は。倹述の心B事選
働負荷以It(CPXJの鎗畏から次均ように":111した日
領心袖霞(H則=O.6(Peak tlR-rest HR)+r，醐

・国立飾原町病，ンター肉斜

日 向 偶究所・・a・m・-鍵鋼S
W掛醐削醐帥件"

HR。または目。噌吻殿"を目安として観覧した

心帥...除負荷猷験CCPXIでI;UI!:fl:l: e .医事エルゴメ
タ にて盆俄限界絵S趣向を行い。 A紅280(ミサト駁
斜}にて V箇 kVO.を測定した

体組成測定はDEXA鵠(DXL， Lunalにて，金..

よぴ'*" 上厳.下E支の..位別に骨。町防総鍵(FT)。

その他の非骨隙脂肪組・I{LTlの3腰痛..金計測した
LTには主に内..筋総.，旨どが含ま札る

筋力は大島，下嶋の仰筋&鳳筋につ"て，内適~2惜

の等調隠".除の PeakTo阿国主 Total Work t Kin 
Com APにて欄定した

これらの続安を運動練法鮒と)，・.'"に施行し比線

検E守した
地計学的検制陪Stude柄拘，-，制。邸側分析によヲ

た 箇カの鮒暢bしてほ下鴎筋のTotalWorkをm
い，検討した

， .. 身長
運動副院続前後の体組成 CI'X8;fの PeakVO..下腿

. ，逮鵬・溢...の惨組JIt.Puk VQ，'リぴ.風情
カ観測E・の比恨
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Peak VO~ 宜化率(%)
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下肢LT霊化率(%)

p=O.045 

r=O.38 • 
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下関伸筋 Work~化権(%) 下腿血筋 Work宜化率(%)

伺， ，‘・b・s・!:.ti>・a‘磁罵鍋取量(I'e・kVO，l度化績と下鹿筋カ度化阜の周a・
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筋力..侵1に示した 全身 LTJtU省"に刷加[+3.3 

%入下舷LUも省'"に鳩加した【+5.3%)ー方FT
量は減少し.骨量は不変で.制果匙して体.は変化し

なかヲた 鷲動銀法後PeakVO，Ij:有愈に網目加し.そ

の珊加率【+lU%1陪全身Mよぴ下降LTIIの槽加

率に比べ大きかった 下回伸筋，局筋力也運動練法後

有愈に噌加した

週動剛容飽と体組成の関係κついては1 週目防..法前

後とも.Peak VO，Ij:全身.よ厳..よぴ下肢のいずれ

のLTatt.有'"な韮の糊M測を示し〈濁動的 各々'"

0.51. 0.51. 0.53 運動後 r=-0.54. 0.53， 0.51 全
てp<O.OI)，FT JiI:とM関連を包めなかった また，
Peak VO.変化率ヒ全身および下肢LT量の変化皐と

の聞に椛1捕はみられなかった【悶 Il
還a助副雄容飾と下A1筋力の何回備に闘して".運動隊陵
情儲には PeakVO.と下厩伸脇.思筋力附記関連は見

られ令かヲたが.Peak VO.変化愈左下m筋力.. 化箪
の聞に有草壁な倒閣を罷めた{磁目下館LT憲と大腿，

下腿筋力閣にゆ，運動，.践的像各..および変化車問と

もに宥恕な...をEめなかった

I ~ .. 
心筋...院自M"の週働後援前後の.... 成変化につい
ての報告"少ない本研究対象例では，運動S信雄後

Pellk VO.が約 11%増加し。こ仇と共に DEXA訟に

て解鏑した.. 組成分析ではFT.の減少と LT'量の制
加がみられた 虫た下風筋力も有窓に珊加し，当週動

被援プログラムにより体厳拙や下肢筋力へも1ftしい
禽自鳴が憎られたと考える

しかし下肢の，骨格筋.に低限相当する LTA儲温

動療法航後kもPeakVO. t Ij:制帽したが下関筋力&
関連を示さなかったー方LT'置の夜化事1;1.Peak 

VO.質化...下館筋力の変化皐とは線開せず。 p，温k

VO.変化事館下館館力の変包惑と相関した すなわち

Peak VO.Ij:，体織なピに規定され...カで憾な<LT

11と関連していたが，運動銀践による PeakVO.の憎
加分については LT量の変化より筋力度化の方が.8

ぃa負えれば.lt嶋筋の量より貨の変化が強〈関連して

いたともBえよう

これらから，本研究の心筋観畠回値m鑑例での運動
1M泌が。例えI!骨俄館組織内の筋縁組と間質結合繊』匿

の割合の変化や，筋... 屋内のミトコンVリア密度の変

化などの骨格"均質的変化を引き起ζし，ぞれが下肢

筋力の瑚加と PeakVO.の増加により大き〈関与した

可能性が考えられる 虞た，洞定硲油輸置の限界から。

混動S農協にとも伝う LUの変化が渇小師価された可

締危もあると考えられる

I "航。VolterraniM， Cla山 AL，L必manPF， et al 
p，吋ictol"9o( excerci問団関cityin ch町""
he~ rt (al1uげを E"，. llcorl J 1994 : 15 : 801一的9
2) Ha抽出htR. N・ebauerJ. Fiehn K. et 01 
Physlcal tralning In patlents wl山stoblechronlc 

heart (副lure:E町民旬 。ncardior白;piratory
fitnes!l and ultrastructural abnonnalitieo 01 leg 

muscles. Am Colf OmJio/1995: !5: 1239-1249 
3) Belardinelll R， Gωrgiou D， Sco“。 V，et a] 
I..ow inten時i同yexcerci関 trainingi町，，，昭n匂
with chronに同artfailure. J Am ColI白nlio/
19出 26: 975-982 

4) Jo、deauG. Katt 5D， Zollman L， et凶 Active
政eletalmuscle ma錨 andcardi。仰1m。附"
時間 Fail問旬以tain問 kaerobkca開 ity

如何 maximalbicycle exercl健加 patiento

wllh鍵時間ω時総刷eheart (allure. Cirr;u/aω" 

1992 : 86 : 13Sト1356

5) Mazess Rs. Bar齢nHS， sIsek lP. et al 

Dual-energy x-ray ab関市岡mtryfor total-
body and regional bone-ml附 aland酬 ー畑山

∞m，醐U側 AmJ Clin Nulr 1990 : 51 : 1106-
1112 

6) Heyms自eld58. Smith R， Aulet M. et 81 

Appendkular脚 1削 mωc]em掴開醐"

mほntby du量l附則。..，銅rptlomttry.Am J 
出"抽"I蜘 52: 214-218 
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慢性心不全患者の下腿局所トレーニング効果の検討

lt常温験後回復期の骨絡筋代謝と""濯の繍肘

大坪光興・米海也・神悶孝・花関盛希子・

巾谷曽郎・北目白 銅・商島.，晦・・

近得九慢性心不全息宥.".院としたトνーニユング効
果の横閣が行bれるように依り.週鋼胸中および溜動後

四~'"の骨格筋代鮒が.. ・ずることが鍬告書札てい

る しかし.これらの倹"は全身的トνーニングを聞
いた bのが大/II~:かであり 小筒E撃を対織とした馬町的
トν ニyグ効果の検討..少ない小餅併の中で...
lil..nを剣..，したトν-.:."グ効晦の検討は符bれ
ているが。日常生認のx本'"仰に線〈関与する下腿筋
爵を対畿とし民局所トνーニユング効療の報告陪匂い
夜々は磁気共鳴スペクトロスコピー ("P-MRS1~

mいて.1・倫紛の制限視聴代劇綿の削婦とさ仇ている定
常運動俗7後回復期にお"るタνアチン鱒殿勘甥の崎
定織が局剤約トレーユングにより'"・するかを検討

した

s 対・と方主主
対..はNYHA分綴目-1lI!1の後住ω不全息."例

{郷性 s例，女盤 1 例，平均年a・ ~7 .2盆~ . ~111:) 

Study de創刊8"nl.tトνー->グ湖周 非トνーニユシグ

期聞を randomに8週間ずつ級"た"ωωverstudy 

kした トνーユング内容は右下"'''路"の"'"駆動
であり."町分のlIIlftで1セット"胤 1日4聞緒

行.ぜた とのトνーニングのたのに右足側節血盤側溜
10mの留民を作成しτ貸し出した .た トνー」ユン
グ.敏a撃させるために日EHae:さぜ，定期的に電話
連..告とった。

トν エング期間。非ト V ニング期間で以下の項
目を倹討したQ)"P-MRSを飼いて測定した右下風
筋の骨絡筋代劇【タνアチン網目度，細胞内 pHl.②

北側道大学沼司，.値a・g内向
，.醐ー制札制耐臨時開7γ即
札制，..剛引"包げー

str1¥m-ga凶ge.IWple山，~句raphy をmいて測定した

右下腿血減..③局所遜勤時の ~wß。砲術叡⑥全身

"動聞の.. 禽".，買取a:(peakVO.l.鎗気性代割問値
(A T). <l¥ (%lま右足関節."，建省官遁動を"悶/分 6
分聞のプロトコールで純行し.終了竃後から5分附測

定した 負荷強g置は各症例省障に下血筋断面襖を語審考に
して決定し，トνーニング悶羽川と非トνーニング則明
で同じ強度を周いた 皐た.<Dで京めたタレアチン燭

自院は側噂化して PCr/(PCr+Pilとし，その時究室散を求
めた ③肱<D.<1lと同欄のプロトコールで絡肝した右

底関節感鹿沼周胸続了直底的の下腿筋の箆労"として野錯

した ⑥は坐飽自伝皐エルゴメーター金周い 3分附
のwarmmgupの後に l~W/分ずつ食衛..を漸榊ず

るrampj‘初を施行した煩に呼気ガス分続絵で求め

た

S繍集
トνーエング期間$Jl tt~~ ト νーニング期間の週動

後回自民.lS分聞の...化タνアチン鱒般の微移告示す
《闘 1).1t~筋代似の僧舗として運動後回復M5~}附

の・1m化タνアチy燭般の時定微を寄，.りると. 島νー
ニング限刷腺7時・7.7主9:3抄に対し抑トνーニシグ
期間 ".3土6.9砂であり。トレーニシグ期間で有窓に

01< 【p<O.G~)，本ト νF二yグにより下風骨絡筋荷

調度調府代・"が改.したとヒが示慢された

肉保にトν エyグ"'".よぴ非トν】ニング鰍閃
の運動後回復""分間の血旋量の推穆.示す{図2l

運航積回復mの時定徴。率。験ν ユング削間続了時と
抑 トνーユング期間終7闘で有'"なu..めなかっ
た

右足関節"周運動終了斑紛の隅wBorg繍散はトν
-<ング鰐!!III4 . 08:t 0.33に対し非トνーユング期間
5.67主0.62であり，ト νーニング期間のカ.'有窓に自



れたが。収鱒期血圧上昇に誌づ〈伽ublep的制"の噌
加が生じるため.槽在住虚血性心事定邸側などにほ注窓

金書するものと考えられま この点を考慮すれば本

法".. 働中の監鈍者の削同，盛位保神性の摘さの利点

から節血管樽曹例畑遡動館法.行う函で臨床応閉が可

縦と考えられる

s文民
JJ小室遜聞編教員!..jU凶智弘。掛村茂司" 1高原

.'咽.Vol.30 SUPPL.3 (市96> 3 

N. i1:図純三 ~'n隊隊唱者に対するUl\I!iMト ν

三 yグの効機 種学~訟全戸 1992 : 19 : 376-361 

21 I・川E健二 上m ・6':.IJt日明古賀良平労鯛
敵)::I齢和I'片麻樹勉司障に.砂る溜動命配時の限
努負債の3笛匁L総合リハ 1989:17: 217-281 

Jl高鍋m也 悶迎-iJ，中山大.ほか同位溜動
"を位躍動におりる呼吸循..反応め進いについ

て体力虐'!Y'I鈍1i: 44 : IOS-1l2 
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PCr I (PCr+PI) 

1.0 

0.. 

0.. 

0.4 

• 0.2畑

• 
o 1 2 3 a・ s 

時間{分}

関 1 還動....鯛s分間の・a化タレアチ〆綱憎の抱格。トνーニユyグ1U!1Id，.:fIIト νmニング期間 一一ー トνーユシグ間簡に幻砂る則定磁近似
・・・ 一*トνーユユ〆グ附簡に*'IH，・e定... 似0'・

血流量
(ml/100mll分}

40 

30 

20 

10 

。 t 2 3 4 5 

時間(分}

国 z轟勘繰園，.."，静岡の血成.の織移
0: ~ νーニシグ期間.・非ト νーエング期間I 一一ー トνーニーング期附に必りる闘史街
近似幽........ 111トνーエング鯛聞に UI1d時定放送似剛健

'"り縦勿度が鰻かヲた(p<O.05)

PeakVO， 'ATI: ト ν-~ング期間では 13.6主1.3

mllka/min・23'ま2.5mllkg/min 排トνーニング
.."でl'15.6:tO.9 ml/kg/min' 22.2念2.0ml/kg/
m"でる札ともに有望，.変化<11め仕かヲた(p=
NS) 

s符.
4・傭筋有限機代1/織の鋼楓とされている.li!術運動
悶細則に』師"る欄.化タνアチシ矯調慢の時定"，.トν
ニング後に省窓に改ーした4二とから.下腿馬断ト ν

-~ングにより慢性心不全患者の骨精筋代.射能が"'''

することが示された また.湿動鈴了後回...の下腿

."，量に怯 トレーエング餓問。非トν』エシグ混乱閣で



有意差を認め4旨かったことから. トν ニングによる
骨絡筋代謝胞改替は"靴底に依存しないと考えられ

た

自3定的銚鈴鹿の鋼暢であるl'Iew8&噌翁散ら.，'"ト
νーニング後に経滅し.有両院事代鋤艇の改警と関連し
ていると噂えられた

今回同刷所的ト νーニシグで11peak VO，・ATに

明らかな密化.. 認め4旨かった これは， :+: ~ ν- ，ニ y

グ総"金身的トν .ユング践とは拠金り.鍛える筋肉
倉が少佐かったζとが測与していると轡えられた ま

た本砂νーユング詮がむ血行動聞に与える彫・につい
ても般討を行ヲたところ.1<ピットの右下風庖悶湿動

でも白銅.，.血震はともに 10-初%上昇ヲるにとどま
り。心血行固め怨に大 ~~~.t与え伝いために，..k

VQ，やATに肱明らか信変化が認められ伝かった b
のと考えられた。

s ・a魁
慢性心不全単位省の下風情偽筋において!局所的ト ν

ーニyグにより有阪自信代制御盤が.".した この骨機筋

む鵬 Vol.30 SUPPL.3 (四6) 31 

代~の故轡依血減量とは被立したものであると考えら

れた.

s文献
l) Minotti JR， Joh略。nr，.c， Hl.Idson TL， et al 
Skeletal m¥胤 ]eresponse IQ exereise Ir副剛ngm

ωngeslive he日開制lure.J Cun In縦割 1990: 
86: 151-158 

2) Stratton JR， D酬 Jfo'，AdamopouωS. el al 

Train噌陣lriallyreve問削州 m叫

mClabolれ， ..抑.m愉litiesduring exerdse ln 
heart failu時 JAtfJl Phy.#ol 19剣 16:1515 
l関2

3) AdamoooulωS. Coa!.S AJS. srur附 leF， et al 
l'hysical tralning愉'"時$ skelctal muscle 

~，制酬 mp.lllents w抽出。mleh~arl fail 

ure. jACC 1993: 21 : 1101-1106 。MeyerRA; A出、earmodcl of mωele re謂p!ra
山mcxplai附制。ndexpc叫 ntiaJphosphocreatine 

char脚 A附 JP伽 ;011抽出 C548-C 533 
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慢性心不全における単一運動負荷時の

心血行動態解析

d必 11失・ 前原和平・及川裕二・和国陽子・

黒海利，..大谷弘・'"坂朗・丸山@夫・

土む鎖的選耐剤事纏の傑げにれた慢性心不全.. 司障が自覚

する日曾盤労作時の.."..ゃ息切れは，ヨ国動開始早期

のa・*'聴取盤調'm反応の遅延がそのー凶と考えられて
いる ζの鵬蕪自慢取盆岨加反応の低下総心術幽盆繊細

反応の還鍾によるものk徳望監されているが。楽だ心予

備力金残した民労作に.いて"が初期銚喝度を不良に

しているかは明らかで"ないー方，骨格筋の"，.. 広

11.11心不全で低下しており，道献の制限要凶として

.げら仇τいる そこで，飽'"旬開鈎思m同骨繍筋血
管位強度胞の不良が心鎗幽..噌加既応，ひいて11_.

録取... 加反応にどの程度寄与しているかを検肘し

た

8対.. 
tl血色心型終息を陰いた俊絵心密集... 考"例【男絵8
例，女性4例}を対象&した年・は".から".慢に

わたりf平J$'I!e: 59土l'・1)，NYHA..;・能分鯛u
1" 3隣， 1111'6例， me佐".で.った稼忠則で".
舷袈型心筋健9例，高血正E冶機息3例であヲた

， ~~ 
肉顕".眼よ9腕働民へSwan-Ganzカテーテル.
よ鳳動脈よ9左心盆ヘカデーテルを掃入した後.臥.. 
a転車エルゴメ タ .mいた6分間の息-(，M'濁働
負荷鼠届貨を範行した。負荷震は歩行に側当する時ml/

分Ik，とし，続，.前1週間以内に盤位8・E・忌ルゴメ
ータ-.捌いたランプ塁多段階揃噌負荷紙践を篤行し

watt 訟を求。た左宣a.上餓動N..市動脈a.右
虜医，混合.. 脈血雌*飽裏腹を短時的に測定し.負荷

前，負前中 .. 守録に熊希."牽により心銅凶..を測定し

綱島鍵卑医鮮大#.1肉騎
押酔回5嗣時帽川

た 負荷前，負削6分時に畠合飾脈血~.. 園陸相・，..ノ

ルエピネフリン・，.の標定，..包滋"'分衡を行った

儀費情録取.(vo.l側首加啄.. の1ft..として開定I!I:I..lt'
mいた
8 ・官製
IOmll分Ik，相当のwatttt怯"から 40watt t 
で平均26.8ま4.6w.attであ。た vo，は3.6企'.3
ml/分1"，から 10.9土103mll分1"，へ土界し，負淘
6分"のvo.111院大vo，の59:1;13%であヲた心係
散は3.9士0.81/:分1m'から 5.'土1.31/:分Im'(:側首加
*:35.7土18.9%)へ，心勉敵陥"企16拍f分から
115企1駒拍/分へIp<O.OUに上昇したが，ー国臣幽係

叡41.9企14.Smllm'から‘6.8玄14.6ml/m'と有志

な.. 化を留めなかった 歩行相当の負荷にもかかわら

ず，左'"収鎗納豆U:145主23mmHgから 159企"

mmHg，左室鉱袈末期A1:.17.3企S.8mmHgから
26.H8.JmmHg.また，右虜庄は6.3企4.4mmHgか

ら12.5企6.0mmHIIへと各々有1I(p<0.01)な"界を

"めた飽宋楠血管IUl'l.I;I:負荷によ 1)2.038土締4
d~理d回c/cm・から 1，5-49土428dynes/aec/cm・と省

1I(p<0.00に減少したが，肺血管tI1~l;l 149土594

d卯鉱/鈴"om・から 1ω全日dy拘es/sec/em'色有，.
な変化を留め4旨かった.混合...血の乳司障調.，..ノル

エピネフリン・.."負荷により&々'.56玄O.3mmoJI
tか ら2.95土1.1rnmol/l， 1. 3土O.7pmol/mlから

4.62士'"卵細ol/ml1::有l!!(p<O.OI)に上昇した ， 
''''紗から 120紗訟でに分布し平均"企30砂であヲ

た ...J1 2~春時の心倒幽....加事 (21. 3企1・ 4%J 1::有
志の...的な負の繍倒をIIbtとがh::::-O.6，p< 

0 .(15).".助縛照の殿様含量から攻めたa・.1If~t止の変
化tの聞には網閥.留め仕かヲた aた."・大
vo，の聞に'"闘を認めなかった本‘野党では相対的
に等しい負掬を加えているζとにより"MSの血管に



は等しい代謝位刺調障が加ねっているものと増えられる

が，骨絡協血管"袈反応に依存するt考えられる総"

倫血管徳院漏少撃に1$-27，0%からー7.1%までの捌

容があり (-14.4主11.5%)。心納似Jl噌加阜との問に

は負荷2分時に有窓の負制闘が留められた {r= 

0.85， p<O.OlJ また， 2削坊の心拍敏増加率(3-4.!>:i: 

2403%)と心拍出震構加率の聞にも有意"網開が認め

られた(r=O.61，V<G.05). 

s考"
酸*鷹取量初期，.，，，反応".気皮応，心鈎幽aひい
てU骨絡筋血流.および骨格筋商様相前続取耳慣の憎加反応

により規定され。さらに心鮒出盆"心他紙心収脇佳

の..加反応，骨鰭筋からの静脈環流噌大広もとづ〈前

負荷の婚加，骨格筋の血管"磁反応により続去さされる

と考えられる本研究に"いて，12例の慢性心不全忠
者の温動開始早期のVO，t筒加反応隊各省産例聞でかな

む頃 Vol.3附 SUPP1.3 (J 998) 3:1 

りのパラツキがみられ，週動開始早期の VD，治加反応

の週延の程度は信例により様々であった rと負荷2

分時の心鈎凶.噌加事との闘には有志の相闘を認めた

が，2分時の自慢業調陣取畿との附には相関...めず 従

来の綴告k同線白 VD，繍加反応の遅延"心伯尚...加

反応を反映していることが示された。心伯血縁柵加反

応についての検肘では，負荷による 困駆出係倣肱不

変でむ銅山.繕加 t心銅敏の訓信仰にa闘っていたが，心
伯尚.峨鮒箪と飽宋納骨血管.. 湖減少司慣の附には制"の

高い負欄聞が'"められ，骨格筋血管"強反応の不良が

心始幽盤噌加反応，ひいてはVO.Jf加反応の主たる規
定幽子であることが示敏きれた

8館商

慢性心不全息"にMりる畿労作捌鰍荷の心納Ultlj

加反応。ひいては VD，柵加反応に"骨格筋の血管鉱温

度潟が強〈寄与することが示唆された
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拡張型心筋症の運動負荷回復期

にお砂る血庄反応の意義

北関絡調R・ 3崎図書g・人見fB1I・
吉野貧志・近硲大志郎・ 土俗..典・

選働.鮒ゅの血度低下憾。"鍵心筋威血.最喰ずる

所見としてよ〈知られている こ九に対しA，附何ら"
は虚血性心，...において週動負荷絡7後の血圧低下が

正常人に比べp遅延するζと金箱告したこの現象は，

m動脈u の虫館度や".健低下".遣するときれ
る・i-mo心不全息替に幻いてその週.，樹容健司P予後
野債のため，濁動負荷財団院が行われている しかし，

心不全息警にお砂る選動負欄ゅの血行動.."低温動

線了後の=If反応の..実...米だ明らかでqω 今回
の研究の目的1:.t1;褒盟凶筋."，者【ルヌ下OCMJの還
動負荷回復鯛にIJlto血圧反応の..t-.a度調降板耳障H腕
鐘および交.待値橋性より切らかにすることである

5対象と方滋
NYHA II-IH~置の DCM2S 例《平均左"駆幽羽院は

31企'%Jを対象とした性別は男性22例1女性3例，
平均年"は"会".で~った心腕週動負禍以.'t.
m位自転車u ゴメ タ を使陶し. ，ワットa分聞
のさを康弘 15ワット/分のラyプ負荷で催候限界性に

待った 還動向硝は金例，呼吸倒隙もし〈は下肢疲労

で続了した ミナト縫製R笥凶問mo川torAE泌@を使
鋼しIJrea山 by-breath法院てa陣織綬"量{以下VO，l
を測定した 血圧1;1.sphy(tmomanomelerで測定し心

電図と共に 1分毎に記録した ..働負荷自拠鯛の血If

の銅線として.l駆動時a医大収繍期血圧に対する連動絡
了後3分困の収備期血庄の比〈以下PuP3)を刷い..医

大.，官僚取a・(peakVO.)閥復問時刻，e.よぴ実感神
経活性色して血中noreplnephrineを比線検射したま

た安鯵時心晦符動"と PBP3との関係についても験

制した

向調司医綱大.司E・m何 個聞.駒
内閣剛嗣帽酬小遣】

S鎗.. 
1l l駆動樹容健との側関 4静岡の針.例で~ Peak 

VO，は11.5主4ml/kg/mi.・ k中等~の選動剛容純の

低下を示した I'BI'31;1.，週動"・大ワフト敏(r=。η，p<O.OOHおよびpeak VO.(r縄ー吻...，< 
0.000と負の納鵬を示した また回復，.... 1l，散とは，
有怠伝JE相関."めた【翻t】
21 ~II樽鰻括性との組関 PBP3 と血中間~.

p憎 phrinel;ljf相聞を示した{幽21

3) PBP 3 l;t左心掃の.. 符動.とは相聞せず主に

右心系の血行動鰻との相関告示した{表t)

! ... 
..研究においてOCMのヨ自動負荷回復聞の血圧のu
{t.1;l，週鋤耐容純の低下，実感神般活性の充進.反映

することが示された。 PBP3が運動ゅのpo:akVo，と

逆組関したこと，温動院了後のVO，の時"依の延長と
相関したζと1;1;.-つには温動ゅの".・4市8幽量およ
び運動.に生じた大きな間際"AMにより，選動終了後
のむ舗幽震の.. 下が思揺することが血反低下廻磁のー

図でちると考えら九た" もう つの樋'"として*lft
血管紙筑の高値が場えられ.OCMにお砂る"唇柿緩
精伎のJt過による来陶血管a底抗高値が!自啄回復週揺
に関与している可能性が場えられた匂

右u系のみの胤行動願が PBI'3t他関した理防隊
明らかでは敏いが右心療の血行動舗が湿.. 耐容隠と

相胴するという徹告もみられる また.n々は以綱に
以;Mの鼠径..予IfU:，左"系よ9右心系の鱒曾と関
係するζどを報告しており。心不全の2重症度の反映と
しての典鴛信省心系の血行動懲".遍動図"朗の血鹿

島下の遅延と繍隠したk考えられた
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心肺運動負荷鼠験からみた内視鏡的

胸部交感神経焼灼術の，L械に及ぽす影響

煉本学・中村由紀夫・阪上学・・術図mYJ'"

迎動負荷"の循環反応において。心麗変厳神経 Ij~レ

鍬倣や心般信力を峨加させることにより'"腕やの心拍

幽，.を線"するのに..な・..している しかし.

ヒトに"砂る...崎負荷時の心腿交感神経il1>俊樹につい

ては，これまで薬物学的安婦神経遮断により検討され

て.，.心...択色や慢性"与"のヲ健婦樽鍾遮断の7防

法に間置がるヲた

-J町内線観的....交感神経'"荷餅【ETS)It. So毒
性乎..多符縫やνイノ 耐に付する衝しい油機族とし
て艦隊応用されているH 本誌は術館交感神経節2.3

・.焼灼することにより，よ厳と問時に心・への実感

縛伽明断され ヒトにおff~VII交修神経の非礎物

学的建断の.デルとなり。".，健般への臨床応用が剣

縛される方撲だと思われるそこで今悶 ETS施行患
者HU院に..，レゴメ タ による濁動負荷L 問時

に呼気ガス分析を行い ETSが選動"の健康反包に"
ぽす膨'について検制した

s 対，.および完治
ETSを施行した聞知性手..多汗箆息者11名【男4

名女"弘 15-32・.平勾2'"】を剣..とした坐位
自転車エルゴメ ター.mいて術的および術後7日か
ら"日後に l0w/m闘のTamv負荷による鑑俄限界
食心勝沼働負荷肱験を行ヲた Ram~ 負荷開始直前.

3分。 6分.よぴAT/IIlJ!.lI8. ..大遭動負荷聞に白む
拍数.o.二重積，目度無鷹取，.を湖定し.AT 出現時
凧 .JIJ~/IIIとともに術前後で比般検討した な..

国立金択前検鱒環国側
t司F鈴C-36S0会沢刷5弓13-1-1)
副大学臨時..内側

【守惜胡1金酬明 13-1】
金沢大学属学.録..“

，.n・.，，，会択市4也~ 5-11駒】

隙*留を取Jl:I;t01(ycon-bel~(フタグ電子，刻家}をm

い.breath by breath棒にで測定した

! ，庫県
ETS附後での安静縛 ramu負荷蹴抽自宮前.，分。
6分。 AT幽現崎I最大2駆動時に』脇村る心納敏I収縮問
血圧.ニ星観および峨*綬取調置の変化を後1に示す

安静問S日よぴ問一負潮崎において ETちにより心柏e
.よぴ収縮刻印底は有窓に減少し したがヲてニ毘恨

む省*"低下したが。a院紫自聴取，.に有窓な変化は令か
9た また.AT悩現時ω軍大還動時に.けるω納...
収鏑lOIu¥1I:F.JJよぴニ1I1J1Uそれぞれ有怠に低下した

が.目前貿信機取，.に制定信変化はなかヲた

AT幽現晴間および週働耐容時間に及ぽすETSの
修・を鴎 1に'"す ETS附俊でAT出現時聞は
5.62主2.50.5.96土2.97分白理動耐容時間'"鈎土

3.63.10.15主3.83分といずれも有怠な変化はみられ

信かヲた。

! .とめ・君"鯵
ζれまで.lI動負荷耐の血圧心M反応や腹案個聴取..
さらにωlJ動制務院に'"ます受感神陸運断援。特にβ

遮断習慣の彫・についてM多〈の側告があ，.β越街麹

により，.飾的および週働，.術開の収繍期血圧やむ鈎散

が減少することが示されている しかし...業熊取..

AT.組動樹容時聞に及ぼす膨楊について憾。"血栓む
g健臥弁..催.心筒鑑.高血圧.，鍵盤常者でa鍋‘なヲた成
a捌網が'線.eされている 毒らに .鍾盤徹4脅雪を'"象kとした'鰻E 
告でもそれらa減少ずるkする'桜‘含』とヒz変E化しないkす
る"‘告がみられる

しては4心，納t山u量低下に伴う作，蝶健羽摘廃へのa血担機g低毒Fやa趣E訓輝E 
a館旨防印噂峻の利鯛司皐陣の低下 '鯖.. 厳時生の低下などがa厳戻図とさ
れている.胸 g夜E化し4傘訟い理由kしてはg鍵.稲餓R轡でu心鈎
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図， KTSによる日出現時間'A陥よぴ温園陸副審時間
，U)の変化

UUI!:よりも作動筋にお砂る雌紫綬取，手肘司能が溜動嗣

容の線定制げとして到底B曜としている刷
iI'TS対象とむった血者..繍環器E系において怯正常

と噂えられるが今国の枝々の検"では (l)ETS前
後でω約蝕，収縮刷血凪三m倒ほ有"'に減少した
(2) Al幽浸路間および沼覇防剛容防聞は"化しなか。

た (3)同の負荷時 AT出現時媛大辺動負荷時の

儀察担略取量は変化しなかった したがってETSI~運

動耐容絡を磁化きせず ヱ飽績で抑価した心筋酸筑前

関aを減少させる可能性が示唆された ETSにより辺
助削容絡が変化しなかった検'"としては E1ちが心臓

愛媛神伐の一節(Th2-3)の燐鈎嵐断であり心的'"盤
の低下が活動筋への邸慌に修脅するほどではなかっ

た。血況の再分布が生じた.遊艦脂肪殴の制州車の低

下や械新伎の低下が生じ伝沿ったといヲた可能性が竜彦

えられるが.この点につ魯今後の*Utll必夏と思われ
た

s文献
1) Noppen M. Heπegodt調 EヘDe!ldale"， et a! 
c，吋"仰 monaryexcrc回 t笛 ting削除附..，

bilateral山崎OplC sympa出印刷叩

p叫印刷 withelぽ河川ialhy附rllidrosls.Thomx 
1995 : 5(¥ : 1091ω1100 

2) Dickstein K. Hapnes R. AII悶landT. et al 
Comparison or topic叫 timolo1Y5 bビtaxolo1on 

cardiopulmonary excrci総 performance in 

healthy volu剛健悶. A，飽印hllm伽脚I19S8 
66 : 463-466 

3) ViolantF s， Uu限cheriG and U刊幽~， v 
Eff，偲 tsof beta-adren侃 cplorblockade on excr 
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Comparison between a belll， Iー腿lectiveand a 
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1981: 56: 112-718 
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運動後の心拍数減衰と

安静時心拍変動の関係についての検討

古谷線司・権木俊明・原凶宛彦・ 中村.，真・

石崎櫓'"・内山剥世 清水附".枇噛益健・

Katonaら"は，動物実"で逃走樽鍾活動H!鎗配

録し respiratory sitlus arrhy山ro..はω鰻逃走樽包
括動の平鈎νペルを反映すると細管した また守備常
者でM週動によりまず迷走神銀活動が割問渇し，その後

史熔伸佳活動が克塾するが，心不全血者では安修鴎か

ら嘆に迷走綿鰻活動が減少しているために 遺動開始

とと もに交感神民活動が充越し，心不全では逃走神経

活動の予備が少ないと..，ききれている鈎

近年.!mlllら"は選動中止後初秒以内の急遣なω
袖歎減衰の時定依(T30) I左中様性の醐交峰神緩"'''

Wを反映し選動.. 化への依存が少なしその迫観置は心
不全患者で鍾aをしていると組告した
今回.T30t'li砂防心倒変動の関係を般討し.T 30 

が'11僻附も判"動から推定可能か沓かにつH て倹制し

た

S対象と方途

健常'"名.隙阻色心筋I!U1174島，狭心鋸 10色
む筋""島，多fllUi:1名の針."削平均年目時ω土9
綾"を対象に.15分以上の仰臥位安静後に 10分間の心

伯金収集した その後坐他自転車エルゴメータによる

鑑候限界盤ランプ負荷による呼気ガス分析を符ヲた

心徹変動スベクトル僻僻心電鴎から R波に阿期

したTTL個号t-AlD :C::.Hを介し，パ ソナルコン
ピューターに送り.1似防H，でサンプリ ングを行った

心拍変動スペクトル鱒析は CG5A 法・・を m~， . ・8パワ

ー(Tr:O--().5 Hz)，低用醸成分CLF:O-O.15IbJ，高

閥披成分(J{F:O.15-fJ，5Ibl， .aよぴ荷物の比である

LF/HF t-求のた.

む個倣..少の時定数【T3(l):T凋 U:Ima; 1;."の

山口大学盤岬2酬
(T 755醐 字蜘同院川

simllle鎗 milollarithmlctechl'liQueを飼い，心電簡を
1 ro.でサンプリングし縦織に心錨散の自費者対数を
横舗に時聞をと，.同省の回帰0:織の傾倉より運動後

30砂聞の心拍微減磁の時定倣lT301を求めた(図1)
金“例で相関係Itr=O併土0.03と良好な図婦が可

純であった

統" 心循変動スペタトルのパヮ ，，-般にI王線分
布しないためスピアマンの順位姻闘を用いた

， .. 県
安"時心拍夜勤スペクトルのTP.LF. LF/Hfと
T38の聞に防省志な相闘を認めなか9た(図21

'"跨時心鮪スペタトルの副焚磨郡神経の指様である

HFの絶対備と HF/TPの聞に弱いS識の相聞を..めた
{図目。

S箇箇
週動中止後30"聞の心納微減衰の"定数(T30lを

LnHR 
5.2 

4.8 

4.4 

28.8 

n'= 75 
r = 0.932 

l..n HR '" -0.254 Time + 12.39 
T30= 236 sec 

29.0 29.2 29.4 
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国 2Tl'. I.p， LF/HFと司aの聞日昼

安静時.iAQスペクトルから機定するζとは閤銅色増え
られ。闘技眼下で婦られる副交感神経，.動括性化般序

に肱異なる保闘があることが示駿された ただし，今

回の後討では最大'"抱負荷を行っており，今後八Tレ

ペルの還動での T30 と安静時~他スペクトルの絢舗

との比e複合Z必要と考えら仇る

， .:1院
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hythmia 佃 nillVIISlvemea制限 ofparasympa 

心臓 Vol.30 SUf'PL.3 {I叩" " 
T5田301(sec・1 

n =44 
r=-0.46 

。 p < 0.01 
。 • • .。 。 • ぞ3. • • 。 0" • 

)
 
C
 
e
 
s
 

(
 
nu 

0

3

 

T
b
 

HF (m5') 40 

n =44 
r = -0.35 
p < 0.05 

• 
，. • 。• e 。

。

。
.
-

a

g

 

--e 
q

-

・h
w
J

• e
・
0
も
凶
旬
。

• 
。

HF/TP 0.5 

悶 3 IIF. IIF/TI'とT羽の側保

thetic cardiac conlrol. J A仰IPhy.仰I1915 
39 : 801ωる
2)佐.. ..山本真千子阿淘七.，.ほか む不全

a患者に幻"る週園胸中の自惚仰経訴a協の変化 自律
神峰 1切凶 31 : 14-20 
3) Jmai K， $aIO H.lIori M， CI al: Vagally mcdial 

e<I heart rsle rccovery afler exercise is I¥Cceler 

IIttru in alhle回加tblunlωm pat1削S馴'"
，"剛icheart failurc. / Am 白 11 白 >"IIiol
1994: 24 : 1529-1!i35 
4) YamHn附ωYand HughilOt・1(1.;Cωr省.. IIr~・， .

ong 51)回ralanalysi8: new method for ~tudying 

heart rale var・ability.J A附州>ysiol回 1
71 : 1143-1150 
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定常運動負荷時の酸素摂取量応笹pha日 1の意義

心憎能との開通について

"国-..・ 鯵坂隆ー・渡辺盤行・ ヲ寄贈巧・・ 坂本湘峨・・・

石山実樹・ 武安法之'外山晶弘" 山内"'.集m 杉下鯛郎・

， ...と目的

定常趨動負荷怖の微調健俄取扱応答...遺動胸始直後

急激に刷加する，ho担1>.その後衛敏関数的に別館加

する pllaoo2.そして，定常状鰻となる pllaoo3に分銅

されている{闘" このうち.plla民 1での急砲な増

加を w.皿rm~n .;，" IJ:I!!凪旅厳の憎加に起幽する
心力字白句効男院によると鋭明し。官闘ら"IJ:心締出鑑に

関趨している，・.~しているしかし，この pllase1に

Mける峨策担略取.の..・会憎加の 心不全夙にお砂る

所見や.カテコラミ Jにより.性に心制限飽令改ーさせ

た聞の変化などについては知られていない

放研究の目的は 週M島崎の臨調"隆司自量応答"'"問 自
の， ω傷的色の関連およびドプタミ~ (008)役与に
よる賓化を織酎し 書らに， pllase 2の時定数{吋色

対比し。，，，則の自民K制定績を明らかにすることで

るる

， ".と方逮
対象...繍自性む筋8!1!IfU7例(OMII浮九中高年む
後飽iE_T6例{中高年NC瞬}若年心a他E倫静6
例{布S事NCfIIlの合併19例でI それぞれの平均年"
は貯蔵， ~løt ， 37畿であった お前斜位ー方向のむ
室温修所見H 陀 a-Icrwtll協で求のた安働時の左盆

駆出分悩 (EF)IJ:. OMI Uが'J'均49%.中高年NC
鮮が平均65%であった

溜動負荷健全長位自転車エルゴメ タをm~.， AT以

続襖大一律血隊医学S院内何
t〒蹴 6575 つ<<間程省 I-HJ

"嶋""'聾.ー病院
..戸中央病院

'IU1Jl ~ ~，・'"t: :-"一冊
.. 隣..附院

. . .固定酬tlfi*P附附

下.ずセわら 20から 50Wでの6分間の定常食河..

悶締行した このうち2闘は。Os5ug/分Ik，をa駆動
IlIITf11S分附から点滅静注し。遡動負制終γ俊まで"げ
た 役与下k弗役与下の検査は悠例ごとに順不同で行

".おの舗のは 1時間以上。バ本息Hllきんで緒行した
む袖幽B止の測定は色*希釈法を陶ぃ 008'量与下およ
び亦役与Tのそれぞれ2岡田に。運動負御前と負何5

分自に符ゥた 呼鉱ガスの分併はミナト社.RMぬ0
を附いー呼吸ごkに行った

pllase 1の符限時間陪."動関白白から p，"鍵2の開始

点までとし， plla雌 2の開始点...避勧開始後に呼吸簡
が附値に比して減少し始める点とした"嗣e1 IJ: (a) 

式に. pha民，，>時定歎(~) I~ 5呼吸の移動静k舗をk

った後に抱.. 閣徴(b)式に鰻小白剤隆澄により非..形回

帰し*めた

(a) :y"'a 

(b) : y= a+b・ ( I -exp{t/~)l
また。呼吸陶の減少が遁動開始と間"に幽現した例

ではphase1なしとして.""した 関迎 21博聞の盆の
倹定には pair岨 t倹定..多群聞の湿の倹定にはそれ

ぞれでMllnn-Whitney tIII定を則い. 2瞬間のそれに
はM."同 Whitney検定.mいたいずれの場合も
p<O.o~ t:{，ヮて集計学的に有期障とした

vo. phaae 3 

定調官運動負街

悶 1U 温勘負荷"の臨調際限取呈応答
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症候限界性運動負荷賦験が血中電解質に及ぼす影響

特にイオン化マグネシウふへの膨唇

"， .. 琢也・よ嶋健治・際図雅子・ 4林鼻・
予業". 金矢宜紀・ 中村元行・ ￥盛勝彦・

s 白的
近年冒マグ.シウム【M，lと心..eの鋼連について
の鰍告がある哨九しかし M" 週動との関連について
の知見はほとんどない今回U4-U:.還動負制が生碩
儒色のあるイオン化Mg(以下Mg")に&ぽす膨'

，.同時に測定した臨機ノルア炉レナリ>.度(PNA)

や他の電解胃欄度の変化と併ぜて倹約した

s 対象と方溢
対象は盛慢限界慢の心肺着目動負荷以磁を鈍行した遭

."例{平絢年齢鵠玄12・，.，略12'略，女"例〉で弁

..tl16側先天性M .¥I!.2例，心."..例。"術者4
例であった

心島市..劃負荷際線陥 坐位@低調院エルゴメ同タを剤

いて.3分間¥OWのwarmlnguゅの後，剤師網目偏15WI

分のramp負荷紅よる区銀限界色負荷鉱験とした 負

荷前。負荷車後および負荷終了¥0分後に"，.. ，より

鍵血し，イオン電舗ヨ目白R俊剤定書議置NQ8A8'" 
(NOVA bωmedical祉嘗引を用いて NA・.K'， C.."， 

M， 副""ヘマトタリフト健を測定した 怠た同時
にECD援でPNAt-標定した

S鎗黒
Na'， K・，Ca" 1;1:.¥111'1負荷前に比ぺ。運園自負荷直後
で有"に僧加し，負荷・11710分後にほぼ前鎗に自民し

た PNAt.関係に...動負荷向。に比べ運動負荷"後で

".に珊加した(p<O.O肘.l.Mg・・"こねらのイ.>

の動自由と異なり，負荷，!!長には低下傾向金"め<，-

0.0凶} 負荷¥0分後にはさらに有志な億下.留めた

(p<O，05，倒"

叩抑制附

('1' 020-85(拠，I展開剤師内丸 19-1)

Z国動負荷帥後の各組電飾貿の"化とPN の̂変化に
ついτ憾 Na'，K・"，..の変化と PNAの変化の間に
は有".個凋凶係"弦念司令た しかし.Mg の度化"

PNAの変化k負の欄関関係金示した(p<O.05 図

21 
対象例のうち2健例で，遍固め負荷院験中にむ室後期

外収績の二連錫および三週売を認めた しかし2例と

t. Mg"の変化との限IfA1;1;明らかで"なかった また
心電圃上の虚血健夜化を示した例はなかった

なお.M，・."化と鎗録的'"射捌傭(AT).tJよぴa盛
大隊禽自略取量{院akVO，)との聞に有"'な犠"曜日商係は

留のら札なかった

S勾.. 
.. 内 Mg1;1;，全M'の鈎%が骨などの.. 噛内に存
在し.血中に肱体内 M，の 1%しか存在ぜず。しかも

その多<IH民自と総合している したがヲて生理活性

を有する M，'・は徴..であり..た湖定が闘"であて，

たこ，から。その俊鋼については明らかではなかヲた

今回の研究で1;1;NQVA 8をF聞いて M，・-煽度.測

定した"

運動によりNa'，K'， Ca" 1.111加し.還動終了後
¥0分にはほぽ前値に観している適齢による@按演繍

や。殴の"過性Jt越..よぴB困胞内から細胞外への拠
出などがその般Jl<邑考えられている町。 ー方。 Mg" • 
僚は他の電解賓と"粛なり，運動直後で低下傾向を示

し。"分後にきらに有意に降下した その制限.."明ら

かでは信いが PNA・Eの変化tMg" ao:の変化
に免の相関関係...めたことから.交@神経括性の冗

渇に伴う変化でおると考えるζとがでSる

慢性の唾復不足というストνス下で赤白球内のM.
M が減少する鰻告があり，選園陸などのス トνスが
M，・・を低下さぜる可飽位がある
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図 2適齢負荷による No.'， ル，<0・'.，ヲよぴMIl'''の""と血照ノルアVレナ'J;.;illlI!!titの関係
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また週働や閉閣不足.どのストνスが阪中M'"
糟a置を9・加させると鮒告されて"り，今回の Mg"の
低下が尿'1'Mg" 11:11.の噌加による可能性がある
その他運動により Mg"が蛋白賓と多〈錨合し みか

旬上Mg'・が低下した可能性.宅えられる

8・a爾
血中Mg"は他のNa'，K九C8"の働聞と粛なり。
運動負荷により低下する こ九は受信悌緩揺動の光道

に関連があると轡えら札た。

s文献。D)'<:knerT and W.四terPO: Mag1隅~ium defi 

cler略， m∞ngeotlveheart f..llu憎 Act"PJ"" 

，附ωfToxicof 198同 54(ωp同】): 119 

2) Dyck附げ TDa"d Wc叫crPO: MagllCtiium de何

出~"酬ributl!lR (.。叩巾lartachycardia. 

A.cllJ Mcd 51万，.d1982: 212: 8凋
"隊問虚子，よ鎗鍾悩.，費削砲土，ほか イオン選

侭1IIi布告によるイオン化マグネシウム測定11.. 
NQVA8'"に闘する艶健的倹討魁絢..... 
1997 : 67同 43-~8

ωVan Bea山間ntW， SI向日d1C， Petrofsky 15. ~t 

，(日叫伺 Intotal plasma conle凶tof el削除

刷esond prOlein with mp!limal e!lcrci$C. J 
A良μ何開ωf1913: 34m : 102-106 
5l山ロー...小依然一，見沢途失."か運動負荷

"の的書留閣総心臓 1990; 22(制叩11)72-13
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糖尿病患者の運動時循環応害と

血中カテコラミン反応

心脳血管司区敏予J明への有用性

遺脱限樽・酎川徹・荻野和秀・務汗;Jtf" 加機守護;$・，，，疎遠生・

面谷樽紀・尾崎欽一・図中場 衡問補之・久嗣-，"・量破千秋・

府尿病息者においてほI 心筋梅務I 脳便省略の心駒

山骨琢紘'眠症の危険が高<， -JJ[鑓能すると邸物の

QOLに大きな彫書を及ぼすしたがって心悩臨管務

総発症に寄与する臨床背鍵および検認を綱領を検討する

ことは盆鹿である 今回枚々M 鯛館街血者に適齢負

荷倹礎を行川心脳血管製放努謹の予測に術帰宅ま凶子

について検討した

! ，暗.，ヲw"t;迭
""恒例年に当終にて運動治荷検査を行い質問袋

送付による追跡調査にて周笹の鱒られたイ yスリン非

依存住僧尿病息省..例(男性"例。女錐"例，平均

年院57:t2.)を対."ヒした すでに大血管障絡が生

じていると考えられる関自性心筋拘置a狭心仏血務
透析.負荷院.腸悦例は本研究の対象より除外した。

組副負荷依E演は修iEBruce践による彊偉大!'J.701ト
レフドミル誠昼食を行った中止徳銀は。 11悶躯心伯敏

(予測@大む納散の踊%)劉途.2)ステー"V終7.
J)息切れ下肢鋭労αどの白鴛症状とした 安併時，
各ステージの路了時.運動級了直後初よぴ SS)後に.t
厳併銀より係血し，仰奇書ノルエビネフリ y，エピネ7

') :.-.JJ[~ HPLC訟により測定した

lF~1.2 々の追跡蹴聞の関に也、必"fi$敏縄復を 8
例{心筋目度溜 3 例，脳拘置85 例}に毘め台ぞれら~eve侃

(+ )JJ，号館発信を寵めなかった辺倒をevent(-)n

としたi 縄られた運動防縮剣棚および脱者".につい

て，event{刊BH:ev.剖叫 '"に分付比・受験閣した
さらに0"比例ハザードモデルを朗いて多変盤解併

を行，>.心脳血管破放祭復予湖に有用な闘予について

検.. )した

-鳥取間耐脚1酬

作曲酬軒V同町側

5結集
患者背厳について11，event(+)幹は(-)鮮と比厳

しI性)11)，年院しへ毛グロビンAI.鏑，iSTIOI)16に窪
11 1，誌かったが。..'"釧の機病捌問が長い傾向にあり

(event ( + ) vs cvcnt (ー): 12.5土2.0vs1.9土L2年

ロ<CI.n陶磁色刷膿症を有する比率.高い傾向にあヲ
た{切%v519%，p<O.1l 
遵動負荷時繍環応答について陪，週動向事聞に商瞬間

の差はな〈心偽反応"安"時に"撃を認めなかうた

しかしcvent(+)TI1週動負荷による心納歎の上昇が

金銭過を通じて不良で遁動皐捌から回復隼納にか"

て関群聞で有意~を"めた{関口.収前期血圧は各ポ
イy トで商略附に有意絡を臨めなかョたが，cvcnt(+】

勝は(ー"'c比燃して，立位時の有意信血圧低下を認
めた(図))鉱萄期血圧は前群聞に鰻を認めなかった

血蛾ノルエピホフリン湖底11，event(+)群において

【ー".と"叙して安静"で有Z訟に'" 迎動によるよ
併も余般に不良。回復期に"いても有窓に低値であ 3

1ミ〈図2) 血際エピ尋フリン湖周置は.~働制には岡野

聞に袋を認めなかったが，運動負荷時の上鼻1:1:event 

(+JlM 不良で.3分I 溜動，..kで有湾建を認めた

さらに回復期において..抑制“+)隣Ucven“ '" 
と比般して有"に低値であった{随2l.

以上の鱒撲をむとに篇尿続息者の心続出管事.. 処a
にいか主主る図子が関与するかe検討するたの， Cox比

例ハザード毛デル."いて多変底解栃を行った そタ

ルにほ鰻尿術指備期間i 増肩車信網膿症の有無!遺動ピ

ータ時心?白紙立位悶収網棚血圧低下腹. ;J~銚了直
後ノルエピネフリン調.~.湿目白ピ タ時エピネフリ y

調使の?項自を組み入れた 多度足解析の縮製辺助

ピータ崎心鈎敵(p"0.04)と運動ピm タ時エピネフυ

ン.11(p= O. OJ) tll.(..制御管事蝕宛筏の荷怠な予測飼
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鵬
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，
円一mmm 

悶 2 翠'抱負荷喝の血中.テコラま μ慶応
R 安静臥位..， s立位..， I ステ υ1. 1¥:;I，1'-!)U， PK 遍働ピ タ闘。1'0量動侠7直後，
円回復m時 ・，<・ 05vl E~酬仲平均志開制

子であった

， .暗纏
担尿病息衡の週動負荷同欄g・6箸と予後との関連に
ついてはい〈つかの帽@が兎ら札る"'-ら"はイ

ンスリン依存性鱒康嗣息調にトνヲドミル畝織を崎行
し， その後早絢.~'"の過魯賓室.行ったその鎗..，

R活動脈療"R~の予側四子k令るのほ年"。ピータ関
心剣自信，網...，生・岨盤の存穫で.更に多変.. 解訴の"

a畏t 遭・ピー夕陽心自白a院が'良心.，砲な予測凶予である
こ』ヒ.・eしている.対..忠告がイェ，スリン依存性か
非依存倹かという点や，溜動負荷隊"で陽性と判定さ

れている症例も合aれている点などが今幽の銭々の検

制Hl'‘"るが， ，もに.. 動ピーータ"心18'院の..住
金赤慢している

。閣の袋々の倹討では，濁動ピータ崎心伯骸'"

に溜駒ピーク"の血娘3巴ピホヲリン..置が，心尉血管

...，隆盛の予測因子として有則であヲた 白梅神経隊

轡を有する繍尿病..，階に.いては趨働時の血中カテコ

，ミンの土昇が不良であることが知られている'L今

四回復々の鎗111:，(.0脳血智陣容が，0棟割...陣曹の
迎行した"曹に宛"しやすいことを原穫している可縦

性"bると思われる Ewil1Mら"は，自繍神経線o.
"する糊鳳術創宥は自律樽値観健の正曾な繍殿"息物

色比し §年生存続e哨..に..いと・"ーしている.今
回"官nt(+)"で認められた週動に対する血慣エピネ



フリ yの上昇不良が自律神緩隊樽.示す 絢様kする
と。本....と心脳血管司匹依拠寵との禽鋳復関連性I~， 

白布伸健闘奮を有する積尿病a者において予後が不良
で.るとする Ew!n~ らの報告に合致するものと考え

られた

5結縄
運動負荷聞の心矧鍛，血鰻エピネプリン樋債の反応

に者自することにより，心脳血管製放を起こす危険の

商い締尿病砲者を知見で容る可胞性があることが示唆

された

心拠 Vol.30 SUPPL.3 (醐I " 
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肥大型心筋症にお貯る左室収縮

および弛岬能の心拍依存性

多干潮英夫. '"村ー成・ 武市鎌芯・ 石木良治・ 市原佐保子・

舗息将文・勝村高岡崎・ 締凶俗文・町井剛・

加桜良三・ 告習慣三紀・ 祖父江俊和・ 償問先弘・

む納骸(HR)の嶋加に仰い心筋収縮.よぴ弛..符色

が別強するζとは多〈の疋'初動物毛ヂルや健常成人に

おいて以前より示さ"ている恥"さらに。この甥度依

存性の心筋四・..よぴ弛."色"濯動によ勺て嶋強さ

仇ることがiE'信犬舎周いてa最近・.uれた"-11.心
不全において総選動による網目強IUl!ioら仇盆か。
た刷肥大型心筋健(UCM)，:UII凶不明のむ筋肥大が巡

行する心理野aで。死鎚同多'"拠~"であり。怖に若
与者では運動中の突鍛死が多いことがよ〈知られてい

る。しかし HCMの息容の心筋収・..よぴ穐腿特性の

連動応答"来だ明らかで信金い したがって。窓研究

の目的I.tHCMの息者にお付る."賀依存性心筋収鮪

および弛銀特性の運動応答を明らかにすることであ

る

8対像と方途
対象は非開麓伎HCMI!I.者13例色胸欄のため当院

へ紹介され"..査の鮪果.留質的，"'"砲を能めなかっ

た"閑静7例で。全例が正明憶測調"であヲた{襲Il

金例にカテ先マノメーターを左室内に.Swan-Ganz 

カテーテ砂金右腕動脈内に. 2鍾電極つ8カテーテル

を高位右B習に各々関厩し .初にベーシング威厳を行
い。次に..働負荷鼠験.行ヲた ペ シング訴峨は網

""""...分80固から 120伺.で 10回ずつ3分ごと

位期やし.運鋤負荷紙..は仰臥mエルゴメーターにで
"ワット 3分ザ削，切ワヲト 3分澗施行した 安静時，

ぺーシング中，.よぴ遁動中の左~lE蜘線を.. 略的に

毘鰻ずる"もに，平陶防御縦割即入匡と心鏑幽a止を計
調した また.左箆医街"より左...医大医，左'"広g語
家JOlI..I!.左禽E耐舗のー時微分の..大・I(LVdP/

'.古組大学医司，..開館・・.健字鯛町..‘ .... 弱.， .si!;_II!1Il相伝・・附町“1

dl....l.ti.禽圧がさま禽鉱袈米則匡+40mmHgと伝ゥた

"のdl'.抽出P!dtl!DP..)，p四 ure-haU様および

d，町ivati略法による時定数IT川およびT.'を求めた

安飾的と緑大ペーシング時および鰻大連働時の束"動

脈血中治テコラミン調度を測定した 心zコー恩より

左室鰻ーに鍵JII.(MWT)とHCMの症例陥さらに Wigle

の左盆肥大スコア【LVIl銃刀，，'を求めた

S 結果
翻'"各E障の代表例にIJ.，るぺーシシグおよび絹動
φのHRと収鮪符憶の....である LVdP!，自制Eおよ
び。，.観将位の繍舗である T川左の聞の関崎を示す

対附nではペ シングおよび溜動中のHRと
LVdP!dt....との附にはそれぞれ正の組問関係(force-

f陪quencyrelatlonlが.T '"との聞には負の網間関係

(叩laxation-fr問問問Y問lation)i11認められた選動

ゅはforce-freq同 IIcyrelation. rclaxation-fn:河川""

rel8tiOl1ともにペーシングに比べ全例で有志応急;貨で

あった HCMのS定例でIJ.fOTce-f ... 均岨""陀lation
e原す飢関.."がペーシング中に比べ運動ゆが有窓に
急峻kなった鑑例(GroupA)とベーシングゅの倒鴎幽

舗と遍動中の縮問蜘線とが一致した鐙例(Groups)と

に分かれた ー方 relaxatitm-fr閃眠時.cyrelaL附肉を

掲示す側随脱線ほ HCMの全復例でぺ』シング中と湿

動中とで殺した

MWTとLVHscoreはG，ω円pB 1)1 Group Aょ。
も有窓に大8かヲたことから.Group B 1:1: Group A 
よりも肥大の..，.がより盟諸であるこkが示された

'" 左重量陸大正，左室訟畿宋則正，む係f，c，lfIl:!/o
'"1眠1M入医.および末納動鱒血中ノルエピネフリン.
IfU:I:， ~"時，..大ペーシング時 .大温耽"のそれ
ぞれで，，，..に/11:1:1:1:なかラた LVdP/dt....I:I:.l'" 

."  .. 火ぺーシシグ"で'"瞬間にm，孟なかヲたが
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Nllmber A" 川CI町i帥 MW1' LmVU田mV'I LmVEH1n3Vf l l lLV% EF 
胴

Cootrol group 
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3 関 9 お

“ 
51 

4 ω 9 " ω ω 
5 的 8 25 ω 51 
6 " 8 

" 
ω 7・

7 

" 8 2・ " " 町'un " ' n " “ 'D a l 4 5 5 

Group A 
8 鈎 6 " " " " 9 .. 3 凶

" " " w " 6 n " 
幻

" " " 4 " " " 70 " 
開 s W " " 

拘

" ω s m 
" 

却 n 

~" " 
s 19' "・ 52' " SD 6 2 2 s s 

GrOllp s 

1. " 9 " " .. " " 51 e " " 回

“ " " 9 " " " " " " 
7 " " " “ 

" " s '" " " 
η 

" " 7 施 8 u 

" '" " 6 " " ω " m細n ~ ?時 ".， "・r ~・ "・SD 9 l s g 8 7 

LVII加"ωlesLV hypct1r仰 hy:MWT， mo~im川 wølt肋" 阿 国路 LVI::SV1， LVernl 
syS!oHc volu~辺 iode~: LVEDVJ， LV~瓜d -di Bstolic vcl llm~ i"de~ : L VF.F， L V eje<;t;on 
fract胤
"刊白vscontrol灯州、明白隠G，岬A

4語大遡動絢でl.tGrollll B I~ 他の"字に比綬し有志に
憶値であった T" ， I~il'''時から G刊，.が鰻も高値
であり次いでGroupAが前倒であヲた

， .旬宗
本m到において白日CMでは"働に対する"""依保
健"'''弛mM性の応腎''''大の盤銀"に側係な".轡
されていることが切らか色なった -n，額度依存性
心筋収縮特性は温a切に対する硲符から'"に分続で
き，連防によって収陥特性が淘議きれなかった脇信網

強さ仇た静に比岐し肥大の程度がmmであった また
躍動小の血中カテコヲミン総度U開瞬間に径がなかっ

た さらにぺーシング紙臓の結身良から蜘'.依存性心

筋収目前符色勾よぴ弛銀特後自体は肥大の'"置に関係者皆

< HCMに必いて怯n に"たれていることが示さ
れた

，ープロッカーを役与した犬の実脇、では混動中の

LVdP/dt...の網目大が"められなかヲたζどからω選

動による玄室収縮将伎の網目強はβ受容体を介した安

傾仰経制御が温風要な役網.演じていると考えられてい

るむ筋の取締t 弛酬は主に心筋筒小胞体"附による

Ca"の銀出。取込み個拠隠により.JI却されている HCM
では拡磁末期細胞内c，'調腐のよ鮮が従来の研究で

勾h'!れているが.SRの閉館建白慣の掬傭については
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箇 E

文敏

R。鑓 JJr. Miura T， Kamb;lya副 M.et 81 
Ad，…ωntroJ of the f，叩…yrela 
S 
1) 

来だに明らかでu会い本研究の鎗幾から.HCMでは
初閣の.".から受@得峰刺祖憶に対する...促巡の組胞

内借遭遇包が陣容さ九偲大の3隆盛化に伴ヲて収筒カ

'省強の伝謹過程が鱒容される可能性が示唆さM



t;o札 C;~ピ"“/;('" 1995 : 92: 2327-23口昭

2) M;ura T. M;)'azaki S. Gリth1.10. et al : IleM噌

rate and forα-frl.'Q~伺cy eff出 S仰 diastoHc

function of the left ventricle in exerdsing do~ 

C;rcullJlion 1鈎.鍋 2361-2総8

3】Eisi，唱GP，lIammo瓜dHK， Helrner GA創 .1

，"，or.ω f附時間yrelat・onsdurinl[ hcart failure 
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In the pig. Am J品川'0119刷 261: H 2516-
H 2522 

.) M創sunk;M， Patrittl j， Tajimi T. d al 

印刷 0，"醐蜘knde明 regional川町

dial例。wand functiun dur;1l8 exerc・se.Am J 
向明削 1984: 241: 11 52-11ω 
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在室駆出分画(%)
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"..幽合商の.欄概na応"との陶温阻s

31主14鯵へと羽"に艦摘した ー方.pha館 2の，"

岡野とも 006俊与により有意伝変化会示事仕かヲた
【関川

， .場俊
経常沼周防負荷時のph，鍛1の符続時間1..む楓崎重正

常例に比し，.，【1性心筋使蕪例にむいて延長しており!

"箪臥幽分画に対し荷"な負の矧附告示したさらに

006役与による心偽尚昆の噌加に伴い.phase 1の紳
線路聞が短縮したこれらの綿製1:1.phaselの"続時

聞が乙...，胞と隆般に関連 して.り.ultJ.絡の低下によ
りphase1の締続時聞が延長するととを示している

ーフ，.前@鵠2のす".いずれのb機能伽婦とも相関

金示きず ooB役与によっても有窓仕変化告示さなか

S結県
phase 1の持続時間はOMIUが平均31主17砂.中

高年NC鮮が11:i:l5秒，若年 NC群が尚之..秒で。

OMI静が他の'"より有，.に大 (p=O.05vs中高島t

CJ. p<O.05v$軒年NCT)徹る倒を示した ーヌ1.
phsse 2 のすに怯~"阿に翠.認め白かった(凶"
phase Iの持続時間怯EFと有志匂負の相関 (r=向

。7.p<O.O勧告示したが phase2のvと'F>の聞

には相聞が臨められ.かった(筒3l

ooB役与はOMltJおよび中衡問ドNC併に対して

行也、開"とも oosにより安"時および沼働時の心

係敏は有意に増加した凶laseIの拘観時聞は oos

役与により，中高匁勝でほ 17士山紗から 18土11抄と

変化を釈さなか。たが OMI'"でf:137会17妙から
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SyndromeX愚者の心機能および糖代謝の評価

VESTaよぴPb."'1'('・FDG)による被肘

羽闘組員管・ 野鰍陵町・ 細川了平'，.凶正俊・ 篠山....・

現在， syndromeXに闘しては血血践と非a血説が

.り問者に闘して騨告は舗々あるが朱"定艇をみる

に測ってい老い 特に鰻近では般小血管の窓盗猟やH

心筋の代副学的信変化"さらに血管の~.広慢性の隊

望書"という，.. "でて.り脳出的，剤師国飾的に興味が

もたれる。今回趨働時の心懐飽変化を続事情型心眼健モ

ニタ (V出T)で，"鱗刑制を P~・ trQllEm給o5lonCT 
(I'ET)で検討し興味ある勉燥を得たので縦告する

s 目的
Syndrome X息鳴についてa血が側与しているか習

かを明らかにする

s対.
今悶対象としたのはsyndrom阻 X患者'"島{平均

年陶印士"'"とE常"トロール'"島(平均年
働 53:t10歳}である平均年齢.よび男女発幅削瞬

間に有窓盟はなかワた S抑制開m，Xは運動負荷時の
腕繍と有怠盆ST低下を示すがE倫沼動順調島彫像.，.

し，スパズムの関与が否定されたむのである

s方"
由 Tc-HSA(humanserum albumin間創刊c，，，注後
VF.5Tをa愛着しトνッドミル遁動負荷鉱般を8円Kヨ
援で府行したそして VESTにより鈍略的に左当証拡鍾

来航容量(EOV).収賄宋t傷容量(ESVljJよぴむ駆出寧

IE仰を2軍備したまた 1週間後に同じ負御手訟でトレ

γ ドミル負荷隊"を行川週動負.，鈴了後に 1・

F凹('"F'-fl回 r昨日oxygluω副会注入し約 t時附後

に銅像した 心筋網代謝は食事の彫・を受防やすいた

'.，間限時削嗣陶脚

内醐醐7 醐 11l&J;lRI!・m開制

め今回s時閣の飽食の後処行した また濁動負荷憾の
血鮪，血中インスリン鍬UよぴN町 A(oo明白lerifi伺

fatty acld)に附鮮問に有意差の敏いことを置自認した

トレフドミル負荷以酸"著しい胸織や3剛m以ょの

ST 低下がない限り眼下舷倦怠感や息切れ伝どで継続

幽殖と伝る象では鈍行した

s ・.. 降
後 1にsyndrω，<x息省主霊祭コントロールの
VEST締行時と 1・FDG-PET範行時それぞれのトレ

ッドミル遭動負荷時間，負荷終了時のST低下の制度

および習を..~と負荷路7聞のエ，.mを示した.決 1 に

示されるようにZ躍動負荷鈎側に陶酔間釘よぴVEST
施行時と 1・F回 -PET絡行時聞に有怠登""かった.

図1に同欝の運動負荷"の緩時的な'Fの度化k
volume変化告示した.安"脚 EF11正常コン トロール

64 %. Sy叫 r。、，X息者61%で有車差Mなかった遺

動負荷により闘"とむ区有恕にEFは上昇したが。よ

り強M負荷によ')syndrome X息者ではST低下とと

む1.:EFの略化を認め食筒終了聞にIJ48%まで号化

した，たこの EFの怒化は主に F~V の増加に よるむ

のであ勺た

医2に正常コンかロールの負何事叶九心筋シンチグ

ラフ4ー脳像と 1・F回一間T碩像.示した。飽食下で

週動負'"砲で".精密では l・FDG鎗績は惚め仕かっ

た

関3に'"もdromeX.t1省のSP以;TおよびPET画

像を示した。負荷'''T1心筋シシチグラフィー画像は
写閉塞Sよぴ後.."にsyndromeX縁者会例で正常

'値観でるヲた しかしl・FDG-PETはも筋全体のdif

f限切euptakeを示す喝合118例}とを金下援を中むとした

focal uptakeを示す嶋合"例}のzパターンがあっ

た
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'" I Syndrome X.省と健常者のVE泡TI>よぴFOG-P町T縮行僧
のトレッド ξ"逼動負荷鼠鳳
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56-year-old woman 

V∞ 

e ， 1 、。
THAI.L.凪JMBTAES5 

" 
" \~.. .， そ， 。 • ，-i 
Rut Ma~ EF EnCl Point 

THAl1.RH画R.EST

'"' 

" 

• • d 
咽

'" 戸 4き 量- • • FOG 
附図E…側同国

'" 
図 2 健常者の温験負荷タリウム心篇包u チグ，ヲ4】画惚

釘よtJfl)(;-I'ET語像，~明文中}

柑

園 1 VESTM・トレッドミ凡退勤負荷民峰崎
の盆.姐鍵賢"

" ~:S Y 

EnCl Point s まとめ
【IISyndrome X患者は会例運動開鮪後F.FIj:-過
性によ罪するが より強い負何で有窓に層化した

(2) Synd加"鳳者の全例で運動負荷後 8・FOC-
p/:，，'のω筋取り込みをS認めた 大部分。まむ筋全体の
diffuse up削除であ勺たがー附の錠例に後下電を中心

とした focaluplake 'i~.りた

M.加"
- 櫨術省内."。sνnCl.am同'.者 n• 'Z'Z 

.P<.Olvl. Re抗 '0<∞.，.健常者

s鎗錆
Sytldrome X!lI者は適齢負荷時に心筋..岨..手;T
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58-year-old woman 61“year-old woman 

L・.- '‘ • 
THALlIU糊 5TRE55

." • " ，、
THAl.l.IUM R包ST

THALLIUM RE5T 

e 。。。1ft .) • • 
FDG FDG 一一酬'AITItQ .I.FT'EII EX向。刷附聞

図 3Srndrome X.障者の遺動負荷"明 ~鏑シμテグ，フィ 賀像釘よぴ1・FDG-PET薗.
a・T>心筋シνチグラ'7~ -11 r;yndromc X'"者全信例で"術凶像であヮたが "FDG-PF.Tで他心筋金悼のdiff蛤"
な鰻摘を示すケース..闘t姐舗画面・); 18篇例)I:tI-flltに限局した集欄.示すゲース《右衛{水平断剛111);(s:例}
の2パターン...毘された

る これ陪左蜜全体あるいは後下"をゆむと した胤断

的な虚血であることが強〈示験された。

! ".院
D Maseri A， Cr伺 F，KAski JC， el al : Mechanisms 

01制Iginapecloris in 6}内相drQmeX. J Am Cofl 
白川10/1的1:17:(99

2) Olmici PG， Marraαini p， Lo同情切niR. et a] 

CQronary hcmod卯 amlC口S 8nd myOCBrdisl 

叫 001剛 h剛山 川 h.川町 X

，a問聴旬""町"，臨 JAm Coll白rIliol
1991:17:14日"

3) Vrinl!l CJM， ，Bult H， Hitter E， et 81: 'mpalr付

endothelium dependent 削 inerglcco剛町

vasodilatiun in pa血ntswith angina a吋問rrna]

coronary 'lTtenQl/ram弘 IAm白 H 白 rIliol
1992: 19: 21 
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連動負荷心エコー法による虚血性心疾思の診断

心筋慎重の続盆の有無による差異

商同制IJiJ. 三谷秀樹・ 泳 ~t，~繊・符凶尚弘・ ω"秀ー・ よ畑略拠・

五十嶋一成・ 大冨'"審 疋間活之“ 高潮凡平・・ 中村治雄・・ ヨ質問 明・・・

迎働負荷11':邑2ー法は...，敏む疾患の量診断に必いて

"サ1%の軍事貨と“ .00%の特典'"含有する左傾告

されている時的 Armstr創出ら簡は..，銃製務例におい

ては運動負荷エコー畿の感H置は..，‘制度に高まると

報告しているが.~らの負荷エコ の締役基鰻lま負荷

摘の銀迎動拠徹也含んでおり 必ずしも綬".. 峨の血

血告検知しているわ"でMない :l t.:. .ilI1助負荷によ
りむ筋臨港紙縄張刷所の盟陸運動がどのように変化し，溜

動.fIY.;{:r.コ 法により腐畠傾臓の虚血がどの使館診断
可能かについての報告は少佐い そこで今回.. 々 は躍

動脈..，路線査をGoldSllInda吋としたと sの選動負

荷心エコー法の診断繍度を 手心筋帽滋例心筋割高畠

例の復選領域，~r.反省普領域において対比繍E守した

S 方言去
対象は運動負荷心エコー法(Ex.F-eholと宿敵脈過
膨検釜を2湖側以内に錨行し得たお沿例{ω筋使者修
"3非心筋梗畠2119時舞伎21'女性65平均年・8

"土日 成}である a躍動負荷a戒厳には sruaまたは
Ellesllld Prolocolによるトνヲドミル負荷を行い.，ほ

‘図解析には Mar'luette社製CASr，;12を刷いた溜

動負荷の中止iVi.ll'll11ii!.観限界みるいは2mm以よの

ST 低下とし心電阻の陥住総噂lまJ-po州より .. 

a渇~"釘いて\lp-$l叩 0' の喝合には1.5mm 以上.

horizolltal :l1ヒ11dow凶 slopingの鳩舎にl;t.l.Omm

以」ヒのST低下。または2.0mm以上のST上昇と し

た

負荷の直前と終了後2分以内に HewletトPackard

a醐，・5亀醐賀町1附
t守山醐脚酬"'省医師 (-2-2l)

'附.附柑..内"
同 研究包ンター

内抑制所削.It*3-21 

祉関50胸福山"を川いて働腕骨僚と..:..;，I，!15より囚】

に示すよう会6断両断刷心エコ 図.僧像し，
TomTec社製CitICV;('w l'lu.制"いて.ンライン守

デジタル"..いた 食補前後のνネループ噺崎心エコ
ー像を同一扇面上に表示して鴎』の如{13segment 

に分附した左箪の鑓..動~ normal : 0点.mild hy仰

kinesis: I点紙切erehypokini叫 2点 a削除=.

3点。 dy~kin附 i S: 4点の5段mのスコアリングシスヲ
ムを"'いて半絶縁"伽Eし運動を提起 2~宥~"以'"
馬断.. 運動が慰itする命、鯉週動が'"加しない鳩合を
陽性とした

見躍動脈選~倹ヨ\: 11;Ju凶Iki凶訟をmいて多方向徹膨

し.3人のむ援病羽夢中雪医の合鍵により後明節度i"AHA 

分照時で示したが，その野備が，，，..たは15%の網島

合にはKontfonCardio 500をmいて定録的に線噌羽院
を求め，15'旨以上を有望患後増とした

DI腕脈遺訓即売鬼伝ColdSlarnlardとした吻合の，
E~ . F.追加と負初心電凶O)Ii!II'(:I(陽性/真鍋役+偽険

性}と>>.w!1r(j!I除怜:f1f.除位+偽鎚位}を，非む"....

旭枇根..a者の非割歴書島領峨I 機，."者の，.，院側岐に
分"で比依検討した

s結集
~.に示すように 非.jJ)11j便番1f217例区おいて窓動

脈痢衰の有無に加する Ex.Ecリ加のSLtI;t.駒%符拠
11' 11 85 %であ，.いダれも負荷ω旬鶴岡婦Jt56 %. 
特典，.，，%に比ぺて有恕に(p<o.o】}高かった冠動

脈領緩別に感鹿と特拠度を*めると，それぞれ前下行

筏領域で91%. 86 %.闘終敏傾峨で15%.94% 右

怒動脈領以で79%.92%でbった

心筋使省例においてl.t.~ 1のように沼動脈陶誌の

'"院に闘する Ex恥hoの蝿度は97%と高かったが

特典Ill.t15%と依値告示した 阿保に山修復怠例にn
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2 chamber 3 chamber 4 chamber 

3 RV ¥5 
LV 
2 

偲， ，断慣衝層.(..;1;:1ー聞におIH>4.'の""宮m，nt分割涜"'υ....齢の
スコアリングシステふ

IWInnal : 0 l札 mitd hYPOkine扇s: I 札史時時 h"，“，，~i. : 2点，
akin倒 s:J后1.，d調削除e5ls:~ 点 2 C: 2 cl1amber叫w， 3C: 3chamber 
view. 4 C : 4 chamber叫.LA， Idt・trium，印刷川町le.RA 
r41ht .trlllm. ItV: right vcntride 

"る負荷心.. 聞の.. 伎は38%.特異..，，%と低値で
あヲた 心防相ra123例の 231非""鍋峨において.. 
mずるl::.E払Ikh。の縄&lIU;l89%. t.!冊目度は7<%で
あった 心筋梗箪'"例の 132~.釧厳においては負

何削後でm週動が変化し信い例が多~ ， Ex.Ec加の.. 
".鮪%であヲたが，将兵度t:t24 %と魁かヲた そ
こで.表'の鋳孤内に示すように縦割.観.におていは

...動が慰化した例のみをE孔I::cho陽性と定醸し置
すと，篇動脈病変の有無に側してEx.Echoの特異度
U.76%によ界したが...度1;l1i%に低下し.心筋榎

..鋼蟻民."る特異/11;116%によ鼻したが，.Ill~ 

69%に低下した

， .. 費R
..，助負荷断腸心エコー按...買物負荷やぺ シング

負荷等の非隼理的なストνスゃ..... 笠岡位元調障をmい
ることなし検宥2名.釣30-40分で外来で施行しう
る2ストバ'--マンスの高い検査法である伽"抑

心筋'"，.例に必いて，Ex. Echo肱怒動脈終息の省無の
み信らずa血領峨の局在..断について<1分伝'""

(感度 15-91%.側関tt85-94 %)を有していた 心筋
梗畿"の非梗..領峨に."る.，，""胸%と非む筋艇

讃例と問機であヲたが.符異目1m:74 %とやや低下して
.り..医禽領域の盟温動詞常念場ド根a領域の鐙適動位
修慢を及ぼしている可能性が示唆された ....領域に

むいて1;1;， os置が96%と商い也のの"A度が，，%と
極摘に低しその原因として...血がな<"趨.. 岬
前後で，.，量動に変化の@い8聞が多いためと考えられ
た そこで.Ex， Edl。の陣色MIlHtiJl合の恵化に限
定したところ.'"・g置は16%によ興したが"目的参69
%に低下した。心筋に vlabi1ity倉'.ぃ崎合あるい妙
高慌のhybemationの絹合には，有...噌があヲてb

場動負荷によヲて..蕩"，..際化し敏い可能性があるこ

と またむ筋梗.. 例では心外銀側の窓動脈に有'"夜明"

がな〈とも心筋肉隊小筒環に民需憶を有する可制摩性があ

るζ，が主な原因と考えられた

， .. 開
運動負荷心エコー法.01血性心後患の鯵断におい
て.，・血傾帽の局~.含めて領めて有用な非侵環H的.. 
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催{OZEE傾132紙} 

調動員削
gt%a } '"・ 91% "%  ，，% 97%%・〉t7l %)' ... t 何帥% %) ' 

エヨー桜特t典%a} 

'"・ "'% ..， ，，% 。1S6%96P ". 24% % 
(16%)・

~% '8% 
自国動amll!l?at('%a%a} e》E 

~，‘ ""馬

• : p<O.OI四掴動員柑心電血.
，附置内の岨度 ー"興度は，運動員荷エコーの属世話串量負荷慢のlI!~lI!Ift.に限定した場合告示.，

ヨ益法であるが。心筋使途領峨の血血鯵断には限界があ

る このとと."分""して本明変を突悔すれば。む

筋製造"既往がな".血性心続忠が提われる絶容に必

いて"に有m信倹盗読と考えられる。

5文献
り RobertωnWS. Feigenb.aum H. Armslrong WF 

el al: EKercise 側~<曲rdiograplly: a clinically 

pracI!cal addition 10 tlle evaluation 01ωronary 

M叫 dl醐鍵• J Am印 J白rrHol醐 3: 2 
1035-1091 

2) Armstrong WF. O'Oonnel 1. Ryan T. ct al 

Effe(川01prlor myoeardial inlarClion and extent 

，.， 1醐 1;01101 coronary聞"， d醐挺飢
聞 curacy01 ex肘ciseechacardlograpt，y. } A"， 
Col/ Card;ol 19~7: 10: 531-538 

3) Ryan T， Vascy田 p，副 CF.et al: Exerdsc 

cchω"d剛 lraplly; detedion of cor側..，
artery disease in阿 ients州川 lcft

ventriculaT wall山倒的 '"釘 } Am Col/ 
CfJTdlfJl 1988: 11 : 993-999 

4) Crousc LJ. Harbrecht JJ. Vacek JL，凶，1
Excrc陪cechocardiography as a screening tcst ，..町onaryart問融問削 corrc]a州
wlth co剛 aryarteriography. Am J白 rdiol
1991: 67: 1213-1218 

5) Marwick TH. Nemec Jl， Paslikow FJ. el al 

Accuracy and limitati刷。fcxcr崎町"

diQiraphy・""ωtineClinical聡ttinll.} Am 
C叫白川011992: 19 : 14-81 

6) Hecht HS. D<!Bord L. Sllaw R， el al: Dif[ital 

supine bicyc胞"同盟eehoca吋 ograplly:a new 

lechniQue lor evalua山.ω同州"，同erydis 

白鎗 /AmCMI Cbd“d凶JJ3: 21 : 950-956 
"̂凶tcnWG臼 .vardsJE. Frye RL， Cl o.l: ^ 
reportinll system on patients evaloatcd lor coro 

I1lIry artcry di副総向。f血 AdHoc 

COll1miu伺 lorGradil1ll 01 Coronary Artery 

Discase， Co~恥 n on Cardiovllscular SU11l官"
Am~riω11 Ilcarl A叩 iatlon.伽 ./alum

i9路島1: 5 ・0
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虚血性心疾患における

血中カテコールアミンと NK細胞活性の関係
運動負荷前後での慎閣

仮本俊文・諜秀樹・よ凶飯能・瞥芥，..

近隼，ストレスおよび免鐙反応のa血性心鈴鹿
([HDlにむ吋る役綱も間制とされている その免"系

のm偲として，組時間で免"反応を示すと考えられて

いる NaluralK・11町"'"活後(NK話役〉がある これ
まで虚血性心疾息に..る免疫系の変化，絡に NK

活性の倹討は少なし急性心筋梗禽につ"でのみ縦告

されているに過ぎ盆い..叫しかも 運動負荷前後に叙

砂る検討肱ζれまでに儒告がな〈。そζで今悶"々u
a血後心慰安織の患者に.いて安僻附および趨動負荷"
の白血!f:(WSCJ，NK稲位を標定し健常告と比後験討

した ，た.d!中アドνナリン(M)，ノルアドνナリ
ン(NAd)，コルチゾ】ル(<;0，りを測定し.NK首位と

@関連む倹約した

s 対a院と2軍港
対象陪題勘脈遺膨にて有"'~動鼠侠句"を認めか
っタリウム負荷心筋シンチにて虚血を示した22例
(65.4土7.9鰻l(虚血邸lt.有傘泡動脈侠布告"めず.
タリウム負術心筋シンチに.いて，.. 血を示さなかっ

た12例(62.6土6.1.)(#dl血."の進策~例であ
る。情a償費として.d-blockerを使JIIしている銭例は防
外した 方法は.Woc.血中Ad.NAd， Corl. NK 
活位をタリウム負荷心筋シシチ直前【安"臥位"分

後}と.臥位自転車エルゴメ タ 鋼院大盗'抱負荷時に附

静脈より傑血し測定した 散総は，平陶鎗士銀...師"

で4慢し.統:It?:的には，<0・6で有志とした
s鏑果
。安"，8.)~荷R

NK活性"虚血僻で‘8.I土11.5%.#II!U揮で

-岡本.+字怪異鱒原脹日向除欄'・・a肉創
刊刷間畑町3-151

29.9土15.2%とa血"で有，.な資償金示した(，-
oω5)， WsC 1:11血群で6.U8企1，56νmm九掬a血
Z揮で5.142全1，120/nm't虚血併で有志な高値を示し
【p=O.05l!闘日血中 NAd陪a血静で308.7土
133.8pg/ml，非......で初8.6ま91.2pg/mlと....
mで有，<<皆海銀を示した句-0ω】 Adと白rt"削
'"閣で釜はなかった{鴎2l.NK括性は NAdtの聞
に有窓な相関(r=O.501を底的たが。 WBC.Ad. (;(Irt 

との聞に肱有.，念特M測を認め"かった(図3l
2) ill抱負荷所見

.大沼動負荷時測定値か令安静時測定僚を号I! .営努
"時測定院で割った健に"0<をか"たむのを矯知事と

し，その明加率について..血騨と排虚血酵の2鶴岡で

比敏した NK話役の噌加$(4N削除虚血醇では

5.5士26.8% 非虚血聴では81.5ま101.0%であった

(p=O.OO2I. NAdの訓菌加$(.dNAd)も......では
87. 1士S2. ~ %非畠幽"で1$1$4.1士99.3%色(p=

0.014)，ともに非慮血"で虚刷静に比べ有"に峨加怖
が高かった{悶41， 11血mに1;11る運動負荷後のNK

"'返縫 W8C 

知..'

a血勝....血"
図 1ヨ信網嶋のNK道治およびWsCUl2鶴間で吻比綬
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41!1 2 i健嗣嶋のAd，NAdおよび
00"の3."での比級

NK湖生とNAd

同刷

• ... 側.

• • • 
:シタ.・

柵 I/.. • • • • 。。 m ‘。 ω .. 
Nぬ毒惟 作}

NKj孟f生とCort
μ・，.，
舗『 悦S

"1 • 
m • • • 
! " ..・ • • • • . ・. 
'0 .. • -・. 

4園 3"瞬時におけ司，..活性と
wm:. NAd， 。 初

'" 
ω " Ad. Cotlι "'活性 向 の刷連
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抑

制

1l.NI< 

P=(札制~

'‘ 
1l.NAd 

p・0.01・

臨 4 量動負荷でのNK活性釘J.(fNAdの増加.

活性値."，例中."，と半敏で滅少していたが，ー方，

~liI:JIllI揮で 1.1: 12例中金例で期加してωた WBC.Ad.
"'<<の期加率は2欝聞で有怠穫を認めなかった

s俗語
今回認められた安静時にお"るa血性心術砲での

NK訴往.，ぴ臼刷却の附加1:1.!ZfI6M'級副将髄H需
の"渇による.のと考えられ"..11血性心E終息の進展
"生体に.，.・を及ぼしていることが示唆さ九た 次に

選動負荷時の鹿血性心疾患に』巳砂る NK揺性の低下

院.負荷によって銘じたむ筋a血主いう急性ストνス
のnによると考えられた

s 文献
n Kurokl 5， Mlyahara K and Uemat剖 T:1m 
munolog化alu例話t.sin pD.tien凶 with aeule 

myocardi・1infaretio札 JP"Circ J 1993 : 57 : 31 
-・6
2) &:hedowskl M， ]acob泊 R.et 81: Cha、勝沼 o.

natural kf1ler ce1l9 duri明 acutc凶ysicalstr~掲

jα;"" !mmlltl()l 1993: 13: 119-126 

3) Helstr:md K， Hermodsson 5， et al: Evid刷 cefor

園 p-ad陀陶『配eplor-mediBtcdregulSlio向 。f
human natural kil1er cel1s. J Immulll)l 1985: 

".‘。係・ωm
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陳旧性心筋便塞におりる

運動負荷心電図51'変化について

藤井前..・ 野放俊弘・ 松野公紀. ，陸阪，，_. 山悶恵司f事・ lfiffi.i!fjq'j' 

際日性心筋桜寝息者の溜重荷負初心電図の STit化.
抑価する聞ωー般に'1'低下の見られると僧位袋心催

t関係心筋a血がF客様すると考えられており.'1'変
化のないものはむ脳虚血がない也のと轡えられてい

るしかし，ときに便進部鶴場で迎動により'1'上昇偏

位が見られ.これが何を反映しているものかaだ-g
の見解は傍られていない以前より僧総部での溜動観

殉，T.t興はむ筋雌血に自鎌するという観と左富盛溺

動ゆ反映であるという院があるが心筋僚滋内保およ

び周聞に虚血が存復するかどうか判定するの防署警品で

はなし連動防の左室田E趨動の首挙制も胆しいと ζろで
ある しかし 心筋割臨海息者にむ筋..血が妓存してい

るか杏かというととは， PTCAなどの恕動脈可建術が

自省律的となった昨今."..上大きな閃剛となって〈る

そこで.械 自性心筋指機応者の負荷4心電図'1'変化

の，，~を傑るため。溜'腕時便縦割説場に ST上界を認

めるもの，全〈剖旋化4是認め伝いむの製~~以外の

誠栂に'1'低下."めるものの'"に分付 む筋虚血

の有無と誕動的の左""陸運動を帯価した

対象" 左前下行伎のAに有'"奥吻術衰を有するJll

物"名である '1'よ"鮮として運動負倒時0.1mV 

以上の'1'上昇告梗1lIfflI獄事に''''他の2湾局に'1'低
下を認め者いもの '1'不変"として..，防負荷時'1'

変化がO.lmV*測のもの台』也よぴ'1"盛ドmとして
趨動負荷時0.1mV以上の'1'低下をいずれかの誠司

で.. めるものを選んでいる

溜勝負荷は定量負荷型臥他白紙調院エルゴメーターを

用いた多..附負荷訟で自覚的a最大まで絡行している
このと..勝動脈圧をスワ>.ンツカテーテル3り樹
zしている 辺助fH.. Yタリウムι岨完シ>+グラフィ

千世相開.，附

t苧醐附叫;U<同I><A/OI1+0 

を実施し.虚血の総覚的判定左定S量的静価法として
ex¥enl score 'i'.幽し..，せした また温動負術むプー

ルシyチグラフィ より左掃局E出分蘭{底引を計測し。
位相解街路から左皇位組内の領期偏~(Sωn州し

て左禽製渇動異常のS包爆とした
忠ず湿動A術的聞でほ'T不変"で起動負荷時綱が
鎗の2毒事より長い傾向にあ，た 負荷中止理由で陥

'1'低下"に駒郎自叙による中止理由例が多〈あっ

た

血正およびむ伯倣には"容に差l:lr.;; < double-
Ilroductも3瞬では倒様であラた

~I!'JIL，のtt~巴駆畠分断 1;1.ST存度解および'1'よ界
群は'1'位下醇にItし小さい傾向にあった 巡動によ

り'1'不~ÞI:l F.F' 変化がほぼ償却置いであるのに討し

'1'上昇騨均よぴ'1'低下和措勘により"が低下

しているその変化度をとると。 ST不変"に比べl 繭
mで有窓であヲたU品。
平問前動脈.fE1:I:ST上採昨およびS1'低下mで遡動
により大き<~る傾句に~フた{日;8.2) 

ここで.'1'よ界僻および'1'低下併が示した運動

により"が低下し平絢腕動縛止が土界すると‘白う変

化は。労作倹侠む症の喝合と同級の碇化である そこ

でこれらの酵の心筋血血，の関与を検討するたゐ運動

負荷む筋シンナグラフ，-.鍵覚的際価と定量的番手"

より検討した

視覚的野舗でほ '1' 上昇酵の19%.ST低下併の
aω%にむ筋虚血が認められた'1'不".障では会例u
筋虚血が認められ仕かった(Table1) 

ついでむ筋a血の'"量的静僑訟と しての仰"川
!;Coreより繊討した何恥3)， 1時分和僚のcKtcnt!;Cnrc 

は心筋e世話援の1!~ij~反映していると考えられるし 仇

荷直後陣'"分布像のextentscoro j!皇，.dCKlc川区"宮

u心筋虚山.反映するむのと考えられる 桝分布時の
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，~，ω思 J A仰I1'11.開。11914:36: 451“4 
2) Yoshida T. el al: Rela“。nshipbetwee凶 cardiaば
叫仰1~nd oxygen uplake 31 tlle 0回 1of eXer. 

1st. E，，， J Appl PI!ysioI 1993: 66: 155-160 
3) I'elt後nE. ct al: Effettt of p-adren陀暗記
bI帥2氏側 W酬 ilati。前川胆excllangedur 

mg exer<:，舘 islllumans.J Attl州知al19S3 

“"肘 1313
4) II UIj:~幽n It et ~l : Slowcr odaptation of VO. 10 
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制限kade.Eur J Af>tl尻島戸;0119ω S2 : 101-
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った phase2のeに関して，，，.p-blockerを附いて心

楓リ舵.低下させると Tが延長ずるとする鰍告がある

しかしー方で短期間の符久ト νーニングによ ってτ

が魁鮪ずるこkから，筋創閣でのIIUI/JUt.1I飽"に依存

しているとする卵管，"られ.phase2の fは心院飽

以外の~曹を鏑〈受付ることが示唆される。

s ・a・・
定稲辺動向何時の，h.総 1の締... ，聞は繍B・a健に
規定さ，もると考えられ.心機舵低下例の遮動初期般現時

鱗取..包容の選延.ph，腿2の Tよりも観散に反験す

ることが示唆された

文献

w.悶ermanK. et 81印刷m 耐 h，阿，.
secondary 10 cardiac outpul 間抑制嗣

s 
11 
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exte伺tscorcはST.t第鮮と ST不変昨が.ST低下勝
より大曾い傾向にある dcxtent sco胞のほうは。 ST
不安併に比しST上昇T.ST低下幹で大なる傾句に
あるI こちらでも観覚的瀞舗の結集と同線 STよ第緋
およびS1'低下碑のほうがST不変野に沈し心筋虚血
の曲度が強いと思bれる

ついで越働時左室.. 遵動拠輸を務備するにあたり，

心プルシンチグラ7'日の位制解析訟より位鮒"を
~幽しその栂讃偏差(50) ~ asyn曲げ...の!BI'とし
'~.5T 上昇群および ST 低下群115Dが大き〈なる傾
向にあり その変化史I;lS7不変鮮に比し大きい傾向
にあ勺た(F噌i。
Fig.5は週動による SOの変化otd5Dとむ筋虚血
を反映すると思われる dF:Sとの相側告示したbので

あるここで路震の網開合総めら..，心筋血血がasyn
chrony'省大を滋組しているものと考えられる
以ょの検討をまとめる

(j)ST低下勝， ST上昇鮮はST不変酔に比しタリ
ウム脳性所見が多〈見られ。巡a院による EF低下b
mPAPJt!加b大であった

<>>ST低下野， STよ男幹は5T不変併に比し溜働
による位繍角度化4SDが大なる傾向告示した

@d阻51虚血の程度を反映ヲる〉主位相角変化d50

に圧の相闘が見られた

ST低下"の運動による血行動磁の従化k鍬医学的

心風 VOI.30 SUP凡 .3 (1998) &1 

検査の篇果"労作性襖心鐙と阿様のパターンであり，

般に冨われるように心筋虚血のある併と考えられ

る.た，ST不変1mタリウム所見からも心筋a血の
ない鮮と息われる ー方，ST上昇静は血行勧態 として
はST低下"と同僚の変化を示し，またタリウム脇佳
例が多〈還働時のasyncllrony噌大が大eいことよ
り 背鍵に心筋膿血が存筏し これか選動時左重量運

動異慨をbたらしている可能性が高いと$われる 以

よより.51低下郎"ょぴST上昇"はST不変幹に
比し心筋虚血の関与が大きし運動により左箪盟運動

の低下およびssynchrony増大会示す主思われた 伝
"今闘の検討では安飾的のF.Fや"分布岬のcxtent
s∞"より ST上昇鮮はST低下縛に比し心筋償還露織
が広いことを示している しかしST不変酵のように
犠議範闘が広いだ"ではSTよ昇は凶現していない
つまり 広範闘の心筋6副総にむ筋.. 血の硬策が加わヮ
てSTよ鼻を来たしている可能性がある S'!上昇に
直後心筋槽温郡の心筋虚血が関与しているの命、む筋

使畿内郎"よぴ周幽の..，.心筋が"働時便鶴自協の目底辺

動拠舗を引き起こすこ左を介してST上昇基昼するの
か ζの研究で肱明らかにすることはできなかヲたがI

ST上昇を示す心筋便進患者に肱 心筋虚血のすf在す
る可能性が尚いとして，今後積極的にinte内側山側等
を検ぽすしてい〈欝，肘鎗製k忠われた
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糖尿病症例にお砂る心筋細胞障害あるいは

心臓微小循環陣容と血中 ANP.BNP浪度

大蔵籾弥・ 諸井"9)' 削弁夜行・ 山口微・小織広"..大井ー鱒・・

鱗尿鱒では微小レペルの心陣轡(心筋細胞や微小m
~Iが存在するどされており.とれ』志向らかの鯵でむ傷

能に膨'障すると..えられる -111fll中ナトリウム.，，.

ペプチド繊~はむ様能隙嘗の 術棚であ9 特に脇佳

ナトリウム利尿ペプチド(BN刊は左宣舷侵湖底.鋭
敏に反映し 鰻症の。復@でむ限度補舗を示すが..

健闘による俊小νペルの心得書の場合でも.同織に省
る可能性があると考えられる

本研究では緒，.'"鑑例で，心筋..，包際書あるい陥心

臓微小循環陣曹を反映する可飴性のある。負荷タリウ

b心筋ソyチの左，.全体の洗刷出し皐ι血中心境性
ナトリワム利尿ぺプチド(AN刊.ょぴ ßNP湖~を

比線検討した

， ".と方湾
対象"明らかな穆鴨侠心疾患.有しない織原例錠例

17例である{袋11 以下の条件を綱たす例のみとした

一一線心必.心不全盤状...めない当時...よぴ負荷

む旬悶I 刷自民X線￥実，む隙紐膏畿で.. 質的民常所見

4皆既めないアデノシン三リン酸三ナトリウム(ATP)

負荷心筋シげでむ健図度化 およびSPECT像で初

期，後期U民共に局所のか:舗を認めない

評価した項目怯白血ψANPlIよぴsNP温度L

ATP負荷タリウム心筋SPECTに."る左室全体の

淡い出し;f!CATPWQR)である 闘者の側聞を検討し

た

ATI' AMタリウム心筋シシチIj:， ATPO.16mg/ 

kg/mlを6分間静注. 5分でタリウム 111MBq H" 

白取締;I;;:f..1<:_"，1IUfI3f'U1

H 岡 '則廃鰐"

内出必"剤取節目網区大網 2-11・}

法銚了直後"時間後のSP笹CT組織断尉よ9

U凶1'5eye map *'作成し。各ぜタセルでのW8Sltoul

ratcの密室全体の平均値i:ATPWoRとした

s結果
11例のATJ>WoRu: 36土.%。血中ANP横.".

16土 7 ，回/ml(iE省幹 43pg/mf以下}。血中 "NP・~"
19土13pg/mlC正官官同pg/ml以下}であ ヲた

ATPWoRと血中BNP.IIの聞には負の相聞を膨め

た(，・ 0.51，p-O.04) (悶 11.ATPWoRと血中

国 自

.， e老骨.(n=17) 
性別男"例I 女7例
4l13:SJ企7.
平絢E直術期間 "土S年
HbAIc: 7.8:1:0.8鴎

"飽 食穆被告書 '倒，経口側勝綱.，・"
インシaリン2例

，由1m'

。
。 。 ，.・0.51

。、¥¥ 。 p・0.04
O~ 

盆@
。

‘。 』 。
。。 。

。
，。 2・ ，. .. .. 

Aτl'W，A 

ATI'WoR t血中日N"温度

... 



ANP 1Ii!l(1)r.喝には相'"を認め街か。た

! ，惨織
今幽の 11 例U盤胃的心~..を示喰する所'H認め

てい敏いS定例でるる "保絢では特に..質的なむ臓合

併鑑が明らかで"い羽合で..隊小レベルの心開書が

存在するとされている rF:Tを使った研究"で1;1.， :a 
動脈に拠曾が伝い舗鳳鍋総例でmyocardial Aow 

reserveが低下しており，微小循環嶋密が存在するこ

とが示されている しかしI'ETは康行で曾る繍館。f
mられる

般に巡動脈造膨で拠~i!i見を膨め~い材協会，巡動

負荷タリウ"心筋シシチでの左箆全体の washol，l!

rateの低下は，微小νベルのむ隙沓<<筋細山包隙留ま
たは微小繍..~省，.反映'ると考えら九る" したが

って左盤金体のwashol，ltrateの府側l'.他のー般的

必非俊'礎的検議では倹砲できない，鰹¥J!"典常所見を

見出ぜる可能性がある 今回陪食何タ リクム心筋シン

チ"週動負何ではな<ATI・白河で行ヲた そ"現J1.

U週働負荷の川島合.，..。ぽ raLeの舗がm創性を持つ
には十分"迎動時の心柏敏の治加(llO-120!分以上}

が必覆だが叫会例がこれ.遁成することはI下緩や視

力鱒也のお不可能でbると宅えられたからである た

だし揚物負荷のうも。ジピリグ毛 ル負初でf1OFなど

の線側が多〈 かっこれの個人授が;I.;:!いため やは

り左輩wasllol，ltrllte自体の俗創性に問題があるとい

う絡舎がある“ ATP11半減仰がジピりグ毛』ルより

煩いtいう制遣があるが，この問題については今後の

検討が必要でるるi

血中日NI'・""左禽鉱穫期圧を反映し刷。.たむ箆

叫陀，，'により高値と伝る制今回の~，得隠明らか伝魅

賞候心桜患がないに.かかbらず平均血中 sNJ>1111 

が程度高値(iE棺上限値》を示し。 ATPWoRと負の網

開.示した このζとは信小νぺレでの心阿梅が。限
度々 がらt.li:童館媛捌!Eや心S!:stretcllにawしてい
る可能絵がるると考えられ.血中日NI'・aを測定す
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るこ色によ9 微小νぺルでのむ陣書を権測しwるこ
とがす匂舞された

心房負術会反映する血中 ANPìlllIU全<~穏健凶

であヲた

s鋪陽
明らか伝.. 質的心寄謀総を認めない繍尿病症例で，血

中 sNP漫度の上界が，む筋細胞.. 嘗あるいは心嵐微

小鮒環開智.反映している可能色が示唆された

s 文献
1) Yokoyama 1， Momomura S， Ohtake T， ..，t al 
Reduced myo回 rdi剖 nowreservc ;1¥似)0-11¥5小

Iin-dcpendcnt d;a出tcsmcllitus. J Am ColI 
白rrJr'ol1997: 3{¥: 1412 

2l元悶磁，五+嵐厳，ホJJIfUIt，ほか運動負
1.'心筋シ〆ヂグラフィ による肥大型心筋症の検
討 Washol，l!削eを中心に J 白 rdil理岬 y
1986: 16:893 

J)成悶光磁白羽際原正l 村野2・ー。ほか 遡動負荷
201 TI ou筋シyチ断腸訟にお砂る副作U$e sln"" 
W1め。utpaue:rnの意義p 舷医学 1991: 28 : 691 
4) Ruddy TD， GiI1 JB， Fin陶磁巴l凧 I!tal:M~悦"

dial uptake a吋 clcara眠コeof thallium-201 in 

normal s州 ccts:c側、'"問。001訓pyridamole
ioollced hyperemia with ex阻 SI!Slre!込 JAm 
Ccll Card;ol 1987: 10: 547 
" t公本"裕。平図翁僧，西村伸一.ほか慢性心不
全患者にお"る渇勤時の血中ANPおよびIJNI'

."の変化と血行動周回との鋼連 ホルモy と組依

1993 ; 41 : 459 

6¥加ida1'1. Yasuc tl. Yoslliml，lra M. et al 

CQmpar・駒nof SI詑tionpattem betw.慢 nA-type 

and IJ-t)ope natriuretic剛 i曲川剛山W'山

old myωardial川(，"山肌 JAm ColI Cordiol 
1995:25: 1¥05 
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Tilt負荷時の心拍血圧変動の変化

鹿血犠心疾患に1mる倹肘

小村ftii' 倉悶千弘・・若体股・・三よ車・・疋凶栄・・
小管制仁・西本雅章・大舗京ー・ u.鱒弗・・

S 目的
心伯夜勤周波a院解.，に."る低周醸成分はt 圧受容
体反射を介し交感神経性血管iI働州.. 活動による血圧

変動を反映し，その成立に実感御盤が脇与することか

ら，心腹自修紳鑓にS寄付る受"悌鰻験"を反映するも

のと考えられ。絢にその高周渡成分との比LF/HFは

受略体経横絡の剣閣として広<mいられている。しか

し近年の研究でほ.ζの周波歓待の変動の~，包に。割

安帽術館離の凋与も語:唆台れ。この低周政成分械受信事

縛艇.よぴ副交峨神縦.ff受容体反制の3つの嘗婦の
膨・を雪量砂る可能性がある しかし目側 な々.."で，

交慮"鐙β受容体の dOWIl陀g凶iltiO~ が存在し正受

容体反射(1)!低下が組@されている よヲて，その低陶

磁成分の'"障を明らかにすることを目的に本研究を行

ヲた

， .埼a険方法
対象"心筋."，や心不全を認め会い安定狭心..e者
"名で.lI支痢変息者(IV0110名，多金支病変患者
(MVO) 5名，冠厳脳性検心箆の息者(VSA)4名であ

ヲた ，または."断擦を使用している者は除外し

た被般利は20分以ょの安静臥床俊之 10分間の

ti1tllP何回復に，脅に合bせて 0.25Hzの調鮒呼吸を

s 分間行，'.この聞の収備期血lEi.Iよぴ.民間隔カ週
続的に配録きれた 血匡はトノメトリ法OENTOW-

1700.コ リン}により湖定し.旬.の記録.よぴ解析
はシグナルプロセッサ(DP1200 A， NEC-三栄}を刷い

た スペク トルの解a時には商遺7ーリェ変換をmぃ
2分間の連続シグナルを補間し旬。-で可サンプ

リングしたお6 のデータより攻めた医"~h処分 IL的

..際保伺大1!.1II.礎学

" 附 .3内将司院
(守m-3linlftll!lI1'炉開町誕榊】

は1).05Hzから O.1511tとし。前周司度成分倒的は

0.15 Hzから 0.5Hzとし。その間同powerの合併を

京めた T"附 ferfllnctlonI:m複する5倒のデータセ
グメントの平均から求めた Coherence 0.5以上を有

"とし，低陶磁僚属鹿のgainの平鈎を求め，正受容体反

射の術..とした

S鎗県
健常成人(n=13)でほ."庄の変動がliII後に"犬き
〈変化し 低同事後(LFBP)Hよび高嶋援のスベクトル

パワ (HFBP)が憎大しt!U.FsI' : 4・9土0.82
vs26枇 5.23mmHg'，，，<0.1)1， liFsP: 3拙
0.39、円s39.70:l:t3.3ImmHg'，，，<0.01)， RRイ〆タ

ーパルのスペクトルパワーは安飾時に1:0.2ぬH，周

辺の高崎被成分(HFRR)が主で，低周波成分(LFRR)

"非舘に低いが.tiltにより低周波成分が精強し，高周

滋成分の減少が鶴められた【LF民R:661.31土221.02

vsl.07S.33 主 328.~8msee' ， p<0.05， HFRR 
1.255.12土290.36vsH9.78企165.91msee'， ，，< 
0.00. 

a自性む疾患君事で1:.当'陶RRインタ パル1:lill 
により組節したがUVD: 948.12土37.09vs800.49土

38.95 msec. ，，<0.05. MVD: 935.34土83.53

vs 824.88土83.02m舵c，p<0.05， 951.53主 139.45
vs834.03土12l.9'/附騰<:.，，<0.05)平均叙...，血圧は

VSA 齢を除き引窓な変化が見られなかったUVD 

109.06土14.29vs98.69土32.83mmHg. N. S 

112.36まね ηvsl07.31土13.Hmmllg.N. 5.. 

81.34土IO.l3vs78.12士6.54IllroH8，N. 5.) 繁勝時

の I. FI~r は鍵術省と差が信"，山によって附加した

しかし。I.FRRはIVDでは t，Jtにより有縁な噌加を

見せず。 MVDやVSAでは匂しろ低下したまた，そ

の備は'"とも悦鱒であった{図 1l， HF民JHt，安伸
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'm皿、 (mmHo1) 

，. p句。り

%、r"， 4.D.、:iJ，
IVD MVD VSA IVD MVO VSA 

R.R inttlVal SySldicBI∞d Press羽.

留 110血也4暢.にお116..(:物および血反11:'防スベク トルの低周捜a会明tiltn後の変化
心納氏動の低周波雌分111VOではliltによ 9有怠，，，.加を見ぜず099.19企311.07
vs161.19:t3t臥Jmsec'， N. S.). 1¥IVりやV5Aで'''，しろ低下した(MVD:2~3ω. 
100.78vs 129 . 80 ま 79 .~6rr 於c' ， p<O.OI. V$A: 266.83:1:96.21 Y.1JO.29t56 . 0~ 

nltil.'C'， ，.<'0.00. ~I'IJE喝の LFBP 服飾倫怖と鐙が伝<， UJI:: (， 1;11 t:よってm測した
!lVD:l.68会1.191'1 6. 28:1:2. 11 mm I ht'， p<.o ，01，恥IVO: 2. ~ 2;t 1. ~4 vs 6. t9:!: 1. 07 
""l1lhl'，ρ<0.0]， VSA; 3.90企1.30"88.12:1:1“mmHa'，p<O.O]) 

6011 

4ω 

3∞ 

IVD MVD VSA IVD MVD VSA 

民RInter、.1 Systolic BI∞d Prc$Sun: 

図， ... 血性心同区息に制する。もサ.，叫ぴ血圧.""，ペク トルの低周S成分の1m前後の町色
心術碇..の碕陶磁峨分Ij，'R飾時より低，..示し.t iltによりわずかに低下したれ VD

375.95:1: 100. 78 '" 347.10企143“m拠が白 N.S.，MVI):402.10土2:13.10 Y5332.9D:t 
同O.68m!昭電'. N. 5. VSA 込S.II1Il却¥12YI 113.74:1::76ωm胤司c'，N 叫 IWllI' 
U I ill により柵加した(I\，J):~“企 1. 50 Y~ 14.31 :::H.3tI川H汁Ig'，N. S.. MVIJ 
7.36%3.63山蜘t.lt:lmmlll('，N . ~も VSA 川主2.22v. 9 恥3 . H Inmllll'， 
e晴子主』
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袋 1低鋼違棚.にS旬、"る ttftn.r.r伊'"
白 hcr自n<:eUすべての忠者で良好で， ζの濁擁数併の鈍%以上で，.，以上の舗

を示した
Tr~n....tcr 11山叩崎山径が信fJ>? r~ 0)1， tilt 11! 1.:.1:1; M VD と酬の H~

で.その憾ートーが向島採に比L省窓に大きかヲた。

Sup，nc (ms/mmllol 
TIIt 何，""帥mlll!)

白 n同 1

問~7:t2 . 2~

IU5:1:0. ii 

時より低倒告示し。tiltによりbずかに低Fし.HFsl' 

'"仰により憎加した{図 2).Transrer fu向ct10nの
lIain 1:1;安働時には盤がなか勺たがωtilt後にはMVD

とVSAの2併では。1VDに比し有窓に低かった".
1) 

5結愉
2良心鑑息宥絡に多後続変や沼・a首位狭心症"容で
は， tilt後"低周波観械の医受容体反射の低下が大き

いため， R-R "明開園変動の低周改減分が 1111 畿に~下し

た
また 慾・a菌性挟む伎においては，その低い動脈硬
化にも側わらず，館周波領域の.. 受容体反射の低下が

認めら，弘、この雪信感におWる自修神経調節の鍋常が示

喰された 今後."篠息息宥の心拍変動防低周.成分

の蝉駅に" 住憲を聾するk考えられた

S 文献
1) Bemardi 1.， Lcuul S. RedaelH A. et a); Low 
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運動負荷時の呼気ヵ・ス指標は

心機能をどこまで反映するか

小池朗・足立憾雅・・ 矢島隆則" 丸茂文附・.'"江迫附・・

目費調院般取2は日okの法.，より，心抽出量と動飾脈

臨調隠岐差のmから求められる また呼吸商死鐙倹費尾
市。血中のこ般化民家分圧が-，起の条件下に.いては，

m議後取袋の測定から三自慢化炭索"尚武，~~婦の鮒

が推測できることが川られているH したがって安調砂

防および縫皮の運動負何中は。む納幽~の変化が験禁

鈍取M 二機化政策緋111.偽気環の変化に影暢を与
えるζとが予怨される しかしながら持。一心喚息~"

に"いてI む般縫と呼気ガスm..の問事にお"る柑E警
は少な〈 陶F者.'"係については有IYI'，，:点が多い 今
回限鷺縦取鼠換気鼠合どの呼気ガス揃欄と心機悔

の関係について，安働時，運動向術開始初期，漸曾運

動負荷時に分ηて般討会行った

"安併時の心"能と呼気ガス禍婦の関係

じheyne-Stok白梅のM則呼吸を有すると tがあら
かじめ確認されている NYI!A11ftの心不全忠者s例
そ対象とし.周期呼吸と心概憾の関係を検討した..会

例とも坐位白紙m，ルゴメーターをmい 20W1分
のwarm叩後 6妙に 'Wずつ負何を鳩織する菌加

的漸噌負荷以...行った 盟信仰時より週動負荷純了時

まで ミナト靴製 Respiromonitor RM羽"により
b陀 ath-by-breathで呼気ガス分析を行ι、.たRIを
"いた在進殿山準の連続的な測定も同時に行った

閣lに。安静崎より般大負荷までのti)ll;C!出車と繍

気震の変化を示す 非常に興味探いことに，金例とも

"，o時とM の運動伐淘'1'に.左雀脱出羽ドk検気.の
附則的変化 (oscill~l i削}を舗のた 同有の刷期的変化

のm~の位院は若干ずれていたが。周期肱'" ま向 日{約

l分}であった特に換気量の周閉的変化".中等度以

tの負制I~ fjいて梢失した

胤尉総'"同刊人;'i'ftflt!l'1Ui雌
白 阿 凱 2内制

{守川削削..刷削 l -$. ~日

友重駆出現怖の同期的変化はむ抽出血と飾血...の周

期的変化の存夜.示峻している したがってむ有余血

管において時針見られるα健ync-Stokes様の周期呼
吸" 肺血流の閥倒的変化巳よりもたらされている可

能性が示された また今回の鮪拠より。安静時および

鰻8置の躍動負街中".検気とむ傷能の聞広司時制時な連関
が存在することが示され1

"選動開始時の心..隠と呼気ガス指標の関係

陳日性心筋慣，.. ，宥..例に."て.巡動開始時の俗

習慣".肱飛とも物館の関係を検討した" 企例とも錯そ"

白紙"エルプメ ータ叩ーを附いた位度の負荷肱(40:1;8

w，の一定軍選'"負荷鉱験を，"凋行った安併時よ
り連動食街純了時まで 10妙制限に.，による心鮒111置

の測定を行い。また呼気ガス分析偽""山 by.brcatω

む悶'"に行つ作 閣2に，在費駆出郁が比較的傑たれ

ている症例{左車駆出率 ~.7%Jと低下している症
例{問 30.8%)において!一定Z陸連動負制倒的柳寿のR質

素綬取aの変化を示ヲ 左笠駅Ii離が低下している縦
例の抱索後取a誌の増加".左ヨ"魁幽毒4が傑たれている
街道例に比較し明らかに遅延していた 峨紫綬取2の.. 
1.除隊に対し 次の倒散問知念行‘域専定数を求め t.'. 
草原邸調院が3>%以ょの君事句。例}と 35%以Fの貯"，
例}で比依したところI左怠骸此i準の低い"で時安定数は
有窓に紙袋していた 心倒防Jtの時定数む徹頭個略取~

の町定数と同線に，まヨ包駆出率が低い群で延提してい

た〈凶"

a院ヨ院a略取粛の時定"と心鈎耐震の同定敏は ともに
定事"出事が低下する臥ど延長して泊。."Jt阪取震

の時定敏とむ摘出~匂時定散の聞にゆ有"な正相関が

隠ぬられた 以土の綿蝶より迎岡崎附伯尚，，'医療僻取繍

の槽bI!I: 安錦町の心織犯とと bに溜..時のン納tfU訟

の淘加.反映することが明らか，.った

"漸m迎動向仰の~，鍵簡と呼気.ス繍婦の関係
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心不全患者5例に釘吋る直鍋I~;湖周.負荷
時間険気量【vo坊と玄禽篤闘車(EF)
{文献2よ"山}
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線自慢心筋梗.患者2例にS叫する 測，.運動負情崎($W.6 it/lll】め...鰻耳障量(VO，)の
度化'"パネル}と"例金例の限集積取・の碕~般の比綬{省パネル)(文献 3 よ 9号 ，m ，
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伺開1目性心酪硬直患者
とお%車請の愚者で同

GiZrFe&uap szl } 。{ErFo〈uSpZR2J 心抽出量抑時定散の比
厳f文献3より号1!11l

22例の鰍日性心筋劇溜邸脅において.班録的調断'"湿

動負何中の般車縦別院織とむ徳'"量の関係.繍射し

た"前蕊のごと〈 両院鍬熊取2置は呼気ガλ分析により

迎鶴自りに攻め。心納tll!量"削を附いて"紗留に欄定
した 般縦m取盤は負衡の""震に対し陪"直線的に柵
加したが!心伯尚蹴1:Ana..robic thrdhold(A 円以」じ

の高度令負制に"いてf管制撃が低下した したがって

附*関取.ι心術Ul鎗陥凶4に示すように.AT以下
"比観的縫い刻動こ."て陥偲l，filCUI餅関係告示した
が.AT以上の食砲に"いては殿様鰻取践の.."に対

ずるも4白tll.の峨加が全体的に低下し また微鏡.~

aと心伯尚~q) 1I!l雌にお付.. 定例問のばらつきが火に

伝ヲた 以上より高度抱負荷において".醜端担略取.

の変化から心納til盆の変化@鰻到するのは附鰍で.る

ことが示された

S 繍商

心~&.者に幻いて仰られた呼気ガス1Ø1t(~臨調興関

取民， tA~.Q) 1;1;， '1t縛附.~動調鰍時I およ び綬慌の

漸刷Z駆動向向"においてはも峨胞〈怖にむ銅山M)O)変
化.反映す~tll，高1宣伝迦動負荷'1'は心...，舵以外の因
子'IJJ膨轡を大"受付ること.'明らかとな "，1.. 

， J定舷
Il Wa誌"m酋nK. Ilansen JR. Sue DY， et ~l 
Principles 01 excrcise t醐叫Rand inte叩r~la

lil)ll， Philadelphia. Lea aod FeTiger. 1994 
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fJVO~/ fJWork Rateによる心血管機能評価
VO. plaleau例での検肘

俗本高宏・ 5高木博・ 尿器提志・ 砂川賢二・周野蕗明・
佐藤徹・ 京谷脅沓・中酋箪文・ 後胤第一-

む肺Z自動負荷隊蹴での VO，m同認す令bちVO，pla 

tcau (PLl 1;1.":"血管働能のgQld山 ndardとされてい

るが，心療u者では PL61銅賞梅毒れる ζ とはUしろ
少なくり働大負術時のvo，す伝わち peakVO，がむ
血管複憾のm..として用いられている しかし，この
肘沼kVO， 1;1.患者の川QUVaUOfiだ"で仕し蹴者側が

謹動傍点をどζに飯定ずるかといった主観的妥当憶に彫

.されるたのI 必ずしも信械で$る術欄でない可能往

があり.よ9務縦約な指婦が積立されることが箪まれ

る本研究の図的回答磁的m婦のひとつと考えられ
ている負荷強".. 大に対する vO，m加の組g..fなわ
ち.::IVO，f.::lWorkRate (WR)帆いかに忠擦に誕の

む血管個展指 (VO，m.討を反映するかを明らかにし。
その桝鎗主主F費者静的怠畿について験ぽJずることである

! ，町議
4υ腕選抱負，.，総蹴.行った成人心銃剣息者il!ft559 
例{平吻年働"磁】をtH'!l::し PLの省織により 2
"に分納したこの 2M~で， ，盛大峨禽縦取民()'L(+)

"で);1.VO， max. PL (-) 宮容で1;1.peak VO，) とd

VO./.::IWR 1:の制闘を比駁した次に.Pl(+)Cfで
.::IVO.f.::lWRから VO，maxの予測を以みた 週動負
荷);I.，B!.白血自伝'"エルゴメ タ にて毎分 15ヲフトの

値観限界性ランプ剣裕を行った .::IVO./.::IW恨は ラ

ンプ閥的後B分よ，..ランプ時間の 80%の時点まで
のvo，と WQrkloadとの捌備をー次回帰して算出し
た今回附いた PLの定穫は負荷強度刷大にもかかわ

らず VO，の増加が2分間に』ωm'以下の姻合PL
(+ )とした ただし心筋.. 血による PL例'"象外し
た。

国立胴幽lJ1It: :d'一瞬肌関川1
C干描醐制l曙帥 5-?-!)

s鎗"
559例中 os例でPL<認めた PL (-)鮮に比し
PI. (+)併で鰻大限*擬取M"約12%少なかったが。
属大甥漣負荷盆に"鍍は鶴められ舎かった年10，低
体留には 2nMで"'1;1.見られ.か..， 1~ 【機 11 。

PL<十〉併でのo火般衆m取鼠 (VO，max) 1:.::1 
VO，/.::IWRとのー次個婦による鮒関 (¥{''''0.66J怯非

常に粛し門{ー'"でのa最大限策担買取M:(peak VO，l 
!;: .::IVO，んのNRの側関 (W=O.51)よゆも有窓に高い

相閣を示した (p<O.OOJ)

1'[. (+】昨で VQ， max !;: .::IVO，/LlWRとの側偶

者相殺関散回帰ナるとさらによい船閥【W=0_ 75)が
見もれた〈図)10術} この個婦式含附いて .::IVO，/LI 
WRから VO，maxの予凋老院みると.LlVO，IAW院

が9以下の肱例では予棚梅市'"畿拘%の，.，.でvo，
mHXが予測可錐だった{凶'下僚}

! ，崎績
今回の償問により..::IVO，/.::IWR);I. VO. maxと良

好な倒閣を示し..tJVO，/LlWRからある翻度の納度で
VO， mll四が予測可騰であるζとが明らかとなっ主 ζ

kから.I1VO，I.tJWRは綱演の商い客観的信心'"債償
隠の鍋俸と考えらねる

心。u智楓艇の.."'， して0).dVO./.::IWRの有阿佐
はこれまでい〈つかの鍬告で検肘されて倉た HHnse回

ら"は，個々の心血管疾".省sl例で"健常例に比べ

.::IVO./LlWRが低下しているミとを訴し。原続患に伴

う末制... 織への磁調院選組能低下あるいは遵廷がその原

則であるとしている また.5<Jlp)ら"陪，む不全瓜脅

η例での.."で心不全の..，置と.::IVO，/LlWI~ の低下
が関連すること告示し 梨.. "'.への血施低下と迎動

筋での傷気性代謝の鋼回大がt1VO，/.::IWR低値の'"附
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心疾患における運動時の心肺反応と心肺相互作用

山辺裕・紛鑓賓惚・花岡修ー・俊郎槽昭・，"本，..機山光宏・

s 目約
"動に対するむと怖の'"ιの..似誕生相迎d誌を 容
腕ポンプとしての同線磁の符慢ならびに相互作IIJの観
点から む疾患窓税金針織として検討した

'方冶
対象"鉱型自照心筋1A32伊L隙制俊心筋梗構2591J(1) 
a町線飽陣容を主"とする僻51例である
組動負荷は隆俊エルゴメ タを附いて鍛大負笥4量得
ヲた負荷のプロトコール陪約10分間で濁働.'鈴7す

るよう各血者毎にラ yプ負荷岨量準を決定した indi

vidllal ramp proto咽 fで.る 呼気ガス分併をミナト

医将字社債RM初0'にて行ヲた肘鯵脈より.プず

カテーテルを腕動脈に棚入し，混合"脈殿様飽和..

迎旋'"に潤定するとと bに膨動脈圧を測定した パル
スオキシメ タで動脈血目横滑飽和問貨を測定した これ

らの耐とヘモグロピン傭より Fick淡にでむ鈎幽患を

計算した運動防遇制繍気の欄婦として VI::IVCO.

slopeをRCP点までのVし:0.とVEの次相関式の
傾iきとして興出した

S鎗.. 
図lIU闘"に週目動..・R備に各側目前の変化.示す
認働.の柵加に対して，制度，帳消'盤(VO.)11鹿線的に

..加し。心伯尚昆(Q)l;l~自動後半周囲加が照打ちはなる

のに対し.分時IAtt.(vE)はむしろ則自加のol!l':tll強〈
伝った 心む腕もいずれも温動量の憎大に対しでほぼ

直線的に容積鈎m...加させるが軍大運動に向かう
につ九てその反応は仰釧&過大反彫の逆のパタ-，を

とヲた

神戸換 F隠字.. 陣l内斜
，.曲一ω""戸刷』醐酬 7-5-11

凶'"還動.の榊加に対する…困拍UlJJI:(SV)とー

図像気鰍(TV)の反応を示す SV信組動泌相始後附加し

てすぐ虻寄'"色左伝')向島大...闘で怯むしろ減少を示し

た ζれに対し TVI;lMt胸像単に必いても附加の制限
は鍵，.であったこれらの反応隠悶』でみられた Q'，

らびに VEの反応と対応ずるものでるる

運動時の制俵血の藤岡と金る腕動脈舷銀湖底.みる

と安静的1:Hmmllgよりa置づ処遇勤時20:t9mmllg 
aでよ界し.1自動的の附負荷の咽加に対して心"のu
yプヲイアンス~"応で曾ていないことを示したがf

'"防岬鵬動脈IEとTV箇は有."相聞を示さ従かっ

た(，話。 20.附】運動"の.. ・血l;lTVの増加反応に
直俗的"'膨曹を及ぼしてい住いと鯉定された。

図 3 に I~ ， Qを栂成する安織で.る.，勉敏旧制と
SVのいずれが関.kQとよ9強〈傾潤するか..捗よぴ

VEを構成する喪様であると呼吸散(R附と TVのい

ずれがocakVI::とより強〈側聞するか告検討したそ

の錨札 ocakQのocakSV 1:の剛関(，・0.86，p< 

。ωlll;l関akHRとの“開(.=0.41，p<O.OODより

高慢であヲたのに，.Jし。 peakVE陥 ocakTV信らび

に例.kR艇と同母の側関(r=0.61，p<O.OOl幻よぴ

，=0飽， p<Oω1)'示しf，

週働時過瞬俊気の術保VeIVCO.slopeは巡動向堂側

械としてのpeakVO.とr=O.58(p<O仰1)の潤いー

次相".示した -11.peakVO.はocakQと，=

0.86(p<0ωIlの高度のー次何冊告示した結集とし

て院.kQはVI::IVCO.510関と r担。ω(p<O.ot)の
進相聞を示した 同じ結果をこ次側関で飾衝すると

r=O創【，<0ω"と'"網闘がみら"週働時の億七銅

山.11.;8刷，.，.に制憲に倒穫していた

S喝破
運動時には骨格筋代謝の綱大.維持するため，ター
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ン才ーバーが緑色遭い殿様とニ"際化快調障の倹船錦織を

緩械に田町節するための惚胞がむ，怖に隷ぜ角れてい

る とのうち殿様"倹船についてU心鮒tUMの期大がI
またニ般化製索。J排献についてU侠気の綱大がその.. 

節に凶弾でるる" 今画定翁随隠障制陸自信組，.対~とし

て週働時のむと防の反応を対比"，.

検討の結札 ゐ伯尚儲必よぴ換気肢と"躍動時の代

謝のh聞大に"してー定νペルまで直線的に網火する
が，新I9ltll:雌動酬の後恥'uIt1UI!l:UJfi大が純化し
倶鉱は逆に沼紛後半にm大が完越喧 o&1t.がみられ
た 溜動捻・ずのむ納山M 大の純化" 個納山気を総

得で"訟〈なることに依存していた 選働時"一回納

11IM:11I大の制限は左箪鉱後期医の上昇を不峻ずるM動
脈庇の上昇.伴っていたことより，友貨の収縮飽むよ

ぴ鉱傑舵が趨.胸中の飾録湿慌の"'.に対応しえな〈な

ったととそ示唆した"一方，運動鱒の娩然反応U一回

復鉱震の駒大に磁打ち反応が乏し〈 左箪惚帯性心疾

忠に"いで".の抑制ポンプとしての反応はそこ街わ

れていないこ k告示した Uしろ辺働飽の眠い組側に

ニ般化炭誕の榊加に対して泊刷危険気の綱大がみられ

た ζの過網険~"泌齢附のむ刷lリ北と逆特別告訴し，

肺..mの不足に組閣する商 VAlQミスマ，ナが生じ
といることを示唆した勾 ζれ陪心M鳥島に必いて溜動

的にみられる心飾綱瓦作則の一つである 週劃艇と渇

刺繍気の繍闘はおら<ut向山震の低下による腕血塊再

分胞を介した娘"によるものであろラ"

9結諭
心'"雌に"いて，心と腕はmw移"...加"きるこ
とr趨働時の富崎製充過に対応するがl 心ではー図的出
の低下のため心tom反応が制限されるのに対し.肺で
ほ惚気反応 1;l ~J服されず，低唱J納fII例で倹気"創混ミス

マッチによる遁働時過剥倹気を生u縦四と伝ってい
る

I X.氏
。山辺織金秀俄倹山光T..Iまか慢性4じみ

金におりる運動樹容能'"業紛送能術創制倒

1993; 14; 421-430 

2) Yamabe 11. hoh Y. Yokorama M. et al: The 

role 01 cardiaば outpulr箇凶nsein bl00d now 
distrib凶 ondll叫似叩皆川剛酬s州 h

，h，側 chcart lallu陀必..Hearl / 1!l95: lG 
951-9略。
"山辺怖心不全邸者の躍動耐界艇を胤定する闘

子 附臥視儲倫流との組合わせ 'f1lCrN，仇
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図 3・大""幽..よぴ.大働集置の...嬰aーとの縮問
a長大心姐出.1併akQ}I#・大沼働時 伺側側 .I~・kSV) 1:高位に 次制帽
した 策大".，襖";.(ptakVEW.a大沼働"のー聞週色気.(~ak TV)と岬<1
.【.."健闘と陪ぽ同等の佃凶.示した

日帥

1，..ω" 

、

5 10 IS 初

I'eak Q (Umln) 

図 4 温働時過刷険Mと運殿"もφ自由盆の関係
VEIVCO， .Iope 11凶両'Qが小企い般大
であり，週船時遇制倹気に心.幽盤の減少
会関多していること.示復した

1994:15:2洛3-260

~ ) 7.ad M， Dever1<lra KA and Pred・manKS 
''''・onaldistribution of lung perfuslon and 
ventilation in pa同""州hchronlc con胆 M
heart railure and its relationship t。ωrdio仰l
mon~ ry hemodynamics， A川 Hwrl/ 1989; 

11 : 887-891 
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軽症慢性心不全患者と軽症慢性閉塞性肺疾血の

運動時の呼吸応答の差異

安途仁・ "問智之・ 磁"前倒・機井繁樹・ 外山4ニ・
内磁滋人・!ffよ附彦・盟附枠・大島茂・ 谷口拠ー・

開率性肺疾息(COPDlと鰻伎む不全<CIIF)Iまと b 

に労作時息切れ舗を主鰐とする しかし。同自民患の主

伝概稽低下館位服飾色七鵬であり拠"るしたがって，

"作判息切れ婦の宛笛般市もこ者悶で"なる可白単位が

ある そこで今回臨床上関脇aの労作述S息切れ必を
示すCQPDt CHFとで。針作時の検気胸需の杭鰻に
よ畠いがあるか密かを呼気ガス分続を周いて検討した

， ，町議

Cllf U仮復型む筋症.よぴ隙111健心筋栂筆陣による

NYUA 11度の息録者8名を対..とし.COPDは肺気風

安原簡とする Hugh-lones分銅目度の息'"名を対

象とした 岡野の身長.体成年却に翠はなか勺た

CUF の平鈎左蛍IUllll院(I::F) は ~0.3%. CQPりのRF
li 62.3 %であった 【')j.呼吸鰻艇に附しては CHF

の%VC(vital capacity)が1ω5主3.5%，FEVI.O 
%が81.0%t，t bに疋常筒郎内でるったのに対し

て CQJ>Dで陥そ"ぞtt9S.4式12.1%.49.9士15.1% 

と附'"自のパタ r告示しτHた 自転'"エルゴメ
ター会用いた心肺週動風向採MHCI'XJ{-行い b，伺仙

by-brω'"説川u て偽銅鉱(VI-;).縦割限緩周仮処(VO，J，
二階化状現時制作山1iI(VCO，)呼吸困散を測定した 呼気

ガス分4商談限はミナト社側八也280S~Jflいた 選動

負荷依駒のプロ かコールli.~ø‘分間後 20W 定

mの岡山"ゆを4分間行川引U'!.きl分間10Wず
つの ramp 負荷を症候限界位に行ヲ I~ . An純 robic

山岨蜘 d11. WailSennanらの方法"に縫い決起した

岡崎に.心他出'置を，左よ肢に胸躍したカテーテル

を刷いて，ジアグノグリ四yを附いた色衆希釈訟にて

き省定した

剛州問楠4巴"，.-
('1" m醐 S岡市川町 J12) 

s ‘重県
COPDのm 醐 Qbic ther山 Id(ATJは 14，6士0，'
ml/min/kll. CHFのA'Iは12.6土2.4ml/mln/kgと
両者"に核はなかった(園J)また.ATB.Jlのi上場事も

COPD42.0主5.3walt， CHF39.3土10.4watt t有2ま
なi!l;l1lめられず，心肺骨絡協の総合的な11能として
はニ静附に省倉重他会いζとが示された

色司院希.，首長にて湖定したむ鈎'"盤は闘2に示ず、ーと

<. ~ft砂時 CQPDU土l.ll/min. CHF3.3士0・iI
mmとCHn容で有意に少なかった 20watt週動問。

A1'時もやはり CHF併で有怠に少仕かった

..動中のむ恨慌の指楓と"るe大股*脈(peak

.COPD 
OCHF 

悶 1ooI'D l:!.ttlCIII'咽酬輔

同町

2

・・・
4
2
@

R
'
a'
 

。
ヨ
a吉
。
。
。
当官長
E

.COPD 

ロ'"'

20W AT resl 

図， ~齢ゅの ......11'1蜘EのR:lt( . : 1) < II.n~.v.... t:111') 
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• 。
CQPD CHF 

掴， .大a腺"蘭.. 鍋眠'"暗.帥kVO 
(' : "ド<;0.0郎.. 惚‘ Cα印H削刊

" 
RR 

醐

• 
刊
。

1醐

z " o 。
『叫 2脚肝剛"脚師

個 d 負荷智噛*<岬ql!!lll!l!(Rnu，J; (弁-(!l
繍侃且(TV)(. : ，，<0応_CIIF) 

COPD CHF 

図s・女温風"の*嶋血...相lI(spO，)
(，，: ，，<0.0]略 CHFl

VO，!HR)仏c.ardiac. Q~t仰t と問機に CQPDn

9.'企1.2m/lbeat. CHFn8.0土1.2mf/beat!:. 
CHFMで省怠巳~mを示した(凶Jl

白河町泊中旬呼吸困微を見ると1 図4に示場ごと〈

食"的，初watt負荷時に1:1:CIiFとCuPDとで街窓
釜は生かフたが， ATνベルになる!:CIU-'で針。±

'.2悶/分に均してα)PDで1:25.6土.. 9図/分と
COPDで帯意(，，<0.05)に多〈なった 't1:.. -回検気
M，̂ 可 νペルで"CHFのL2日8企207m/に対して

COI'Dで1.¥09土318ml t有意(，，<0.05)に少なかう

た MVV(鰻大分"'Ifl~.)~~峰山 VE(A大選動時鋼R

UIを温動峨了"の呼吸予備飽とすると CllF騨で

1;1: 44.1土6.0f/minとまだ余裕があるのに付して.

COPD静で1;1:10.4企10.61/minと呼吸予・鱒の低下
が矧者であるこkが留められた

峨大温勤時の弟'M血峨蕪飽和"はCHFの97.0士

0.9%に対してCOPDで92.8土1.3%と有窓，，<

0.01)に低値で'7た{閲5l

Re~p;ratory compensotion poinlにおりる三隙化段

COPD CHF 

悶 6呼吸也f宅問機鏑(RCI':f・酬rato.y
".ゅtneatlo約 pol~t)ロ kL1iIニ臨
例閣察機~自a{mlnlmwnVElVOυJ 

__COPD_ 

VIQ m"rna'.thl~l 'wo.k o( brulh略〆、.--、、
'vOIVT 1 ，.0. alrnow t ~L.，Ut 
¥ / ・h$lrutl剛聞・H，、、/

h削"・-。η'句租Inm.nl I ~'n ， IJ ・a・町 e・p・ d'y、、、--
n~rd・t L1mU.'Lon (dYJpnt・3

悶 7 K. ¥¥'8闘，.rm凶闘によるCOI'I)に..する換気興費旨
の出現... 

難険夕起当J!.:(VE!VCO，)はcorOD39.4:!:6.H，CHF 
11'37.1主3.8と商場とらに棚$値'"考当センター

でのfacemnkを鍵mしての健常人の平均"約30
位}ょ.，IJ. i'iiかったが。 二者間で肱有窓"陥仕かった

{国61

! ". 
今回の倹射よ， H，山 j，咽分銅 11<1幻よ U

NYHA分矧11度と，日常生活で岡純度の労作時呼吸

困信感を示す001'0とCIiFでも。運動負間以"を行
うとその鈎気パタ ンに遍いがみることが明，~とな

ラた すなbら COI'Oの"うが何"".の沼働レベル
にS肘ずる呼敏岡散が多<.CI-I~'よりも，より，趨<~
い呼吸になヲていることがわかった

今回の伺耐mumVFJVCO，はCOl'Oでl>CUFで
6，ともに当センターにお"る栂畑鱒(28-32)よりも高

舗であった VE!VCO.は生廟学的死脈織が多いとe
に峨加する" そして生哩学的死餓然随想奥気自制'"防

衛分布の多さを反映することを考えると， COPD， 

CHFともに鴻動中の"'M血線不均四首分布が多かった

ことを推脅さぜる

COPDの喝合，死舵，.，孟次"ニつの複予により増加

する ζ とが考えられる す伝わち白ひとつは。網保管

支から飾腹νぺルにお付る呼吸器語系の卿制学的な変化

により倹鈍不崎信飴咽がm加して換気血誕不陶衡分布



を噌大させるという.""である むうーつは白長期a
におよぶ呼吸不全が右む負荷を制き選動中の卸血砲の

附加不全をも"起こす節操.運動中の脚血管wの槽加
不全が必こヲて傷気血疎不均衡分布告引 .. ，こすとい

う優序であるt

一方。CIlFにおいτは気管支必よび齢胞νベルの解
剖学的な変化は遁術館ぬられ会いしかし CHFでは

む給自民測定の航製から巡働ゅのむ収焔不足の存在が

示され ζれが肺血併鉱傑耳金会伺いて 網目気血機司

陶術分布告aたしたことが考えられる そして運動
中のむ傷能低下の担IJW.，~じ納IIIJ誌と peak VO，fIIR 

の"難からCOI'Dよりb嘗だしかったことが示峨さ

れる。01'0が週劃やの血線嶋加不全と気管支.の鈎常
両者の機序.合.，.持ヮているのにたいして CHFI~ 

血流分布"'.町不全のみに倹気血流不処断分布の~~が

依存しているしかし CIII'の血施分硲興需拡COPO

ょ"務だしかヲたため，倹無血8眠不均衡分布の制度

に霊がなしその路線でるる min!mumVEJVCO，に

有窓径が"'なかった ものと場えられるt 網.~血，.イ幼
衡分吻の榊加怯悶7に示ずごと〈呼吸歓珊加の一つの

観序である"が mloim酬 VEJVCO，が∞PD.CHF 

両者で岡飽皮であることから。 関折聞の呼吸白微に袋

が"'たこ との蹴明には信らない

そニで，趨動中の混合血菌加.飽制度倍以川に着目し

たすると.CHFでは遜動，"にもS凶sが低下しなか

ったのにたいして corn!d鳴で"低下した 今回の

む臆 vω.30 SUPPL.3 (19唱匂 " 

αOPO継者は，"等鑑のm出血の恩者"であり.CO，ナ
ルコーシスに陥っていな〈 時吸困歓陪三般化旋律よ

りも倣黛に依存している したがヲて， ιOPD"， I~ 11 

りるs"o，の低下が同鮮の選動中の呼吸散をCIIFよ
りも迎〈さぜた原凶で~る bのと魁われた

以上 日常活動にS仰bて同限度の呼税制緩感"，，'1;す

じHFとじ01'0Iこおいて遁動中の~気.目ド"'ぴ呼

気ガス術慨を比較検討した その餓身tCOPDにおい
て， よ9迎い呼吸パターンになることが峨策された

I "隊
l】""附 Wし LamarraN and W~田rman K 

BreMh-by-breath rr理a剖 rementof tru出 .1，ω
Inr 1I:1IS cxchange， J Attl Phyu/JI 抑制 " 
1662 - 167~ 

2) "ぬavcrWL， Wssscrman K and Whipll IIJ: A 

new melhod for d氏自ting山e3nnerobic I抑制，

。Idby gasexchange.j Ap，μI'h)l$;ol 1986: 60 
初2ゆ2027

3) Juralsch CE， Whipp sJ Hutsman OJ釦叫、Va!レ

serma凡 K:Ve河川Ilatoryco川 rolduring ex同仰

向旧1m副陥tribut刷。fV MQ in lhc dcg. J 
Aゑ似 Physiol】932: 52: 24:'-253 

.) Wa皿 rrn811K， 11民的senJE， Su陪 DY.Whi印刷

and Casa加 riR: in Principl伺 ofexe問腿t凶
Ing and inlerpretation. ~礼町cornl edilion. l..ea& 
Febil(cr I'hiladclphia. 81.199. 
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慢性心不全の心予備力に対する

ピモベンダンの長期効果

宮峨包子・ 磁野弁英次・ 械'"ヲ，.，・ 石副院久也・ 石板実ニ・

.fnrn攻・能沢..・井よ陣・篠山虚脱"

カルシウ"極安値噌強作用を有する続いし強心郷ピ

モベYダンの長期効果について...まだ不明信治が少

.<ない 筏々の倹"で陪台本網により自覚依"他者

'.に，，，.したが。その効燥が心予備力の噌大によるも

のであるかは不明であ勺た"従来，心予備力..選働時

の血行動尽により評価されて宰たが.慢性む不全也者

に線。返し観血的検輩を行うこ とは爽噂的では信い

調量近を是々 は運動向時の 回換気.呼無線悲劇階..nス調険
度関係が，運動時心予備カと相官槽に関連すること告側

告してI!1~" 今回本訟を悶いて強心鴛ピモベンダン

の長期有効性が。ゐ予備力，，，.大を介するものである

かを検討した

s 方濠
NYHAが11附以上で安"時左"駆I担分画が，，%

. ， -
SAS (meta) 

Peak VO， (ml/minl 
LVI>d (mm) 

lVFS I%J 
ETCO， (%) 
TV (ml) 

'-'土...

m土，，.

'''' 2~ . 1士 1~.5 
5.49土..槌

'"土...

未到の慢性心不全忠告"例を斜線とし..間作Z誌にピそ
ペングン'''0例とプラセポ僻"例に分吋 投与俊平
均20週.で泊肌.恥cili町制ivity闘 le(SASJ"と

~M時むエコー闘を，，.面した さらに各'"，時ずつで

は.役与前と役与後平絢20週闘に多段階漸楢運動負荷

猷般を行い‘最高周陣織S陣取.ω-eak¥10，)むよぴ時犠性
代II!閥的点(RCJでの呼気終宋段目障が，測!l(ETCO，)

とー回検気.Ii(TV)を創定 した

. .密集{表"

ピモベンダン併でほ5AS1:街S震に改"したが。 プ

ラセポ"で..明らかな在化を包めなかった また，ピ

モペングン瞬では金例健司院に検~期間を鈴了したが，

プラセポZ撃では心不全の噌事のために鋭必した症例M
S例あった I'ea lυVO， Iム関~H: t>"U窓な変化を示会

般与.

.. ，宜LS・ 3咽3主 1.2 3.'土..，
'"土却3 同3士，>0 制9士'"

"土" "土>0 S9:t 10 
26.8主1$.0

" ‘E土10.5 20.6宜2.'
s 制士0.67' 4.74土0.55 4.61土札ro
u 
Ivlt)' sc:ol， 

LVDd 左窟依袈期健 LV~'S左室内~旭鮒栴. I';TCO，岬喰也代償側始点にJj"る
呼気際費保健榎ガ，漫皮.TV 呼領佳代慣欄鮒点にm，るー旬像気温

ヨ，"，陸将織縄大学概2内向
【干…lII~Hfltl引酬

"r.l1II畑町叩嗣脚

"..醐問問醐川個別



町田川
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" 

“ • 柳
町田'悌3-
“ 
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M 

醐

明

酬

CUlUrol 

憎".
ntol¥'_c..。

S揃

前

Co"".1 

¥ 
亙L 4-町'マ........ 】
I'I.ct1H> 

制 醐

"・"山町，..

'* 

l醐

園 l ピ司Eペμダム〆按与倒，プラ包柑~lit事例での道路崎トー

vol."，・}岬~併*M'回ガス温度

している Tidalv""UIIW 伝U明らか.~化信認めら
札伝い下院l私網a女性の髭.隆盛心暗aにIlItd
プH ポ倹与捕後での"d・1volull1e-ETCO. M偏.鍛，役"附《口》に比ぺt!):!;{I:(・)'t'U幽線1主体
がぜや下方ヘ随位し胤:でのlid川"凶砲と
IITCO，も低下傾向を示している

む腿 "浦JO SUPPL.3 (1的問 n 

"か.，1...1e1t時'-" 同時処U.ピモペyダン僻で
左益鉱'''.aが111'/，傾向を示したが その変化U爾僻
"有志でUI"rかヲた運動嶋TVI'闘"とも変化し
盆かラた倉" ETCO， 11. ピをぺyグン"でのみ有~に

よ併した!悶lに ピをぺングン例とアラセポ例の災

聞の rV-ETCO，関係を示すピ司邑ベンダン例では役

与別に比べ総与後隠関係船織全体が.1011へ鋼mし.RC 
でのF.TCO，(，明らかに綱大したがプラセポ例で".

"与後かえヲて下方へ偏位した

S勾.
4これ.でのa々の儀後む司会."骨.対象とした倹"
では安静時から俊太運動的.でのむ係散の変化と

RCにおりる ETCO，には r"'0.6・の肺動脈..入庄の

よH.I::RC に""る TV に I~ r=-0.61の有窓生網間
関係がめった"今風ピそぺYダyにより RCに"

"る TVの変化が小さ <.F.TCO.の噌加が有"で.

ヲたこと...本剤による溜鋤闘の脚動脈8耐久艇の低下
，り.~楠111予.力の噌加b!*!かヲたこと告示後ず
る今回の繍討でIJ..peak VO，1iピ司Eぺrダyによ ワ

有窓信度化.示事信かヲた こねU 慢性<'1之盆.. 者

の開IIkVO，が。心予備力だ"で信し溜働筋伝どの来

初凶予にも組定されるためと噂えられる 以ょの成鍋

は ピ毛ペンダンによる白，，，.. えの敬魯が.~予備力

の内聞大主関遺している可能性.示慢する

， x・a
J) s.，鈍yamaS. As.anoi 11， K副hør~ Y.cl姐I:C川

cal efl~t$ of long-Ierm Idmin;strat;on 01 

pimobendan in palienll with modcrale COIlJ{es. 

tiv<! helrl fllilure. f1t:Orl印刷 9: 111-

12. 
幻自.. 尼子..陣野持薬*.む編久也。ほか趨勤時

ー岡."，盆呼気健司依雌1Ii!:tI;乱調度関係の脳同配的

11. 心臓"殉7:29(M明訓り ，.揃
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換気指標から心機能のなにがわかるか

伊到興轡樹・加脹 現・ a公本晃絡・ 大宮ー人・
イ命事敏生・ 渡辺隈・ ...細三・

む刷運動向柑鼠厳から栂ら"る個繍".濁動'Tのむ
.絡をみるよで..，めで有mであり ATや院.k
VO，陪その代後的術開kして期信仰さ九ている しか
し a最近Mさらに多搬な術棚がmいられるように叡ゥ
てきた そとでそれらの自民気街欄のうちい〈っかにつ

いて概観する

1. .階釆自時刻)/&.111
Fickの式(OO""O，fC，同.，，0，】から明らか盆ように
..議後取鰻は心紬幽Z院のよい術舗である しかし 当

照動".. 陵概念有...登をどう併偏するかによヲての

評価は変わる

A'週動開始時蛾豪担略取震動邸
溜動開始時の厳粛機取調tJt91Jtl1J:図1のように''''に
分砂られるこの内の鱗2相は槍敏隣徴的にvo，が周回
加，るので銅像団側し。同定散としてその応答溜虜を

求めるこ色が可能である ζの網棚"週目的調鮪切の心

伯出.，動"鳳鍛集合有..格療の応答を反映する し

かし運動胸始怖に心納散が9銅剣lしな"例やきわめて強

い心不全例を除いて 心抑白星との紹聞の方が強い

また.~伯尚農はー回納幽.とu納"の績であるので.
温動開船軍事のや伯"の2曾加が強い例ほどそのめ;:5 1~i!I 
い一回抽出量の場加にれ臥骨繕筋ポンプにも依存ず

る)!.>.I:!需であるが.む鰍"の嘗与する綱合のノJが大で

ある さらに問ー例で色調動強度が高い雌ど延長する

{図2l 正常例でほ 20. 開始時で約2O~である

B'遍動中酸."聴取.. 動厳
題動中の100m取震の精細3制度1:.dVO，/.dWRと
して表される これは運動強度の定賓可健信自伝車エ

ルゴメ】タタどによる rampJ追加1隊"で得られるm慌
で。ヲ俊樹への蛾*愉送の噌加の極度安示し.還鋤ゅの

ゐ綱....究所側眠術後
..冊剛醐同区食料 7-3-10)

Vo， 

印刷o<W帥

岡 1①賀町 1m 沼鋤開鮒直後約加"惨問の急過な
vo，の僧加の同期で.m骨格筒からの静脈還施
が倒に到砲し.いので。心m出血の附加を.機反
映する⑨."綱と呼ばれ.VO，I1術.閑般的に増
加する "'.川制 "以下の租働密集~では 3分
以内に定解釈思僚に遣する このと8のVO.の絶対
陣⑤はむ..例で低<.4VO，/.dWRの低下の京
な原仰と信。ている ⑥ 0.，防凶，I磁調情不足】
(l) : O，d怜'"観樹不足} 週動中の0品e町'"が多
( '..: nl! 0， dcbl (，11'1加し，掲郵悦了後のvo，崎
忠徹1"の"延長する。

心伯尚昆の峨加の臨.に依存している しかし。 ramp

a附ゅの vo，の榊加の ~æは金腿過令通じて必ずし

もー定ではない鍵術例では。週動強度がるる但度強

〈なると体温上昇や呼吸紛の般省納骨崎大などにより

vo.の増加の包喧が噌し。 dVO，fAW食は噌加する
また。虚血性む男総患で".刷所心筋.. 血が出現した燭

合.む伯尚.. のm加不良.反映して.dVO，/dWRは減
少するそこで通常 ramol¥向開始後w何秒後(時定
敏の'-5倍】からAH少し鍾えるνペルまでのVO，
のプロ'l~!'-次回婚して求ぬる この指慣を決定す

る幽予はー定の渇動機貨に紺する儀費情銀理，.とその強

度のZ電動に付するa責務般取"の応答週目置である つま
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附嗣!unc!lo，..lol.1I
図‘ 竃覇防終7後の VO， 6・~倣{τ・ff)告示す
この時定数も運動指度が場加ヲるEつれて低
長ずるので白 このように属大負荷成験で比験

するよりも 同-.倒慢の-r:及附負術総践で
比較した万が心傷能分鰯や心不全宣雄~をよ

〈判別できる

に仲う時定倣P延慢が著明なζ とを窓味ずる(1M3) 
dVO.ldWRの正常傭は i⑮、20w/mi自の泊m，負

術以験でほ1O-1l川1/肉、/.で，年・0や性別による
設はほkんどない なおとの術栂は TIImps!叫把が急

倹になるほど栂下切るので. ~なったプロトゴール聞

での比較は闘嫌である

c，辺i動峨71時'0.紙少山録時定微{閃"
迅!動終了後の回償湖早期の腹集係取a減裂油線は星g
...やの敵機不足(0.dclTi町iI)t反映する したがって
2感動樹蒋純が高し般覇権働(0，dcbt)の少ない例ぼど飽

"筏取調置の減少が遍い 当然，運動強度が弱いと時定

数"沼〈。強いほど延長する 温常健常例ではt当初段
7直後から2分，.c，.C起勉例で113-4分自に変剛点が
あるので，そこまでを術数回織して時定微を求める

自覚的倍大負荷後の府定倣陥正常例で号砂、60健Cで

るる

2. VE-VCO，由ve，mll酬 ul1¥YE/VCO. 

"ψn.の納慨も心不全でみられる代倒的な過換気と
捌係した附側でめる VEI主Ilt:llOinl以下で倍以ト的
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年 a陪 ~土"
性 (M!FI 94/21 
体置拍車} 60.1:1:8.5 
占...島血

醜血性心餌阜 $S (d%) 

心筋a 17 (15%) 
弁.~ n ，四%)
その他 '"同%】

I'eak loa6 (W) ".士"
PeR~ VQ， (mll 1，280土m

a園 田y.196.91t 

Eミ'雪，0ヲ'"
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(mνmin) 
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VQl mlllt予割値

VU2max輿測値

企VQ2iI:J. WR  (mllmiω叫

国 1VO， mn主.dVO，I.dWRとの相聞{よ節}釘1.1.1.dVO.14WR flら.めたVO.mu予測舗との比綬{下島}

と線告している -1;. Itohら“".心不全忠清29例
での険制で4VO.!iJWR1:1;還働附の也傑散珊加と蹴

倒倒せず，連動畑eの血清ノルエピネフリン狼aよ郷と
網闘することを示し，心不全仰の代慣性..，.としての

遍働筋への血統再分布の結集心不全息鳴で 4VO.liJ

WRは.. ・"与るとしている 今回の観闘では白情習

の症例では..い遭働競aνベルからすでに VO，Itfr 
将位が決傘ヲているこkが庁唱愛されたζとから，心疾

忠盆例におOる4VO.I4WRut.‘.，:1;，週働時のゐ柏山
3・加反応の減弱によるヨIo1tftJlIJllへの厳粛~I回連延より

も。 II働時の金身での隊指利用の効8化を主に反映す

ると問時に，選働時に生じる."債角。"が....に訓回大す

るよとそ家唆しているbの邑考えられる
このよろに iJVO，ん汎V伎は心縦e~剥の~I助副容

織と続般に関適する...で.る可能性tl1t>9，"の心
血管観能 (VO.max)を忠終に反峻ずるむのと考えら

れ 符にrLを留め"い盆例での心血管‘胞の..簡に

結いて peakVO.ととむに考慮すペーであることが示

穫された

S 文献
"北岡総歳。ほか~'"息例の温動傍点に M切る

VO. plateauと白貨飽"との関連性心臓 1鈎4:

26 buppl訪 108-110
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PETCO，であるが適動強度/}'Dl<仕る~ PmCO， < I'(，.，CO，ヒタる しかし心~~:t.例で凶右の闘
のように醐中で...l'aCO，>1'四回，の開刷酌問、その削"柿崎岬わ と肺
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動中に"呼集中平均=.由化炭積分圧が PaCO.に近づ

〈ため逆に PaCO，より高〈なる〈閲s左}しかし。心

不全例では安飾的から前述した鍾血でPETCO，は

国 6

に動脈血中二酸化!U:H医(PaCu，)によ 9網節され
ている買運動中の 1'8CO，はむ不念でも健常例でもほぼ

40mmHπでー定であり VCO.に対する防胞，.，..

(VAlにU援が伝いしたがって.VEを噌加させてい

る民割前u究位働集11:(¥10)であり。心不全で陪呼吸パ

ターンの'"化k換'氏自.. 河".酬がvoJtt加の主たる

係閣である す信bち心不全例では，運動やの腕毛細

管圧の上界や腕胞~ ・間賓の揮掴などは飾のコy プヲ

イアンえの低下を招..】幽橡気.1ft.加を妨げる そ

こでVE~JtI加事せるためには呼吸監を珊加させ，い

わゆるを受〈遣い呼吸，~って解刑学的犯墜に組閣す

るVOが何回加する ー払遡動中の心銅山援の列島加が

少ないことは いわゆる hillhV/Q mismatchによる

VDを嶋加させ。併ぜて心不全での遡'胸中のVOを婚

すζととなり。その鮪呆VCO.に対する VEtll増加す

る(VE='I/A+ ¥101. Minimum vEJvCO， 11略眼佳代
償問団点 (RCPQintJで傍られE術上院はおよそ"で
ある

3 呼吸絡*二階化脱却情分A(PETCO，J

健常例での 1'1::00.119陸併時にはわずかながら作在

する換気血拠不均慌のため 1'8CO，よ9やや低<.週

罰 B



PlICO，より明らかに低<.ζれは溜動中でb僻摘され
ない{図5右) したがって PETCO，が掻高値をto

呼吸佳代償開始点(RCpoInt)での飽"運動中の脳血流

M'匂む舗IIl.Jに比例する 箇6には心錨榎準例での
週動中心拍凶鍾増加の程度は VF;-VCO，凶。"'およU

RCpoimにお付る PE:TCO.eの関係を示す

ぺJ織 Vol.30 SUP凡 .3 (998) 81 

s おわりに
..，.のω肺趨動負荷拭臓の普及に伴い む疾'.を始
め多くの街鰍にお"る運動ゅの呼吸 ー繍繍動趨が解明

されるようになヨた ζれは間同に研筑:1tを含め岨係

ずるスタッフに徹環系ばかりでなく換気呼吸系，代謝

系に閉してもEしい知"色瑚解力を純っこtが要求さ

れる その上でI!UUfiUl金正し"則すれば，C骨U逮
動負荷紋織は臨床際学に資すると場えられる



82 同心臓 '101.3咽 SUPPL.3 (998) 

.シンポジウム I遍動負荷から見た心と怖の類似点と紹遁点J
総合討踊

鱒板{雌'>J 仏刊"が仰していまして飽合前諭の時間

がか生り限定者札ておりますので宛炎され

た設者の先生匂に，こららで問書ましたテ ? 

についてディスカツシヨンしていSたいと考

えて"ります

まず般初に小池免生のご発畿ですが，心楓健

との関閣でI 符に溜働初期に幻いて"換気の

反応.. ，機能とはかなりよ〈閥迎する a議後
の伊東先生も，ぞれ告だめ押しするかたちで

示され傘した ただ7.f'ltタの式で袋される

ように.AVO， diffL>J'e'闘が間に入って〈る

ということで.小池先生。そのζとについて

何か迫加がございますか

小池私のところでは AVO，differe同，"あまり

計算していな〈て."しろ教えていただきた

いぐらいです 島本的に伊東先生が示された

と必りで。cardiacoulputの'"閃=がどう

いうものかということUだいたい俊樹がつ〈

のですが。 AVO，diITere同"の変化が遣いか

誕いかということは主かなか明解しに〈いと

とろです そのへんについて..たちも今後刻

べてみたいと思ヲております

"坂(也処j どうもめりがとうございました 山辺

先生いかがでしょうか

山辺私たちは Qpti - Catheler を~，ていますの

で， AVO，di宵erenceを宅需品に測定すること

ができ卑す それでみてみますと。 AVO，

differenccの動きは心知山の動さよりも速い

です R~Ill))負荷叫で依負筒の槽加に対して
直線的に上昇していqて，儀後のところで崎

加の仕方が非常に急峻に会る例があり.す

一-1i 逆に録後に上昇の仕方が穫てきて，た
Jん怖の審械による皮膚血.. の婚制どかシ占e

>J血況の膨甥がu:て〈る例が存在すること

がねかりま， ただ心不全のある例やむ傷能

が非常に低い例では，週動侠了直削のと ζろ

座長鯵緩蜂ー(筑波大学体脊科学系}

伊東春樹(心臓血管研究所内科}

で. ，きょう"訴ししたように SVO.の低下が

急般に仕ってきて AVO，dilfer"同砲が聞大

し。，"閃tが榊えない反応を示します。ただ，

このAVQ，dilfe陀n伐の因予として，伊東先

生も望書bれましたように 血班分和のファク

タ がλってきます骨倫筋左骨格筋以外へ

の"艇の分布の仕方によって同ーの心袖lれ"

であって(， AVO. d・ffere即 e1;1:違ってしま
います運動中に心他出買が適切に楠加し伝

いということがに稲動骨偽峨への酸機織遂の

低 Fをその..物飾っているのかそれ<も

邸機分布Bよるのか."ずかしい点です そ

の点に閲しては弘たちも正信に解釈でtきるだ

"のデータはあり.ぜん

時服{殴畏) どうもありが左うどぎいました これ

1;1. t;， lヲと穏しいと患い.すが.'V他出.と

VO.とに関車があることに倒して。特にZ駆動

初期同反応は非常位迅趨な反応ですので. " 

そら〈神続的.反到などが関連して〈るだろ

うということは考えられますがI その附容が

関迎合符つことに閉して，伸録的な調附とか。

もし何か給わかりでしたら必教えいただきた

いと思います小池先生いかがですか

小均値かにそうであり草して， αrdiacoutpυはむ

恥 artraleと曲。kevolu皿の"で決まりま

す Jleart ralcは絡に刷交感神鑑と交感神経

の阿者に簡略，しますが運動初期は副実感の

withdrawalの還さの6まうがむしろ大移では

Uゆと !y~， ます Cardi民側剛の間関曜

は鉱rokevolumeの明え方が主に規定して

いるのかと思ったら。むしろhearl Tateの

rcSPOnseが大嚇でめりまして。交感神経闘

交慾神畿のパランスが。 cBrdiac Oul仰はの

responseの大きな部分を決めるので陥普い

かと思います

鱒緩{盤民} どうも.りがとうござい傘した まだ



まだ削魁があると思いますが次に.いりた

いと思います

山辺先生は心oi!l¥6唱についてお話会され草し
たが正常例で言M ていることとむ不全例

で途号ところ陪倒かあり卑すか

山辺 古〈から知られている知見として. ，閉経1111
僚の運動中の瑚加については，血{也選動ある

いは立位運動の喝合には.運動初期に急畿に

憎加し あとプラトーに宅まります これ..心

配定患でむ閉じです ただ1由循幽盆の大きさ

自体'"るで進ヲτいて. ，悶銅山が正常人
でも 100mlとか 12011111で嶋えるとし皐

すと。む不全例では 40mlとか非常に低い

舗に企どまります そのことが選動中のむ他

出を制限していること俗間違いないと思いま

す。そのような姻含む不会で...む伯が制加

して代償し"が やはり】闘倒出の低下を

繍うだ付のむ倒散の..，ではな〈て， ιJ由ui
JiU;lJj占〈伝りますその分，AVoo，differo官怠
が捌いて〈るわ"です

弘がーっ疑問に"うことが~ります む不全

で"週動隠力の払引現図子として伸機筋の拠首位

があるということですが 個々の位例告み怠

，と たとえばドプタミンなど被剤で<ufI'llll
鱗を婚やしても関akVQ， 1主憎えないkいう

ことがbります だからそのときの週働時闘阪

関子は血塊で会〈ド鎚の筋肉自体なのだろう

と思いaす ところがむ後胞を盈虚から鰹岱
まで繍えると. ，閤鮒UU量や心納'"'訟の織大

股ゃ下肢の血況の般大舗が巡回防織"とよい制

闘に繰ってくるのです だから重症心不全の

症例比通院本的に陪血管鉱畿の能力も心的'"

f憎む，骨緒筋の復飽も余附~<て l ある】つ

の郎分としての臨機だ"を佼化してやっても

制動I1iI;ta!l:携しないんだ"れどもI む縄阜の

強い例は巡動能力b!l!'l~，し血泌ゃ心的山 ßの

予闘能b会郎惑い そういうものが心不全の
どの珂.反映しているのかというこ kは考え

ていか岳いとい"信いと思います

鯵峰I!'銭} どうむありがとうございました.

それでは安法先生'>n袋に問団してですが!

安造先生は心不全例と問様性別侠!IJ仰の比綬

告されました 両者の提をか借り明解 ζ良明

されました あとの官級先生の殉災にb似て
舎ましたがI 呼吸パターンの変化U心:司会例

でもみられ.すね，そのd誌について 嗣併は

ピういうとこるで追うk場えておら此るでし

むの・ Vol.30 SU?PL.3 (998) 83 

aう油、

g毎週 慢怯心有企でU健常人と比べると少し巡〈波
u，ヲているということで COPDの"うで
低ぞれがより断帯だったということです 今

回の NYHAUSl'の日作の編出で払l'aO，

をドげるほど重症で..なかヲたということT

tida¥ volllme freqωn町は維持できたのでは

住いかと思ヲ て幻り虫す そ，.に食4して
COI'()のほうは。 rl!:M性の組員，.が-，礎的にb
るために呼吸困数とかパタ ンのほうに拠調誌

が峨めに幽たと鱒製しております

"坂《座長) ，."度の;aいだと思いますそれから

rapid由自l10wr伶，pir~ti酬の成闘に関して。

Wasscrman ~宣伝のシ L-" と。あ色で宮被

先生が示されたむのでは多少網実があヲたよ

うに思いました 枝々 の"..でU 心不全例

では PaU，I:I:(S30.でも よろしいでrのりあ
まり下がらないのではないかと思います 省

機先生が示されたように 肺のコンプライア

ンスの変化のほう治久読引としては伝んとな

〈よくbかるという気がいたします その辺

lまいかがでございましaうか

安調・ "そら<w.臨rm~n 先生は CHF でむ比絞
的JIlIJE(EFが20%以下の人}を倣ってみて

いるので。その辺からbあいうシaι--，が出

てきたのでは住いかと患って必ります

飾坂(餅長} どうもありがとうございました

a直後に寓峨先生のご処理慢ですが，持活Bにスマ
ート伝方法で心不全の重出度や論.，効機会み

ても1〈方法.見出されたということです こ
れはたとえばVE!VCO，s10peとか.あるい
は心他出窓そのむのとかと比ぺて 識の効拠

をみるうえ あるいはむ不会の飛車ま:1<<をみる
うえで.さらに'ff，lllだと考えてよろしいでし

ょうか

宮嶋麓効評価をする場唱には.役与前後でのaf削
が.疑問有効伎と生ると，さらに何組問後，

何TH畿と鱒り返し繍査が必要に'.;1) 1す
しかし，その，..血管にスワンガyツカテ

テル.州入して.....させると伝ると。魁者

の同''"得に<< 符に外来の働者では検涯

の緒行は闘雌です そこでl 庖者に仕るべ〈

普繍を与えず1-:，しかも繰り返し検雀ずる方

法がないかkいうのが今自の倹肘の目的で

した 今闘.示しした刀法は，非観.附j民!

織り返し剖測で怠る務則的削婦としてずJml.!

と思い" ただし1-;1'(;0，b TV l>. lIll行



" 心臓 Vol.30 SUP凡 .3 (問符}

.飽との縛1聞係敏U.)' "" IJ. G台ですから!削
者とも 絶対鮒として凧行働組の敏似に倹慨

して使刷するとkは凶胞です しかし，今回

示したピそベンダンの川島舎のように。側々の

催例で.5勾人 10俸といヲた長期では伝〈。

腕や血管制などに 大きな砲質的変化憾ない

と考えられる時点での心予鍋力の変値...際

価し得るので4左往いか，と思います "録的

にむ他出震が餌俄に伝ったとか，何%槽えた

とは曾えないにしても...盛"について そ

の織が:ff!(//であるa吋I効で.いかはI 冨える
のでは伝いでしょうか外来でb比敏納容踊

に，しかも客観的に，繰り返し心予鵬カの変

化を卸舗できるkいうことが利点だろう'"

，.家す

伊東 らょっ，付"加えますと ζの術相U呼吸パ

タ ンに膨，.iきれないという利点がありま
す一方。 VENCO.VE-VCO， slo関伝どは

肉吻に火き〈彫'されます ただ，変化.，を

みてみると0敏%の変化ですということは

計制するラポのqualityconlrolがきちんと

で嘗ていないと，例含みているかわからな〈.0てしaぅkいうことむあり.す
宮線CalibrationのfA'lfqどの附.."か依り出て
〈ると思います

鎗緩""毒) 溜固め縦波とかリハピリテーシ 9ンの効
県判定にら使えそうでしょうか

言鳩濯動とかリハピ')テーシ銅ンの効製についτ
の倹討.. 乎を付げたいと思いながらまだヂ

タを集めていない状惣です "そら<.ぞ

れによる変化は個人間でるればみられると思

っています ただ具体的に陪ヂータは何も絡

-，ておりません

鋼板{箆提} 時間が押していることもあって。司会

宥の"うで駆付足で質問..ていただいたの

ですが フロアの先生方で"に宵問されたい

こととか，あるいはコメ y 卜していただ"る

先生が"られましたら結願いしたいと思いま

す

川久保心不全の溜勘負荷ゅに途中から rapid

shallow brcathingに伝るとおっしゃってい

ましたが，山辺先生のヂ タをみると.tidal 

VOJU町曜が複線的に噌加していヲて，途中か

らrapidshallowのH協に'oOているのでしa

うか

山辺反応カープとしては tidalvolumeより時殴

数のほうが大きいのでrapidshallow形です

が.fl.t.:角のヂ タでは心不全は途中から急

にrapidsh~ lIow に旋わるのでは信〈初めか
ら傾きが低いです

伊東 "織の温使度が高いとその現象はbっと繍者

にUltず 舎，ぅ 4人の先生方.'幽されたタ

ータのt41k1ま比敏的想〈ぽい鑑例が多かった
ですね樹触の仕""と....翁際取震をみて

いると，中節目配樫E貨の心不全でのデータです
ので.その分を穫し引いて考えないと白と思

いますー脅のM咽1:AVQ， dlffcrenceがど
こかで酬 Bで〈るかという ことです ，(，辺先

生が隼ょう仙寺ねたのU比験際感〈信い縦例

なので台たぶん運動強度の高い雌うで聞いて

8ているのですが覆い盆例になると ..町時

"'11 ゅのところで側..ってしまう使例も

げつζうあります その喝合に隠 避に峨策

摂取銀のm加M心納U¥JI障の嶋加と，をラレルに
生るわ"ですt 小池先生のヂータでU附単は

パラνルだ"れども後半はだめだということ
ですが，中旬，.ぐらいのもの告網乎にしてい

る羽倉には AVO，differenceはよのMうで

側いて〈る，ないし..血淀分布が変わヲて〈

るのでそのよう"範盤に必9ます こういう

ヂータ4皆様む鳩合には，対織がどうかという

ζとも向'"に考えるべきだろうと思いま'

山辺そのと"りです

伊東{座長} どうも， .と.，がつか伝〈てゆし"

なかったのですがI 時間になり息した こう

いった働年術楓..m環器医にとって比徴的う
とい分野でるることは否め象せんが，きょう

の4人の先生方のご宛岩崎を見せていただ〈

ιよ手に飢えば心(l騰を俄測する移管にい
いパラメ ターとなります開時に務眼血的

な....でもあり.すし S繰り返し劃定が可際
信ので。ぜひこれからこういった術帽を刷用

していきたいと思い傘す 二ういったこ色が

紛舗になりますかどうか。 ζのシy，r，ジヲ^

の燭を与えて〈ださった谷口先生に，録後Bと

ちょヲとコメントをいただきたいと思いa
す

谷口{世話人} ひと冨 怠見を述べさせていただきま

す

今度のテーマは鏑理鰻厄.. 史げか砂たといい

ますか しかし4人のγンポジストの方".

緑色非常にいいと ζろにgを"ゆてまkめら

れたように思い去す その第 ".々と飾と

いうのは鰻初からミスマッチなのですね そ



れが淡に出るか幽ないかだ"の訴です たと

えば..を例にとると.臥は一方向の呼吸です

ね ロを鋤砂てスピードを出せば裾水量がた

〈さん入ってきてエラの脇から会館'"してし

まう デツドスペースがゼロです 観々にと

っていちばん閃幽になるのは いろん~終処

が出て@た吻合応 ヂヲドスベ スがどれ〈

らい倹気の珊慌をしているかということに尽

8ると思います 恐いことに . ~の嶋合は心

織と飾は連動していますから.VQ，帆潜水

量が溜〈なって水から水への飽読をとるお切

ですから，磁調憶が....に修行で磨ることと

心術白鳳の3曾加はほとんどstrolcyolumeの

柵加です VO.bそうですですから.tidal 
yolumeというか溜ホ震が嶋えること".そ

のまま VO.の槽加につながヲているしたが
って魚は隠とんど 1%'らいの，.，.で時沼

む胞 Vol.30 SUPPL.3 (998) 85 

制 kmのスピ トで走る つまりそれだ砂の

題動をしてゐ呼吸筋に使うための限努はほ&

んどないのですね鋭々人聞の場合"半分は

無Itをしているわりです つまり入ヲて会た

bの金銭遣を使って そのまま槻*'をとった
呼気を吐き出さな砂ればならない というこ

とは.，誌に dcadspllce yC!・tilationが絡んで

いる そこへも勺てきて心騒が扇〈伝って〈

ると!その“つ防聞が金術肺に闘ってしまう

ぞうすると..た deadspace ventilationが

峨えて〈ることがあると患いZまず そのへん

がむと肺を開時に考える蟻合，，-つの大.~

ポイ y トで"信いかと思います

情さん。どう bありがとうございました
修緩{盛災} それでUこれで鋳わりにさせていただき

ます どうむhりがとうございました



2) lIansen 11':. et al: Re則的、。foxygcn uゅtake10 

work r8t~ in附耐1mcn a川町山hcirc山

tory di島orders.A附 j曲rdiol1987: 59“9-
." 
3) 5[11al AC， et al: Compari羽 nof oxygen uptake 

during bicy出 exerc，鎚 mpali削 S帆 Ihchronic 

，C，.g・VoI.30 SUP凡 3 (l99B) 9 
heart 18・lure8nd in nomUlI subjects. ) A"， CoIl 
白附'0/1990 凶8<)-85

川 ohH.ctal印 anges111 oxyg何 u川 ，-w帥

rate relat旭稲川pasacom関3泡atoryn憎めanism

inpati飢 swith hcart failure. /t"αrc / 1992 
56 : 504-50a 
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秋揚鍋途.，まか 1 .マリアンナ隊科大学

2)定常辺動負荷B替の"新銀取量応答，h.関lの窓畿

'L.'Ift 'J~ との関迎について
rr.周一彦。ほか 4 続~大第

3) tJVO，/tJWork Raleによる心血管後僧都価
VO. plateau例での検討

総本商".ほか 7 国立脚図柄センタm

.)呼気ガス分析による械尿病治闘の僻価

..山奈契，ほか 10 

ell負衛方法2
"心筋痩議継者にお"る嵐裕負荷駅運動負す岬の'"行状態の比絞

昭和大学川何者佐太郎。ほか 13 

徳島大写

6>領的と左心耳剖積の関係

ーペーシシグ負荷経食道心エコー図訟による倹町一

傘問書三，ほか 16 長崎>学

皿井正義。ほか 19 

7) Dipyridamole 負荷・~Tc-tetrofosm in む筋:/;/チグラ 7 ，による

二次性心筋鋭継にま'"るむ筋微小鮒....嘗8貸出の諒み
勝倒保健術.火学

情，ほか 2j 川久保

8)週動負荷心電図倹査の費用以高いか

照京大学

.111心不全骨格筋
9)急性L筋使者追症旬彼肌運動縦訟による巡励剛容能改普段と体制成変化に闘する倹.，

自立循瑚.街、::--ター 脇昌子。ほか 26 

10)管針性心才金患者の下組局所トレ ニング効果の検肘

定常選動後回復2仰の怜絡筋代謝と瓜i械の検問一
大呼光興.ほか 29 北泌過大手

小股宣夫.ほか 32 
111慢性心不全にS寄りる"H盟国防負荷附の心訓行動舗解析

掴島県立医科火隼

北岡総窓."か 34 
12) ~広張型心筋症の週動負荷回復期における血圧反応の意義

高知際料大学

elV， eil・神経
13) .(.，櫛麹動負荷紙験からみた内線観的脚部変婦仲継続即応の心臓に及ぼす修機

倒立金以術院藤本学。ほか 36 

古谷雌司ぽb・ 38 
04)運動後のむ倒数減表と".. 時心拍変動の関係についての倹別

山口大学

15)症候限界性週動負荷以般が血中電術賞に及ぼ，影.

-!I;にイオン化マグネシウムへの彫・-

山崎鐸也ほか 40 勉学医制大学

16>鯖尿病患者の遡動防循環.容と血中カテコラミ y反応

心肺血管場紋予測への有用性

選鎌凶".ほか " 鳥取ピ曾

芥湾英夫，ほか 46 

ev 心・血管線能
17)肥大鑑心筋鋭に幻"るさ足首巨収縮幻よぴ弛緩能の心鈎依存性

名古風火$

161 Syndroη. X 1!1者のu慢能および鱒代劇の解価

一VESTおよび，.伍T("fDG)による倹約

羽国儀居者。ほか 50 :Q:m:大学

eVl， 11血性必需島息
19)選動負荷むヱヨ一様による雌血性心療忠の惨断

一心筋梗，.の既往の有無による差興一

西岡.fIJ..ほか 53 自衡惚ゆ失陶R

20)虚血性心疾単に抱ける血中カテコールアミンと NK細胞活性の関係

一週動負御前後での倹約一

袋本俊文，ほか 56 固窓根幹+字後処崎原爆綱院

藤井糟孝，ほか " 

21)陳悶性む筋梗畠におげる温動A櫛む電図ST変化について
千羽大写

'21積尿病症例に."る心筋細抽隊轡あるいは心臓微小循環陣曹と創中ANP

BNP 温度

大劇勝弥。ほか 62 策鍬次字

23) TiJt 負荷岡のむ伯血圧'"動の変化

一虚血性む疾惣におりる.. 町山

'"‘ 64 
木村総彦，板金盛握科大写

肌ほか " 小地

.シMポジウム「運動負荷から見た心と腕の類似点と栂温点j

11週動負荷喝の呼気ガス抱"は心樋絡をどこまで反映するか
事前医別網"大司伊

俗，ほか 70 山辺樽戸大学

2) .(.1定患にお付る週働時の心筋反応と心防相互作附

3)経盆慢性心不全愈者と軽錠慢性閉傘性肺疾息の運動闘の呼吸応答の経典

ヨ普通仁.ほか ね野馬嶋.慨瑚出縄セン夕日

的慢性心才三舎の心予備力に対するピそベンダンの長期効果

宮城虚子ほか " 富山眼科離斜大曾

Ij XI'τ8 伊東都枇心"".~究所附創病院

" ，段無指標からouft皇位のなにがわかるか

" .総合肘2・
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